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［特集］

ベート
傑作の森

来月号はベートーヴェンの中期を特集します。フラ

ンスの作家ロマン・ロランによれば「傑作の森」とい

われる時期です。交評訓は第4番から第8番まで、第5

番 「述命」や第6番「田園」などが生まれました。ピア

ノ協奏libは第4番と第5番「皇帝」、ピアノ・ソナタは傑
作、第23番「熱情（アパッショナータ）」があります。

オペラ「フイデリオ」が初浙されたのは1805年で、その

後改訂を重ねました。ますます難聴が進む中で傑作

をものにしていったのです。

edito『・snote 
8月末、5年ぶりにロサンゼルスに行っ
てまいりました。前回はほとんど時間がな

く、パサデナの大邸宅「ハンティントン」

の美術、建築庭園を愉しむにとどまりま

したが、今回は1週間あったので、いろい

ろと回ることができました。

さすがはLA、F.ロイド＝ライトをはじ

め、名だたる建築家が意匠を凝らした建

物がそこここにあります。まず、世界文化

賞受賞者、F.ゲーリーの「W.ディズニー・
コンサートホール」（ロス・フィルの本拠

地）。シーズン前だったので肝腎のコンサ

ートは聴けませんでしたが、メタリックでユ

ニークな外形はご存じの方も多いはず。

同じく世界文化賞のR.マイヤー設計
によるゲッティ ・センター。これは途轍も

なく広大、建物と庭園と景観が見事に

融合し、機能的にも洗練の極みで、圧

巻の美術コレクションと相イ癸って、腹一

杯の気分に。世界中から観光客が押し

寄せていますが、何しろスペースがスペ

ースですので、余裕で楽しめます。

もう一つ、パサデナのノートン・サイモ

ン美術館も挙げておきましょう。ここは

観光客は少なく静かなので、14世紀から

現代に至る至宝の数々を、誰にも邪魔

されず心ゆくまで味わえます。やっばり美

術館はこうでなくては！（それから玄関前

のロダンやムーアの彫像の配置がまた

実に効果的）。

どの美術館もそうですが、米国の大

金持ちの桁違いの財力と夢の大きさ

をつくづく実感できます。あ、もちろん、

Ohtanisan属するLAエンジェルズの試

合も忘れずに見てきました。あわやホーム

ランといったBigFlyも出ましたが、チー

ムの反撃の口火を切ったヒットを打つな

ど、やはりこのチームには欠かせない存

在。この日はレンジャーズに逆転勝ち！

寺田俊也

Othe『Contents
●諏訪内晶子

モーストリー・クラシックはインターネットでもご覧いただけます。

http://mostly.jp/へどうぞ。
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。
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ら
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ー
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。
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。
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「ハイリゲンシュタットの遺書
の真実

ナポレオンとヨーロッハ
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表紙

ベー トーヴェン(1803年）

生誕250年ベートーヴェン
「英雄」出現!Gm, 3号連続

12 ベートーヴェンの「交牌rill第3番」と「英雄」出現
西原稔

14 ベートーヴェン、その劇的生涯 前期 萩谷由喜子

17 「ハイリゲンシュタットの遺書」と真情 平野昭

20 ベートーヴェンが生きた18-19-tせ紀の欧州事情

24 ナポレオンとベートーヴェン 小宮正安

26 交評曲第1番寺西基之

27 交響曲第2番寺西基之

28 交響曲第3番許光俊

30 ピアノ協奏曲第 1 番•第 2番高久暁

32 ピアノ協奏曲第3番高久暁

34 ピアノ・ソナタ第1-第10番 真嶋雄大

37 ピアノ・ソナタ第8番「悲愴」 真嶋雄大

38 ピアノ・ソナタ第11番～第18番 伊熊よし子

40 ピアノ・ソナタ第14番「月光」 伊熊よし子

41 ピアノ・ソナタ第17番「テンペスト」伊熊よし子

42 ピアノ・ソナタ第21番「ワルトシュタイン」

＆第22番青澤唯夫

44 ピアノ・ソナタ全集を逍した屈指の名ピアニスト

萩谷由喜子

18 キャリア初期に集中して作曲した

ヴァイオリン・ソナタ 寺西肇

51 ヴァイオリン・ソナタ第5番「春」

寺西肇

小宮正安

22 ベートーヴェンの創作の背景を彩った作曲家たち 54 

西原稔

53 ヴァイオリン・ソナタ第9番「クロイツェル」
寺西肇

ヴァイオリン・ソナタ全集を録音した名手たち

渡辺和彦

57 チェロ作品ー ソナタと変奏曲 澤谷夏樹

58 弦楽四重奏曲作品18 中村孝義

61 ピアノ三重奏血作品l 中村孝義

62 創作前期におけるさまざまな形態の室内楽

鈴木淳史

65 初期ピアノ作品 長井進之介

66 ベートーヴェンの歌曲の魅力と個性
喜多尾道冬

70 ベートーヴェン周りの音楽愛好貴族たち

平野昭

73 前期作品コンサート・ガイド 横堀朱美

Jri認悶竺悶ぷ印0 I 
麟 小山実稚恵のピアノと私 ⑱ 爪と演奏

ヴィルフリート ・和樹・ヘーデンボルクのウィーン・フィル便り⑱

連載押しはしないが押されてばかり ④ 「出演を断られた仕事」 青島広志

宮本文昭の気軽に話そう 今月のお客様 i尺灰U見！、 歌手
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ゞ・一
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の「
交
響
曲
第
3
番
」
と
「
英
雄
」
出
現

そ
の
後
の
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
も
マ
ー
ラ
ー
も

交
響
曲
の
中
に
壮
大
で
英
雄
的
な
世
界
を
目
指
し
て
い
っ
た
。

そ
の
意
味
で
は

「英
雄
的
」
と
い
う
の
は
交
響
曲
の
ジ
ャ
ン
ル
の
新
た
な
定
義
で
、

交
響
曲
は
こ
の
第
3
番
以
降
、
広
く
社
会
や
世
界
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
媒
体
へ
と
変
容
し
た
の
で
あ
る
。

「英
雄
」
神
話
の
形
成

「
交
評
鼎
第
3
番
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
交
評

曲
の
通
念
を
打
破
す
る
画
期
的
な
作
品
で
あ
っ

た
の
は
ま
い
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
当
時
の
人
々

が
こ
の
長
大
な
交
縛
曲
を
喜
ん
で
享
受
し
た
の

か
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
な
く
、

む
し
ろ
作
品
の
大
き
さ
と
難
解
さ
に
戸
惑
い
す

ら
み
せ
た
。

ま
た
、
こ
の
初
演
時
に
は
「
英
雄
」
と
い
う

標
題
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
だ
け
で
は
な
く
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
関
係
も

人
々
は
知
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
礼
賛
は
有
名
で
あ
り
、

彼
自
身
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
も
と
で
音
楽
活
動
を

行
う
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
た
し
か
に
こ
の
交

評
仙
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
ヘ
の
献
辞
を
削
り
取
っ
た

も
の
の
、
そ
の
後
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
関
係
を

望
ん
で
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

1
8
0
3
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ラ
ー
ル
か
ら

ピ
ア
ノ
の
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
は
、
彼
が
フ
ラ

ン
ス
と
何
ら
か
の
形
で
新
型
ピ
ア
ノ
を
望
ん
で

い
る
こ
と
を
パ
リ
に
打
診
し
て
い
た
証
と
考
え

ら
れ
る
。

そ
し
て

1
8
0
9
年
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
弟
の
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ナ
ポ
レ
オ

ン
が
占
領
し
て
統
治
し
た
カ
ッ
セ
ル
の
宮
廷
楽

長
の
招
聘
を
受
諾
す
る
。
こ
の
受
諾
と
、
カ
ッ

と
な
る
と
少
し
無
理
が
あ
る
。

こ
の
作
品
で
注
目
し
た
い
の
は
初
版
の
題
辞

で
あ
る
。
1
8
0
6
年
の
ウ
ィ
ー
ン
初
版
で
は

「
1
人
の
伸
大
な
人
間
の
息
い
出

(s
o
v
v
e
n
i
r
e
)

を
祝
し
て
作
鼎
さ
れ
た
英
雄
的
な
交
押
曲
」
と

記
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
09
年
に
ロ
ン
ド
ン
の

チ
ャ
ン
ケ
ッ
テ
ィ
・
ア
ン
ド
・
ス
ペ
ラ
ー
テ
ィ

社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
初
版
の
冒
頭

に
は
、
「
1
人
の
英
雄
の
死

(la
m
o
r
t
e
 d
'u
n
 

E
r
o
e
)

を
讃
え
る
た
め
に
作
曲
さ
れ
た
英
雄

的
な
交
評
lJh
」
と
い
う
異
な
る
言
業
が
書
き
記

さ
れ
て
い
る
。

本
来
、
第
2
楽
章
の
「
葬
送
行
進
仙
」
に
ふ

さ
わ
し
い
こ
の
語
が
、
ロ
ン
ド
ン
初
版
で
は
作

品
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ

う
か
。
「
葬
送
行
進
曲
，
に
つ
い
て
は
ナ
ポ
レ

オ
ン
戦
争
で
戦
死
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
王
子
、
ル

イ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
で
は
な
い
の
か
と
い

う
解
釈
も
出
て
い
る
。

作
品
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
こ
の
題
辞
は
、
作

品
の
仙
想
を
表
す
だ
け
で
は
な
く
、
作
品
の
内

容
や
創
作
の
意
図
を
暗
示
す
る
重
要
な
要
素
と

な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
1
8
0
9
年
版

に
お
け
る
題
辞
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
に
よ

る
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
が
、
第
2
楽
}
い
に
中
心
が
置
か
れ
る
と
す

こ
ん

る
と
、
雄
渾
に
し
て
フ
ァ
ウ
ス
ト
的
な
英
雄
像

と
は
異
な
っ
た
理
解
が
生
ま
れ
て
く
る
。

ド
イ
ツ
国
家
主
義
と
「
英
雄
」

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と

「英
雄
」
と
い
う
組
み

合
わ
せ
は
、
と
く
に
19
世
紀
後
半
以
降
の
ド
イ

ツ
国
家
主
義
の
思
潮
の
中
で
は
特
別
な
意
味
を

持
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
と
り
わ
け
19
世
紀
後

半
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
い
て
ド
イ
ツ
帝
国
の
建

一

セ
ル
行
き
は
極
秘
の
う
ち
に
進
め
ら
れ
た
が
、

こ
の
情
報
が
洩
れ
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
破
格

の
年
金
の
提
供
を
受
け
て
ウ
ィ
ー
ン
に
と
ど
ま

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
観
と
礼
賛
は
こ
の
時
期
ま
で

続
い
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
こ
の
交
評
鼎
が
「
英
雄
」

と
い
う
名
で
定
着
し
た
こ
と
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
自
身
が
英
雄
の
化
身
と
し
て
見
な
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
逸
話
に
彩
ら
れ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
で

あ
る
が
、
そ
の

―
つ
に
「
英
雄
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
像
」
も
あ
る
。
そ
の
英
雄
神
話
の
形
成
が
、

こ
の
作
品
の
演
奏
解
釈
に
影
評
を
及
ぽ
さ
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
交
評
曲
第
5

番
が

「運
命
」
と
名
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
歴
史
の
中
で
別
の
解
釈
が
加
え
ら
れ
て
い
っ

国
の
精
神
風
土
の
中
で

一
種
の
「
英
雄
願
望
」

が
醸
成
さ
れ
、
と
り
わ
け
ビ
ス
マ
ル
ク
の
登
場

以
降
、
そ
の
傾
向
は
強
い
政
治
的
な
気
風
と
も

な
っ
た
。

指
揮
者
の
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン

・
ビ
ュ

ー
ロ
ー
は

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
交
秤
曲
第
3
番
」
の
第
1

楽
章
の
主
題
に
、
「
ビ
ス
マ
ル
ク
」
と
題
し
た
歌

詞
を
付
し
た
。
こ
の
歌
詞
は
こ
の
よ
う
に
語
る
。

な
ん
じ

「
民
族
の
宝
。
汝
万
歳
。
お
お
英
雄
よ
。
民
族

は
汝
の
言
業
を
創
り
出
し
た
。
新
し
い
ド
イ
ツ

の
世
界
。
心
の
髄
ま
で
。
そ
の
後
は
あ
ら
ゆ
る

敵
に
備
え
て
、
汝
は
我
ら
を

一
っ
に
し
た
」

こ
の
歌
詞
の
「
心
の
髄
ま
で
B
i
s
i
n
 
d
e
s
 

H
e
r
z
e
n
s
 M
a
r
k
」
の
下
線
部
に
ビ
ス
マ
ル
ク

の
名
前
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
替
え
歌

で
歌
わ
れ
る
「
交
響
曲
第
3
番
」
第
1
楽
章
の

主
題
は
特
別
の
意
味
を
持
っ
た
。
し
か
し
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
い
つ
か
ら
英
雄
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
創
作
で
は
「
英
雄
様
式
」

と
い
う
語
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
1
8

ヽ

ルイ・フェルディナント・フォン・ブロイセン (1772-1806)

プロイセンの王族・軍人。作曲も行った。

ベートーヴェンの崇拝者で、 ピアノ協

奏曲第3番を献呈されている。Jean-

Laurent Mosnier画。

オットー・フォン・ピスマルク

(1815-98) 

プロイセンの地主貴族ユン

カーの出身。プロイセン王国首

相、その後、ドイツ帝国首相を

務めドイツ統一に尽くした。「鉄

血宰相」と呼ばれる。Franz

von Lenbach画。

文

西

原

稔

〇
桐
朋
学
園
大
学
教
授

text b
)
'
M
i
n
o
r
u
 N
i
s
h
ih
o
r
o
 

た
の
と
同
様
で
あ
る
。

上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

交
押
rlh第
3
番
で
は
「
英
雄
」
と
い
う
標
題
が

付
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
「
英
雄
的
な
」

は
、
「
情
熱
的
な
」
や
「
悲
愴
な
」
な
ど
の
曲
想

を
表
す
形
容
詞
の

―
つ
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
こ
の
交
響
訓
の
第

4
楽
章
主
題
は
良

く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
バ
レ
エ
音
楽
「
プ

ロ
メ
テ
ウ
ス
の
創
造
物
」
の
終
曲
の
主
題
の
転

用
で
あ
り
、
天
界
か
ら
火
を
盗
ん
で
そ
れ
を
人

類
に
与
え
、
ゼ
ウ
ス
の
怒
り
を
か
っ
た
と
の
話

で
知
ら
れ
る
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
こ
そ
が
英
雄
で
あ

る
と
い
う
解
釈
も
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
が
、

こ
の
バ
レ
エ
音
楽
と
交
響
曲
第
3
番
と
の
関
連

0
0
年
頃
か
ら
19
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
壮
大

で
、
よ
り
力
強
い
表
現
を
指
し
て
こ
の
語
が
用

い
ら
れ
、
ピ
ア
ノ

・
ソ
ナ
タ
「
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ

イ
ン
」
や
「
熱
情
」
な
ど
も
こ
の
様
式
に
分
類

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
彼
は

「英
雄
」
と
い
う
思
想
の
も

と
に
こ
れ
ら
の
作
品
を
作
曲
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
ま
で
の
ハ
イ
ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
創
作
に
お
け
る
主
題
や
動
機
の
展
開
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、
ま
た
ソ
ナ
タ
形
式
の
構
成
を
よ

り
拡
大
す
る
こ
と
で
、
と
く
に
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
、

弦
楽
四
重
奏
鼎
、
そ
し
て
交
評
曲
の
新
し
い

ス
タ
イ
ル
を
作
り
上
げ
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
記

念
碑
的
な
存
在
感
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

作
品
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
よ
り
高
め
た
。
そ
の

最
大
の
成
果
が
交
評
曲
第
3
番
「
英
雄
」
で

あ
っ
た
。

こ
の
ソ
ナ
タ
お
よ
び
ソ
ナ
タ
形
式
の
拡
大
と

変
革
は
、
彼
の
そ
の
後
の
創
作
で
さ
ら
に

一
貰

し
て
椎
し
進
め
ら
れ
た
。
「
記
念
碑
的
な
」
交

評
曲
第
5
番
と
第
6
番
の
初
演
さ
れ
た
日
に
同

じ
く
初
演
さ
れ
た
「
合
唱
幻
想
曲
」
（
作
品

80)

で
は
、
ピ
ア
ノ
の
即
興
演
奏
と
管
弦
楽
と
合
唱

及
び
独
唱
を
融
合
し
た
作
品
を
生
み
出
し
、
そ

し
て
交
評
曲
第
9
番
の
第
4
楽
章
は
こ
の
「
合

唱
幻
想
曲
」
を
さ
ら
に
改
訂
し
て
拡
大
し
て
、

交
瑯
温
皿
の
概
念
す
ら
も
刷
新
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
出
版
点
に
位
置
し
た
の
が
「
交
響
曲
第

3
番
」
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
の
作
品
も

含
め
て
、
そ
の
後
の
プ
ル
ッ
ク
ナ
ー
も
マ
ー
ラ
ー

も
交
押
曲
の
中
に
壮
大
で
英
雄
的
な
世
界
を

H

指
し
て
い
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
「
英
雄
的
」

と
い
う
の
は
交
評
曲
の
ジ
ャ
ン
ル
の
新
た
な
定

義
で
、
交
評
曲
は
こ
の
第
3
番
以
降
、
広
く
社

会
や
世
界
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
媒
体
へ
と

変
容
し
た
の
で
あ
る
。

印

面
！

ご

B

「英
雄
的
」
と
は

ナポレオン・ポナバルト
(1769-1821) 

コルシカ島で生まれる。フラン

ス革命の混乱を収拾、1799
年、軍事クーデターを起こし、

統領政府を作り、第1統領と

なる。1804年にはフランス皇
帝に。ナポレオン戦争を起こし

たが対仏大同盟に敗れ、流刑

地のイギリス領セントヘレナ島

で没。写真は近衛連隊長の

制服を着用しているナポレオン

皇帝 （ダヴィッド画）。

〈前期〉
3号連続

プロメテウス

ギリシャ神話に登場するティ

ターン神族の子。神々の王ゼ

ウスの反対を押し切り人類に

火を与えたとされる。人間世界

の文化を作った文化英雄でも

ある。写真は「火を運ぶプロメ

テウス」 （ヤン・コシェール画、

1637年）。プラド美術館所蔵。
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生誕250年

BEET 
▼
同
名
の
祖
父
は
宮
廷
楽
長

文萩谷由喜子◎音楽評論家
text by Yukiko Hagiya ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
は
、

彼
の
幾
つ
か
の
作
品
が
示
す
よ
う
に

五劇
的
こ
そ
の
も
の
。

置
か
れ
た
辛
く
不
利
な
状
況
を
次
々
に
打
開
し、

常
に
新
た
な
地
平
を
目
指
し
て
ゆ
く
。

今
月
は
、
生
を
享
け
た
ボ
ン
で
音
楽
の
才
能
を
開
花
、

志
を
も
っ
て
楽
都
ウ
ィ
ー
ン
に
赴
き
、

作
曲
家
と
し
て
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
と
な

っ
た

「
英
雄
交
響
曲
」
を
生
み
出
す
ま
で
を
描
く
。

ケ
ル
ン
の
南
東
約
25
キ
ロ
、
ラ
イ
ン
左
岸
に

位
置
す
る
ボ
ン
は

13
世
紀
以
来
、
神
聖
ロ
ー

マ
帝
国
の
選
帝
侯
で
も
あ
る
ケ
ル
ン
大
司
教
の

居
住
地
と
な
り
、
そ
の
宮
廷
を
中
心
に
栄
え

て
来
た
。

1
7
3
3
年
、
選
帝
侯
ク
レ
メ
ン
ス
・
ア
ウ

グ
ス
ト
は
ベ
ル
ギ
ー
の
リ
エ
ー
ジ
ェ

に
出
向
い

た
折
に
、
同
地
の
教
会
で
歌
っ
て
い
た
極
れ
た

バ
ス
歌
手
を
見
出
し
、

高
給
を
も
っ
て
ポ
ン
宮

廷
に
迎
え
た
。
当
時
21
歳
の
こ
の
ル
ー
ド
ヴ
ィ

ヒ
・
ヴ
ァ
ン
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
、
作
鼎
家

の
同
名
の
祖
父
で
あ
る
。

祖
父
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
は
1
7
6
1
年
に
宮
廷

楽
長
に
昇
進
す
る
。
家
庭
で
は
妻
の
マ
リ
ア
・

ョ
ゼ
フ

ァ
と
の
間
に
何
人
か
の
子
供
を
も
う

息
子
の
ヨ
ハ
ン
は
20
歳
頃
に
宮
廷
テ
ノ
ー
ル

歌
手
に
採
用
さ
れ
る
。
だ
が
、
性
格
的
に
弱

い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
父
親
ほ
ど
の
気
概
や
向

上
心
も
み
ら
れ
な
か

っ
た
。
そ
ん
な
ヨ
ハ
ン
で

あ
っ
た
が
、
結
婚
に
関
し
て
は
み
ず
か
ら
の
謡

思
を
貰
い
た
。
27
歳
の
彼
が
妻
に
と
望
ん
だ

相
手
は
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
・
ケ
フ
ェ
リ

ヒ
と
い
う
21
歳
の
女
性
で
、
過
去
に
一度
結
婚

歴
が
あ
り
、
そ
の
前
夫
と
死
別
し
て
い
た
。

父
親
は
こ
の
結
婚
に
反
対
し
た
。
そ
の
理

由
は
従
来
、
マ
リ
ア
・
マ
ク
ダ
レ
ー
ナ
が
か
つ

て
小
間
使
い
で
あ
っ
た
た
め
と
い
わ
れ
て
き
た

が
、
こ
れ
は
事
実
で
は
な
い
。
も
し
か
し
た
ら
、

初
婚
で
な
か
っ
た
こ
と
を
問
題
視
し
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
ヨ
ハ
ン
は
父
の
反
対

を
押
し
切
っ
て
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
と
結
婚
す
る
。

最
初
の
子
供
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・
マ
リ
ア
の
洗

礼
記
録
は
1
7
6
9
年
4
月
2
H
で
あ
る
。
だ

が
、
こ
の
男
児
は
生
後
6
日
で
亡
く
な

っ
た
。

第
2
子
の
洗
礼
記
録
は
翌
70
年
12
月

1
7
H
に

み
ら
れ
る
。
当
時
の
恨
例
で
は
出
生
の
翌
H
が

洗
礼
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

12
月

1
6
H
生
ま

れ
と
推
定
さ
れ
る
こ
の
子
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

そ
の
人
で
あ
る
。
こ
の
子
も
、
祖
父
の
名
を
買
っ

て
、
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
と
命
名
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

前
年
に
亡
く
な
っ
た
第
1
子
の
よ
う
に

「
マ
リ

ア
」
の
ミ
ド
ル
・
ネ
ー
ム
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
第
1
子
と
第
2
子
に
同
じ

名
を
つ
け
た
こ
と
が
、
の
ち
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
自
身
に
、
自
ら
の
年
齢
を
実
際
に
言
わ
れ

か
た
＜

て
い
る
よ
り
も
2
歳
若
い
の
だ
、
と
頑
な
に
信

じ
込
ま
せ
る
原
因
と
な
っ
た
。
彼
は
自
分
の
洗

礼
記
録
を
見
せ
ら
れ
て
も
、
こ
れ
は
夭
折
し

た
兄
の
記
録
だ
、
と
言
い
張
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

祖
父
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
は
、
最
初
は
息
子
の
結

婚
を
歓
迎
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
嫁
の
善
良
な

人
柄
が
わ
か
る
に
つ
れ
て
心
を
開
き
、
息
子

一

け
た
が
、
成
人
し
た
の
は
三
男
の
ヨ
ハ
ン
だ
け

で
あ
っ
た
。
夫
が
副
業
に
営
ん
だ
ワ
イ
ン
販
売

あ
が

業
が
仇
と
な
っ
て
か
、
マ
リ
ア

・
ヨ
ゼ
フ

ァ
は

比
較
的
旱
い
時
期
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に

陥
っ
て
、
修
道
院
の
施
設
に
送
ら
れ
て
い
る
。

家
に
何
か
と
心
を
配
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
祖
父

は
、
孫
が
3
歳
の
と
き
没
し
て
し
ま
う
。

祖
父
の
死
は
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も

一

家
に
と

っ
て
大
き
な
打
腺
だ
っ
た
。
し
か
も
、

父
説
の
後
任
と
し
て
宮
廷
楽
長
に
任
命
さ
れ

る
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
た
ヨ
ハ
ン
は
、
そ
の

あ
て
が
は
ず
れ
る
と
怒
り
と
不
満
を
経
ら
せ

て
洒
に
慰
め
を
見
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

そ
の

一
方
、
わ
が
子
の
楽
オ
に
気
づ
く
や
、

息
子
に
音
楽
の
特
訓
を
開
始
し
た
。
た
だ
し
、

そ
の
方
法
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
父
レ
オ
ポ
ル

ト
の
よ
う
な
体
系
だ

っ
た
も
の
で
は
な
く
、
思

い
つ
き
と
強
引
さ
に
満
ち
た
も
の
で
、
し
ば
し

ば
暴
力
も
伴
っ
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
ヨ
ハ
ン
が

そ
ん
な
こ
と
を
し
た
か
と
言
え
ば
、
必
ず
し

も、
9

も
息
子
を
神
童
に
仕
立
て
て
金
儲
け
を
す
る

た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
父
親
と
し
て
、
ま

た、

音
楽
家
と
し
て
の
自
分
の
力
量
を
誇
示

し
た
か
っ
た
か
ら
と
い
う
動
機
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
実
際
、
ヨ
ハ
ン
は
従
来
の
伝
記
類
に
強
調
さ

れ
て
い
る
ほ
ど
の
暴
力
的
で
無
理
解
な
父
親
で

は
な
く
、

当
時
と
し
て
は
め
ず
ら
し
く
、
息

子
を
小
学
校
に
も
通
わ
せ
る
な
ど
、
教
育
熱

心
な
父
親
で
も
あ
っ
た
。
音
楽
教
育
も
自
分

の
手
に
余
る
よ
う
に
な
る
と
、
極
秀
な
友
人

に
そ
の
任
を
委
ね
て
い
る
。

▼
よ
き
師
ネ
ー
フ
ェ

1
7
7
9
年
10
月
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・ゴ
ッ

ト
ロ
ー
プ

・
ネ
ー
フ
ェ
と
い
う
俊
秀
な
音
楽
家

が
ポ
ン
に
や
っ
て
き
て
、

81
年
2
月
15
日
付
で

竺
悪
役
に
描
か
れ
過
ぎ
て
き
た

父
ヨ
ハ
ン

同名の祖父ルートヴィヒ・ヴァン・

ペートーヴェン (1712-73)。

元々バス歌手で、ポンの宮廷楽

長にまで引き立てられた

ー
誕
生
か
ら
「
英
雄
交
響
曲
」
ま
で
ー

前
期

そ
の
劇
的
生
涯

ペートーヴェンの友人の一

人、医者のフランツ・ゲルハ

ルト ・ヴェーゲラー(1765

-1848) 

宮
廷
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
に
任
命
さ
れ
た
。
少
年

ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
は
、
こ
の
ネ
ー
フ

ェ
に
師
事

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
良
師
の
お
か
げ
で

長
足
の
進
歩
を
遂
げ
た
彼
は
、
無
給
な
が
ら

し
の

師
の
代
役
も
務
め
、
師
を
凌
ぐ
ほ
ど
の
名
手

と
な
っ
て
い
く
。

ネ
ー
フ
ェ
は
作
曲
も
教
え
て
く
れ
た
。
そ
の

指
禅
の
下
に
書
か
れ
た
作
品
に
は
、

「
ド
レ
ス

ラ
ー
の
行
進
曲
に
よ
る
変
奏
仙」、

W
o
0
6
3
、

「選
帝
候
マ

ッ
ク
ス
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
に
捧
げ

ら
れ
た
3
つ
の
ピ
ア
ノ

・
ソ
ナ
タ
」
W
o
0
4
7
、

「ピ
ア
ノ
と
弦
楽
器
の
た
め
の

3
つ
の
四
重
奏

曲
」
W
o
0
3
6
、
歌
曲
数
曲
、
小
品
類
な
ど

が
あ
り
、
こ
の
う
ち
の
歌
曲
は
ネ
ー
フ
ェ
の
カ

添
え
で
出
版
も
実
現
し
た
。

ネ
ー
フ
ェ
と
の
出
会
い
と
同
じ
頃
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
フ
ラ
ン
ツ
・
ゲ
ル
ハ
ル

ト

・

ヴ
ェ
ー
ゲ
ラ
ー
と
い
う
5
歳
年
長
の
医
学
生
と

親
し
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ヴ
ェ
ー
ゲ
ラ
ー

の
紹
介
で
、
選
帝
侯
の
参
事
官
で
あ

っ
た
故

フ
ォ
ン

・
プ
ロ
イ
ニ
ン
グ
の
妻
プ
ロ
イ
ニ
ン
グ

夫
人
の
屋
敷
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

プ
ロ
イ
ニ
ン
グ
参
事
官
は

1
7
7
7
年
の

▼
ヴ
ェ
ー
ゲ
ラ
ー
と

ブ
ロ
イ
ニ
ン
グ
家
の
人
々

ペートーヴェンの両親。父のヨハン・ヴァン・ペー

トーヴェン (1739140-92)=上＝と母のマ

リア・マグダレーナ・ケフェリヒ (1746-87)

右の書面は両親が結婚したポンのレミギウス教

会の洗礼記録。ペートーヴェンが1770年12月

17日に洗礼を受けたことが書かれている

若き日のペートーヴェンがピアノを教

え、 初恋の対象(?)でもあったエレオ

ノール ・フォン ・ブロイニング (1771-

1841)。後にヴェーゲラーと結婚する

1
7
8
7
年
の
春
、
満

16
歳
の
ベ

ー
ト
ー

▼
束
の
間
の
ウ
ィ
ー
ン
、

今
度
こ
そ
本
物
の
ウ
ィ
ー
ン

選
帝
侯
邸
の
火
災
に
際
し
、

重
要
書
類
を
持

ち
出
そ
う
と
し
て
殉
職
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

追
さ
れ
た
妻
と
子
供
た
ち
は
宮
廷
の
手
厚
い

庇
設
を
受
け
て
何
不
自
由
な
く
生
活
し
て
い

こ
。
t
 まだ
30
代
の
プ
ロ
イ
ニ
ン
グ
夫
人
に
は
、

長

女
の
エ
レ
オ
ノ
ー
レ
以
下
、
ク
リ
ス
ト
フ
、
ロ
ー

レ
ン
ツ
、
シ
ュ
テ
フ
ン
の

3
人
の
息
子
が
い
た

の
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
子
供
た
ち
の
ピ
ア

ノ
を
教
え
、
夫
人
と
歓
談
し
、
同
家
の
書
庫

の
膨
大
な
書
物
に
も
親
し
ん
だ
。

大
人
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
息
子
の
よ
う
に

慈
し
み
、
彼
に
足
り
な
か
っ
た
一
般
教
養
を
補

う
べ
く
気
を
配
っ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
エ

＂＂ 

レ
オ
ノ
ー
レ
に
対
し
て
仄
か
な
慕
情
も
抱
い
た

よ
う
だ
が
、
彼
女
は
の
ち
に
ヴ
ェ
ー
ゲ
ラ
ー
と

結
婚
す
る
。
そ
れ
で
も
、

夫
妻
と
の
温
か
な

交
遊
は
生
涯
続
い
た
の
で
あ
る
。

雪
化
粧
し
た
現
在
の
ポ
ン
。
ド
イ
ツ
西
部
に
位
置
す
る
文
教
都
市
で
｀

ラ
イ
ン
川
に
面
す
る
。
第
2
次
大
戦
後
は
、
ド
イ
ツ
が
再
び
統
一
す
る

ま
で
旧
西
ド
イ
ツ
の
首
都
だ
っ
た
。
今
か
ら
2
4
9
年
前
の

12
月
、
ペ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
こ
の
街
で
弧
々
の
声
を
上
げ
た

■略年譜 ～前期～

1770年12月 16 日 ►ポンに生まれる。 祖

父は宮廷楽長、父は宮廷テノール歌手。

1781年 ►ポン宮廷のオルガニス ト、ネー
フェに鍵盤楽器演奏と作曲を師事。

1784年 ►無給ながら、宮廷オルガニスト
助手に任命される。

1785年 ►宮廷オルガニストに就任。

1787年3月~4月 ►ウィーン旅行、 モーツァ

ルトを訪ねる。母危篤のため急ぎ帰郷。

1792年 ►ボンを訪れたハイドンが弟子入
りを快諾。11月にウィーンヘ発つ。

1793年 ►ウィーンのアリ タ リア社から初
出版。

1795年 ►ブルク劇場の慈善演奏会に自作
ピアノ協奏曲第2番でデピュー。

1796年 ►プフハ、ドレスデン、 ライプツィ

ヒ、ベルリンを大旅行。

1799年 ►ブルンスヴィック伯爵令嬢テ
レーゼ、 ヨゼフィーネが入門。

1800年4月2日 ►ブルク劇場で交響曲第 1

番を自ら指揮して初演。

1802年 ►夏をハイ リゲンシュタットで過
ごし、有名な「遺書」 を書く。

1804年 ►ダイム伯爵未亡人となったヨゼ
フィーネとの恋。

1805年4月7日 ►ァン・ デア・ウィーン劇場

で交響曲第3番を自ら指揮して公開初演。

~15 麟OSTLY(:I.ASSIC MOSTLYcいSSIC 14、
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生誕250年

BEET 
ヴ
ェ
ン
は
ウ
ィ
ー
ン
旅
行
を
経
験
し
た
。
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
と
た
だ
1
度
の
対
面
を
果
し
た
、
と

い
う
の
は
こ
の
と
き
の
こ
と
だ
。
多
忙
な
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
は
隣
室
で
仕
事
を
し
な
が
ら
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
演
奏
を
聴
き
、
そ
の
将
来
を
予

言
し
た
、
と
も
い
わ
れ
る
が
、
確
か
な
話
で
は

な
い
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
ウ
ィ
ー
ン
旅
行
は
わ
ず

か
2
週
間
で
終
わ
る
。
ボ
ン
か
ら
「
母
、
危
篤
！
」

さ
●
う
き
ょ

の
報
が
届
い
た
の
だ
。
急
遠
帰
郷
し
て
、
栂
の

臨
終
に
は
何
と
か
間
に
合
っ
た
が
、
次
い
で
1

歳
半
の
妹
も
天
に
召
さ
れ
る
。
彼
に
残
さ
れ
た

の
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
父
栽
と
育
ち
盛
り

の
腕
白
な
弟
ふ
た
り
。
こ
う
し
て
、

16
歳
に
し

て
一
家
の
大
黒
柱
と
な
っ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

に
と
っ
て
、
再
び
ウ
ィ
ー
ン
の
土
を
踏
む
こ
と

な
ど
夢
の
ま
た
夢
、
と
い
う
日
々
が
続
い
た
。

こ
の
間
の
1
7
8
9
年
7
月
、
パ
リ
に
革
命

の
火
の
手
が
あ
が
る
。
ボ
ン
の
教
養
人
た
ち
は

あ
る
種
の
共
感
を
も
っ
て
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
受

け
止
め
た
が
、
や
が
て
革
命
の
影
評
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全
土
に
及
び
、
人
々
の
運
命
を
変
え
て

゜
＜
 

し

1
7
9
0
年
12
月
、
巨
匠
ハ
イ
ド
ン
が
、
渡

英
の
旅
の
途
上
、
ボ
ン
を
表
敬
訪
問
し
た
。
そ

し
て
1
年
半
後
、
ウ
ィ
ー
ン
ヘ
の
帰
路
に
も
再

び
ボ
ン
宮
廷
に
立
ち
寄
っ
た
。
こ
の
2
度
の
機

会
に
、
若
き
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
オ
を
見
出
し

た
ハ
イ
ド
ン
は
、
ウ
ィ
ー
ン
で
の
指
淋
を
約
束

す
る
。
お
か
げ
で
ボ
ン
宮
廷
に
、
彼
を
ウ
ィ
ー

ン
に
送
り
出
そ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
た
。

「
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
も
っ
て
、
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
精
神
を
ハ
イ
ド
ン
の
手
か
ら
受
け
取
り
た

ま
え
」
と
い
う
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
爵
の
有

名
な
告
別
の
辞
に
送
ら
れ
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

が
晴
れ
て
ウ
ィ
ー
ン
の
土
を
踏
む
こ
と
が
で
き

た
の
は
、

1
7
9
2
年、

21
歳
の
秋
で
あ
っ
た
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
そ
の
前
年
の
12
月
5
日
に
す

で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。

ウ
ィ
ー
ン
で
は
当
初
、
小
さ
な
貸
し
部
屋
に

住
ん
だ
が
、
党
大
な
後
援
者
カ
ー
ル
・
リ
ヒ
ノ

フ
ス
キ
ー
侯
爵
が
自
邸
に
住
む
よ
う
に
と
声

を
掛
け
て
く
れ
た
の
で
、
そ
の
屋
敷
に
移
る
。

侯
爵
も
夫
人
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ネ
も
芸
術
の

造
詣
が
深
く
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
よ
き
庇
護

者
、
時
に
助
言
者
と
な
っ
た
。

作
曲
で
は
ハ
イ
ド
ン
の
教
え
を
受
け
た
。
し

か
し
、

多
忙
な
ハ
イ
ド
ン
か
ら
充
分
な
指
祁
が

受
け
ら
れ
な
い
と
感
じ
、
こ
っ
そ
り
師
を
ア
ル

プ
レ
ヒ
ッ
ベ
ル
ガ
ー
に
替
え
て
い
る
。

彼
は
ま
た
、
貴
族
の
子
女
に
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア

を
教
え
た
。
情
熱
家
の
彼
は
教
え
子
の
貫
族

令
嬢
た
ち
の
何
人
か
に
恋
心
を
抱
く
。
彼
の

没
後
、
宛
名
人
不
明
、
未
投
函
か
相
手
か
ら

返
却
さ
れ
た
の
か
さ
え
も
不
明
な
謎
の
紙
片

「不
滅
の
恋
人
へ
の
手
紙
」
が
発
見
さ
れ
、
多

く
の
研
究
者
が
相
手
探
索
に
乗
り
出
し
た
が
、

そ
の
候
補
女
性
の
大
半
は
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
の
弟

子
で
伐
族
階
級
の
女
性
だ
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
貫
族
プ
ル
ン
ス
ヴ
ィ

ッ
ク
伯
爵

ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
悩
ま
せ
た

音
楽
家
の
耳
が
聞
こ
え
な
く
な
る

I

試
練
と
呼
ぶ
に
し
て
は

あ
ま
り
に
皮
肉
で
残
酷
な
神
の
配
剤
。

「…
何
も
聞
こ
え
な
い
と
い
う
の
は

何
た
る
屈
辱
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

私
は
自
分
の
生
命
を
絶

っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

私
を
引
き
留
め
た
の
は
私
の
芸
術
だ
け
で
あ

っ
た
」

そ
し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
創
作
を
続
け
た
…

楽
譜
に
書
い
た
音
は
頭
の
中
で

音
と
し
て
聴
く
こ
と
は
が
で
き
た

「
遺
書
」
は
こ
れ
を
書
い
た
人
が
亡
く
な
っ

た
あ
と
に
読
ま
れ
る
、
そ
し
て
、

「恋
文
」
は

特
定
の

1
人
に
だ
け
語
り
か
け
た
も
の
だ
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
創
作
生
涯
を
考
え
る
と

き
、
伝
記
研
究
に
お
い
て
も

『
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ

タ
ッ
ト
の
遺
書
』
と

『不
滅
の
恋
人
へ
の
手
紙
」

は
大
き
く
注
目
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら

双
方
と
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
死
後
そ
の
遺
品

の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
も
の
で
、
実
際
に
書
か

れ
た
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
簡
（
遺
書
も
手

紙
の
文
体
）
で
呼
び
か
け
ら
れ
た
人
た
ち
が

読
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う
。
仮
に
こ
れ
ら
の
資
料
が
存
在
し
な
く
て
も

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
音
楽
作
品
の
価
値
や
本
質

が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
前
提
で
話

を
進
め
よ
う
。
と、

言
っ
て
も
、
難
聴
の
病
の

末
に
書
か
れ
た
「
辿
書
」
が
あ
る
こ
と
は
自

明
の
こ
と
で
、
こ
の
苦
悩
の
時
期
に
作
曲
さ
れ

た
作
品
に
少
な
か
ら
ず
精
神
的
な
影
評
な
り

作
曲
表
現
法
の
工
夫
な
り
が
な
さ
れ
た
だ
ろ

う
と
思
う
の
も
、
鑑
貨
者
、
解
釈
者
の
自
由

で
は
あ
る
。

難
聴
の
苦
し
さ
と
ー

生
き
る
意
欲

文

平

野

昭

◎
音
楽
学
・
評
論
家

text b
y
 A
k
i
r
o
 H
i
r
 a
 
n
o
 

Z
只
族
に
庇
護
さ
れ

貴
族
令
嬢
を
弟
子
と
す
る

13歳のベートーヴェン (1787年）

「ハイリゲンシュタットの遺書J
の一部分

▼
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
遺
書

家
の
長
女
テ
レ
ー
ゼ
、
次
女
ヨ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
。

ボ
ヘ
ミ
ア
貴
族
グ
イ
チ
ャ
ル
デ
ィ
伯
爵
令
嬢
で

「
月
光
ソ
ナ
タ
」
を
捧
げ
ら
れ
た
ジ
ュ
リ
エ
ッ

タ、

2
曲
の
ピ
ア
ノ
三
重
奏
血
を
献
呈
さ
れ
た

マ
リ
ア
・
エ
ル
デ
ー
デ
ィ
伯
爵
夫
人
ら
が
そ
の

候
補
者
の

一
部
で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
時
代
初
期
に
は
貴
族
の
サ
ロ
ン
で

需
要
の
多
い
二
重
奏
曲
や
三
重
奏
曲
に
力
を

入
れ
て
い
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
、
そ
の

一
方

で
、
交
智
曲
へ
の
野
心
も
温
め
て
い
た
。
最
初

の
交
嬰
面
皿
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
ウ
ィ
ー
ン
に

出
て
7
年
半
後
の
1
8
0
0
年
4
月
2
B
だ
っ

こ
。
t
 この
H
、
彼
は
プ
ル
ク
劇
場
で
自
身
の
指
揮

に
よ
っ
て
交
評
曲
第
1
番
ハ
長
調
を
初
演
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
や
ピ
ア

ノ
・
ソ
ナ
タ
、
弦
楽
四
重
奏
曲
な
ど
次
々
と
作

品
を
発
表
し
ウ
ィ
ー
ン
楽
培
に
確
固
た
る
地

位
を
築
き
始
め
る
。

希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
ま
さ
に
そ
の
と

き
、
彼
は
体
の
変
調
に
気
づ
く
。
時
お
り
激

し
い
耳
嗚
り
が
し
て
ま
ず
左
耳
が
、
次
い
で
右

耳
が
聴
こ
え
に
く
く
な
り
、
人
の
声
も
楽
器

の
高
音
も
遠
の
い
た
。

病
が
決
定
的
な
も
の
に
な

っ
た
1
8
0
2

年
の
夏
、
彼
は
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
の
ハ
イ
リ
ゲ
ン

シ
ュ
タ
ッ
ト
に
質
素
な
家
を
借
り
た
。
自
然
環

境
に
も
恵
ま
れ
、
窓
か
ら
は
ぶ
ど
う
畑
や
教

せ
ん
と
う

会
の
尖
塔
も
見
わ
た
せ
る
こ
の
家
で
、
彼
は
ふ

た
り
の
弟
に
宛
て
て
沈
痛
な
手
紙
を
書
い
た
。

「
…
私
は
君
達
に
別
れ
を
告
げ
る
。
あ
る
程

度
は
よ
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
甘
い
希
望

も
、
秋
の
木
の
葉
が
色
あ
せ
て
木
か
ら
落
ち
る

よ
う
に
、
ひ
か
ら
び
て
私
を
見
捨
て
て
し
ま
っ

「
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
遺
書」

と

2
人
の
友
へ
の
手
紙
に
見
ら
れ
る
彼
の
真
情
ー

た
だ
、
私
は
、
難
聴
が
音
楽
創
作
行
為
に

何
ら
か
の
制
限
を
与
え
た
、
と
は
全
く
考
え

て
い
な
い
。
先
天
性
の
難
聴
で
は
な
く
、

30

歳
近
く
ま
で
は
傑
出
し
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て

活
躍
し
て
い
て
、
人
並
外
れ
た
絶
対
音
的
な

聴
覚
（
当
時
、
絶
対
音
と
い
う
概
念
は
な
い

が
）
を
も
っ
て
い
た
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と
っ

て
、
作
曲
の
と
き
に
ピ
ア
ノ
で
音
を
探
る
な
ど

と
い
う
こ
と
は
全
く
不
要
で
あ
っ
た
。
楽
譜
に

書
い
た
音
は
頭
の
中
で
音
と
し
て
聴
く
こ
と
が

で
き
た
か
ら
だ
。

事
実
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

『遣
書
』
の
中
で

「
他
人
よ
り
も
完
璧
な
も
の
と
し
て
私
が
持

苦
悩
を
告
白
す
る

「
遺
書
」
の
も
つ
カ
タ
ル
シ
ス
効
果

た
…
」「
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
遺
書
」
と
呼

ば
れ
る
こ
の
有
名
な
手
紙
は
、
絶
望
的
な
状

況
の
中
で
自
ら
の
心
境
を
赤
裸
々
に
綴
っ
た
悲

痛
な
手
記
だ
が
、
こ
れ
は
死
出
の
旅
に
就
く

人
間
の
「
書
き
置
き
」
で
は
な
い
。
こ
の
手
紙

は
発
送
さ
れ
た
形
跡
も
な
く
、
「
不
滅
の
恋
人

へ
の
手
紙
」
と
同
様
、
死
後
追
品
の
中
か
ら

発
見
さ
れ
て
い
る
。

彼
は
こ
れ
を
書
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
苦
し
み

や
迷
い
を
払
拭
し
、
湧
き
あ
が
る
創
作
欲
を

よ
み
が
え

死
の
淵
か
ら
蘇
る
原
動
力
と
し
て
ハ
イ
リ
ゲ
ン

シ
ュ
タ
ッ
ト
を
あ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

▼
交
響
曲
第

3
番

「英
雄
」

こ
の
と
き
か
ら
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
命
名

し
た
「
傑
作
の
森
」
時
代
が
始
ま
っ
た
。
そ
の

到
来
を
告
げ
る
作
品
こ
そ
、

1
8
0
4
年
頃

に
完
成
し
、

05
年
4
月
7
日
に
ア
ン
・
デ
ア
・

ウ
ィ
ー
ン
劇
場
で
初
演
さ
れ
た
交
讐
鼎
第
3

番
で
あ
っ
た
。

当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
席
巻
し
て
い
た
ナ
ポ
レ

オ
ン
に
捧
げ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
彼

が
皇
帝
に
即
位
し
た
と
の
報
に
接
し
、
怒
り

と
失
望
の
あ
ま
り
献
辞
を
記
し
た
ス
コ
ア
の
表

紙
を
ひ
き
ち
ぎ
っ
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

有
名
な
曲
だ
。
彼
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
自
由
な

精
神
の
実
現
者
、
人
間
解
放
の
旗
手
と
み
な

し
て
い
た
が
、
実
際
は
み
ず
か
ら
の
名
登
欲
と

え

せ

権
勢
欲
に
駆
ら
れ
た
似
非
英
雄
だ
っ
た
こ
と

を
知
っ
て
失
望
し
激
怒
し
た
わ
け
で
あ
る
。

結
果
的
に
こ
の
曲
は
「
あ
る
英
雄
の
思
い

出
を
ま
つ
る
交
評
曲
」
と
し
て
イ
タ
リ
ア
語
で

「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
・
エ
ロ
イ
カ
」
の
タ
イ
ト
ル

が
冠
さ
れ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
で
は
な
く
、
後
援

者
ロ
プ
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
侯
爵
に
献
呈
さ
れ
た
。
印

つ
べ
き
感
覚
、
か
つ
て
は
最
高
の
完
璧
さ
で
私

が
身
に
着
け
て
い
た
感
覚
、
そ
の
完
璧
さ
は

私
の
よ
う
な
職
業
に
つ
い
て
い
る
人
で
さ
え
極

わ
ず
か
な
人
し
か
も
っ
て
い
な
い
か、

あ
る
い

は
誰
も
持
っ
た
こ
と
の
な
い
感
覚
が
弱
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
」
と
言
っ
て
膜
い
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
嘆
き
は
演
奏
を
聴
く
と
き

と
自
ら
合
わ
せ
物
の
ア
ン
サ
ン
プ
ル
演
奏
を
す

る
と
き
の
不
自
由
さ
で
あ
っ
て
、
聴
覚
の
衰
え

が
音
楽
創
作
に
悲
劇
的
打
漿
を
与
え
た
わ
け

で
は
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
作
曲
家
は
作
曲
時
に

楽
器
を
使
う
こ
と
な
ど
な
い
か
ら
だ
。
頭
の

中
で
イ
メ
ー
ジ
し
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
リ
ズ
ム
を

音
符
に
告
き
表
せ
ば
、
そ
の
楽
譜
を
見
て
実

際
の
演
奏
で
は
ど
の
よ
う
に
評
く
か
想
像
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

難
聴
の
苦
悩
か
ら
自
殺
ま
で
考
え
、

実
弟
2

人
（
次
弟
カ
ー
ル
と
末
弟
ヨ
ー
ハ
ン
）
に
宛
て

て
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
の
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

し
た
た

で
「
遺
書
」
を
認
め
た
の
は
、
春
先
に
交
評
曲

第
2
番
を
書
き
上
げ
、
夏
ま
で
に
3
つ
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
（
第
6
¥
8
番
）
伽

30

を
作
曲
し
、
続
け
て
3
つ
の
ピ
ア
ノ

・
ソ
ナ
タ

（第
1
6
¥
1
8
番
）
伽

31
の
少
な
く
と
も
2
曲
を

曹
き
上
げ
、
そ
し
て、

9
月
中
に
は
二
組
の
ピ

ア
ノ
の
変
奏
曲
伽
34
と
伽
35
を
作
曲
し
た
後

の、

1
8
0
2
年
10
月
6
H
と
1
0
H
（
追
伸
）

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
迫
書
」
が
き
わ
め
て
文
学
的
で
あ
る

こ
と
の
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
否、

文
栄
的
だ
と
解
釈
す
る
こ
と
が
誤
り
な
の
か
。

こ
の
「
遺
書
」
を
書
い
た

8
日
後
の

10
月
18

8
付
け
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
出
版
社
プ
ラ
イ

17 MOSTLY cuss1c 
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生誕250年

BEET 
「
遺
書
」
以
前
の

2
つ
の
「
書
簡
」
に

見
ら
れ
る
苦
悩
の
告
白

リ
ヒ
ノ

ト
コ

ッ
プ
フ
＆
ヘ
ル
テ
ル
社
に
宛
て
た
手
紙
で

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
「
私
は
今
提
供
で
き
る
2

紺
の
変
奏
曲
を
仕
上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。
1
つ

は
8
つ
の
変
奏
、
も
う
1
つ
は

30
（あ
る
い
は

80
？
不
明
瞭
）
の
変
奏
で
、
双
方
と
も
本
当

に
全
く
新
し
い
手
法
で
作
曲
し
た
も
の
で
す

b
e
y
d
e
 s
i
n
d
 
a
u
f
 e
i
n
e
 
w
i
r
k
l
i
c
h
 g
a
n
z
 

n
e
u
e
 M
a
n
i
e
r
」
と
書
い
て
い
る
。

な
ん
と
驚
く
べ
き
立
ち
直
り
の
早
さ
で
あ

ろ
う
か
！
と
言
っ

て
し
ま
っ
た
ら
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
心
を
勒
つ
け
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
つ

ま
り
、

『
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
遺
書
』
を

書
い
た
10
月
6
日、

10
日
の
時
点
で
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
す
で
に
「
本
当
の
危
機
」
を
克
服
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
の
考

え
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
書
き
出
す
行
為
が

も
た
ら
し
た
カ
タ
ル
シ
ス
効
果
」
も
大
き
い
と

思
う
が
（
完
全
に
浄
化
さ
れ
た
と
は
言
い
切

れ
な
い
混
乱
も
散
見
さ
れ
る
）
、
本
当
の
「
追
書」

に
し
て
は
精
神
的
に
落
ち
着
き
過
ぎ
て
い
て
、

自
分
を
客
観
視
し
た
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ

る
の
だ
。

例
え
ば
、
「
誰
か
が
羊
飼
い
の
歌
う
の
を
認

い
て
い
る
の
に
、
私
に
は
ま
た
し
て
も
何
も
間

こ
え
な
い
と
い
う
の
は
何
た
る
屈
辱
で
あ
ろ
う

か
。
ま
た
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
私
は
自

分
の
生
命
を
絶
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
私
を
引
き

留
め
た
の
は
私
の
芸
術
だ
け
で
あ
っ
た
」
ま
た
、

「
徳
こ
そ
が
不
幸
な
時
に
も
私
を
支
え
た
て
く

れ
た
。
徳
の
お
か
げ
で
、
そ
し
て
私
の
芸
術
の

お
か
げ
で
、
自
殺
に
よ
っ
て
生
涯
を
終
わ
ら
せ

ず
に
済
ん
だ
の
だ
」
と
い
っ
た
述
懐
は
「
自
殺
」

に
よ
る
生
命
的
危
機
を
、
あ
る
意
味
、
克
服

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
自
己

へ
の
鼓
舞
な
の
か
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
告
白
の
後
で
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
長
い
間
悩
ま
さ
れ
続
け

た
持
病
が
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
は
こ

の
持
病
が
難
聴
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
た
節
が
あ
る
。
1
8
0
1
年
6
月

2
9
8
付
け
で
ボ
ン
に
住
む
医
師
で
親
友
の
フ

ラ
ン
ツ
・
ゲ
ア
ハ
ル
ト
・
ヴ
ェ
ー
ゲ
ラ
ー

(
1
7

6
5
1
1
1
8
4
8
)
に
宛
て
た
長
文
の
手
紙
の

一節
に
次
の
よ
う
な
告
白
が
あ
る
。

「あ
の
妬
み
深
い
悪
靡
、
病
靡
が
僕
の
前
途

に
難
題
を
投
げ
て
き
た
。
僕
の
認
覚
が
3
年

こ
の
方
ど
ん
ど
ん
弱
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
は

腸
の
病
気
が
原
因
だ
と
い
う
の
だ

（ウ
ィ
ー
ン

で
の
医
師
の
診
断
と
思
わ
れ
る
）
、
こ
の
腸
の

柄
は
君
も
知
っ
て
い
る
よ
う
に
ボ
ン
に
い
た
こ

ろ
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
が
、
こ
こ
に
来
て
か
ら

は
H
常
的
な
下
痢
に
悩
ま
さ
れ
て
、
腸
は
ま

す
ま
す
弱
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ク

（恐
ら
く
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授

で
ウ
ィ
ー
ン
総
合
病
院
院
長
の
ヨ
ー
ハ
ン
・
ペ
ー

タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
と
考
え
ら
れ
、

1
7
8
7
年

か
ら
ウ
ィ
ー
ン
大
学
医
学
部
で
学
ん
だ
こ
と
の

あ
る
ヴ
ェ
ー
ゲ
ラ
ー
の
紹
介
が
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
）
は
、
腸
な
ど
身
体
は
強
壮
剤
を
調
合

し
て
く
れ
て
、
耳
柄
は
ア
ー
モ
ン
ド
油
を
墜
布

し
て
治
そ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
だ
、
お
め
で

と
う
！

（プ
ロ
ー
ジ
ッ
ト
！
）
全
然
効
き
目
は

な
か
っ
た
。
耳
は
悪
く
な
る
ば
か
り
だ
し
、
腸

は
元
の
状
態
の
ま
ま
だ
」
と
訴
え
、
さ
ら
に

「あ

る
藪
医
者
が
、
僕
の
病
気
に
は
冷
水
浴
が
良

い
と
言
っ
た
り
、
ま
た
、
別
の
医
師
は
あ
の
ド

ナ
ウ
温
泉

（恐
ら
く
温
泉
水
を
呑
む
療
法
）
を

進
め
て
く
れ
た
。
奇
蹟
的
な
奏
効
で
腸
は
良

く
な
っ
た
け
ど
、
耳
は
柑
変
わ
ら
ず
と
い
う
よ

り
さ
ら
に
悪
く
な
っ
た
」
と
嘆
い
て
い
る
。

当時ウィーンで活躍していた衛生学者、

ヨーハン・ペーター・フランク (1745-

1821)。おそらくは彼からもらった薬が

さっばり効かないので、ペートーヴェンは

手紙で悪し様に語っている

こ
の
あ
と
ヴ
ェ
ー
ゲ
ラ
ー
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
を
心
配
し
て
数
通
の
手
紙
の
や
り
取
り
を

し
、
そ
の
都
度
新
し
い
療
法
な
ど
を
勧
め
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

ウ
ィ
ー
ン
で
受
け
て
い
る
治
療
の
詳
細
を
医
師

の
名
前
を
挙
げ
て
報
告
し
て
い
る
。

例
え
ば
、

1
8
0
1
年
11
月
16
日
付
け
の

手
紙
で
は

「
フ
ェ
ー
リ
ン
グ

（
ウ
ィ
ー
ン
の
医

師
）
は
こ
の
2
、
3
カ
月
の
治
扱
で
は
両
腕
に

発
泡
薬
を
塗
布
し
た
湿
布
竹
を
貼
ら
れ
る
の

だ
。
君
も
知
っ
て
の
よ
う
に
こ
の
薬
は
あ
る
樹

皮
成
分
で
で
き
て
い
る
の
で
、
最
も
媒
な
扱

法
だ
。
そ
の
痛
さ
は
と
も
か
く
、
薬
が
効
い
て

く
る
2
、
3
H間
は
両
腕
が
自
由
に
使
え
な
く

な
る
か
ら
だ
。
難
認
は
も
と
も
と
左
の
耳
か

ら
始
ま
っ
た
の
だ
け
ど
、
耳
の
中
で
ざ
わ
ざ
わ

す
る
立日
は
以
前
よ
り
幾
分
よ
く
な
っ
た
気
が

す
る
け
ど
、
認
力
は
も
っ
と
箔
ち
た
。
腸
の
方

は
2
、
3
H
温
め
の
温
泉
浴
を
す
る
と

一
週
間

か
ら
1
0
H
間
く
ら
い
は
か
な
り
具
合
が
良
い
。

健
胃
剤
は
た
ま
に
し
か
使
わ
な
い
け
ど
、
君

が
勧
め
て
く
れ
た
お
腹
の
た
め
の
槃
草
は
使
い

始
め
た
」
と
い
っ
た
具
合
だ
。

ど
う
や
ら
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ウ
ィ
ー
ン
の

音
楽
界
の
人
々
や
友
人
で
は
な
く
、
遠
方
に

住
む
心
か
ら
の
親
友
に
難
聴
の
苦
悩
を
告
白

し
て
い
た
よ
う
だ
。
音
楽
家
と
し
て
活
躍
す

る
ウ
ィ
ー
ン
で
難
聴
と
い
う
噂
が
広
ま
る
こ
と

を
最
も
恐
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

親
交
は
短
期
間
で
あ
っ
た
が
、

1
7
9
8
年

春
に
ウ
ィ
ー
ン
に
や
っ
て
き
た
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の

ク
ー
ア
ラ
ン
ド
出
身
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、

カ
ー
ル
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
ア
メ
ン
ダ

(1
7
7
1
¥
1
8
3
6
)
（
家
庭
の
事
情
で
1
7

9

9
年
夏
に
帰
国
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
時
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
作
血
し
た
て

の
弦
楽
四
重
奏
曲
伽
1
8
1
1
の
第
1
稿
浄
沓
譜

を
友
情
の
証
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ほ
ど
気

の
合
う
友
人
で
あ
っ
た
）
に
宛
て
た
1
8
0
1

年
7
月
1
日
付
け
（
ヴ
ェ
ー
ゲ
ラ
ー
ヘ
の
手
紙

の
2
B
後
）
で
、
「
心
の
底
か
ら
の
感
動
、
苦

悩
と
喜
び
が
混
ざ
り
合
っ
た
気
持
ち
で
、
最

近
の
手
紙
を
読
ん
だ
。
君
の
誠
実
さ
と
親
愛

の
情
は
何
に
も
璧
え
よ
う
な
い
も
の
だ
！
君

が
少
し
も
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
な
ん
と
素

晴
ら
し
い
こ
と
か
、
君
は
誰
よ
り
も
信
頼
で

き
る
人
だ
」
と
書
き
始
め
て
す
ぐ
に
「
君
の

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
非
常
に
恵
ま
れ
な
い
生
活

を
送
っ
て
い
る
。
自
然
と
創
造
主
と
戦
っ
て
い

る
の
だ
。
そ
ん
な
時
、
君
が
傍
に
い
て
く
れ
た

20世紀初頭のハイリゲンシュタットを写した写真。
ペートーヴェンの在世はさらに1世紀さかのぼる。

. 
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• ... 

ベートーヴェンが友人アメンダにプレゼントした弦楽

四重奏曲第1番（作品18-1)の第1稿浄書譜。とび

きり魅力的なカルテットを送られるなんて、至上の

喜びと言うしかない…

ウ
ス
キ
ー
侯
爵
か
ら
贈
ら
れ
た
弦
楽
四
重
奏

よ
う
の
楽
器
セ

ッ
ト
を
弟
た
ち
に
追
贈
す
る

と
言
い
な
が
ら
、
そ
れ
が
も
と
で
兄
弟
で
仲
た

が
い
し
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
も
っ
と
高
い
目

的
の
た
め
に
必
要
な
ら
売
却
し
て
も
良
い
と

も
言
っ
た
後
で
「
慕
の
中
に
い
て
も
お
前
た
ち

に
役
立
て
る
な
ら
ば
私
は
大
変
幸
福
だ
。
そ

ハイリゲンシュタットはウィーン

中心部の北西に位置し、ウィー

ン・デープリング（ウィーン19区）
の一画。現在、ペートーヴェン

記念館などがあり、写真は「ペー

トーヴェンの小路」の胸像

う
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
書
き
、

さ
ら
に
「
死
よ
、

な
ん
じ

望
む
と
き
に
来
る
が
よ
い
、
私
は
汝
に
勇
敢
に

立
ち
血
か
う
。
さ
よ
う
な
ら
」
と
も
書
い
て
い

る
。「
辿
書
」
は
形
の
上
で
は
実
弟
カ
ー
ル
と
ヨ
ー

ハ
ン
（
本
当
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
父
親
と

同
じ
名
前
の
末
弟
ヨ
ー
ハ
ン
の
名
前
は
書
か
れ

ず
、
空
白
を
置
い
て
い
る
）
に
呼
び
掛
け
て
い

る
の
だ
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
人
間
鎌
い
で

社
交
嫌
い
の
変
人
だ
と
、
不
当
に
言
い
ふ
ら
し

て
い
る
の
が
弟
た
ち
で
あ
る
こ
と
へ
の
反
発
か

ら
始
ま
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
冊
間
が
自
分
を
誤

解
し
て
い
る
こ
と
の
釈
明
を
述
べ
て
い
る
。

「お
前
た
ち
は
、
私
の
こ
と
を
悪
意
を
も
っ

た
強
情
な
人
間
庫
い
と
思
い
込
み
、
そ
れ
を

公
言
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
私
に
対
す
る
本
当

に
不
当
な
扱
い
な
の
だ
。
お
前
た
ち
に
私
が

そ
ん
な
人
間
に
見
え
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
に

は
隠
さ
れ
た
理
由
の
あ
る
こ
と
を
お
前
た
ち

が
知
ら
な
い
か
ら
だ
」
と
書
い
た
後
に
、
社
交

的
付
き
合
い
で
気
晴
ら
し
を
す
る
こ
と
も
好

き
だ
っ
た
の
に
、
若
く
し
て
孤
独
な
生
活
を
送

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
は
「
6
年
繭

か
ら
不
治
の
病
が
私
に
と
り
つ
き
」「
道
理
の

分
か
ら
ぬ
医
者
た
ち
の
治
療
に
よ
っ
て
か
え
っ

て
悪
化
し
て
し
ま
っ
た
」
か
ら
な
の
だ
。
社
交

の
場
で
「
私
は
耳
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
の
で
、
大

き
な
声
で
話
し
て
く
だ
さ
い
、
な
ど
と
は
ど

う
し
て
も
言
え
な
か
っ
た
の
だ
」
。

こ
の
「
遺
書」

が
1
8
0
2
年
10
月
で
あ
り
、

そ
こ
で
「
6
年
前
か
ら
」
と
言
っ
て
い
る
の
を

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
と
、

1
7
9
7
年
こ
ろ

か
ら
病
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
も
帷
で

は
な
い
の
だ
。
但
し
、
こ
の
頃
の
苦
悩
は
慢
性

腸
カ
タ
ル
が
最
大
の
悩
み
で
あ
っ
た
。
い
つ
も

下
痢
気
味
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

ら
と
何
度
思
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
（
中
略
）
僕

の
最
も
大
切
な
部
位
、
認
覚
が
ひ
ど
く
衰
え

て
し
ま
っ
た
の
だ
。

君
が
ま
だ
僕
の
所
に
い
た

こ
ろ
か
ら
そ
の
兆
候
は
あ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、

僕
は
黙
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
ご
ま
す
ま

す
悪
化
し
て
い
る
の
だ
（
中
略
）
社
の
こ
と
は

い
つ
も
僕
の
心
か
ら
離
れ
た
こ
と
は
無
い
。
僕

の
耳
の
こ
と
は
絶
対
に
秘
密
に
し
て
、
ど
ん
な

人
に
も
決
し
て
話
さ
な
い
で
く
れ
」
と
訴
え

て
い
る
。

「
遺
書
」
と
ヴ
ェ

ー
ゲ
ラ
ー
や
ア
メ
ン
ダ
に

宛
て
た
書
簡
で
の
告
白
で
は
、
耳
疾
の
発
症
が

い
つ
頃
で
あ
っ
た
か
の
確
定
は
む
ず
か
し
い
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
の
記
憶
で
も
あ
り
、
そ

れ
ほ
ど
厳
密
さ
を
要
す
る
も
の
で
は
な
い
親
友

や
身
内
宛
て
の
手
紙
で
あ
る
の
で
、

1
8
0
2

年
10月
か
ら
「
6
年
前
」
と
1
8
0
1
年
7
月

か
ら

「
2
、
3
年
前
」
で
は
1
7
9
7
年
こ
ろ

か
あ
る
い
は
98
年、

99年
こ
ろ
な
の
か
幅
が
あ

る
。
し
か
し
、
難
聴
の
原
因
を
腸
の
病
気
と

関
係
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

に
と
っ
て
は
「
ず
っ
と
以
前
か
ら
」
と
い
う
感

覚
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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生誕250年

BEET 
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
動
乱
の
中
で

こ
の
よ
う
な
若
き
逸
材
に
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア

ン
が
更
な
る
期
待
を
し
た
の
も
当
然
で
あ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

1
7
9
2
年
、
ハ
イ
ド
ン

に
師
事
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
ヘ

赴
く
が
、
そ
の
奨
学
金
を
お
膳
立
て
し
た
の

も
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
だ
っ
た
。

だ
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と

っ
て
「
留
学

先
」
の
は
ず
だ
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
が
「
定
住
の

地
」
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
起
こ
る
。

1
7
9
4
年
、
か
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
余
波
が

ボ
ン
に
達
し
た
の
が
そ
の
原
因
。
具
体
的
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
軍
が
ケ
ル
ン
選
帝
侯
国
に
侵
入
。
国

を
追
わ
れ
た
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
は
そ
の
後
各
地

を
転
々
と
し
、
ウ
ィ
ー
ン
で
亡
く
な
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
軍
が
ケ
ル

ン
選
帝
侯
国
に
侵
入
し
た
の
か
？

1
7
8
9

年
に
勃
発
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
は
、
当
初
「
自

由
•
平
等
・
友
愛
」
の
理
念
の
下
、
王
政
に
支

配
さ
れ
て
き
た
市
民
た
ち
の
自
立
が
目
指
さ

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
王
政
が
倒
さ
れ
国
王
夫

妻
が
処
刑
さ
れ
る
中
、
共
通
の
目
的
を
達
成

し
て
し
ま
っ
た
市
民
た
ち
は
、
逆
に
熾
烈
な
内

ゲ
バ
を
始
め
る
。
ま
た
そ
う
し
た
状
況
を
見

た
周
辺
諸
国
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
弱
体
化
を
狙
っ

て
戦
争
を
仕
掛
け
る
。

逆
に
フ
ラ
ン
ス
の
側
は
、
国
を
守
る
た
め
、

さ
ら
に
は
混
乱
し
た
国
内
状
況
か
ら
国
民
の

そ

目
を
逸
ら
す
た
め
に
、
諸
外
国
と
の
戦
争
を

積
極
的
に
始
め
た
。
と
い
う
わ
け
で
、
ラ
イ
ン

河
流
域
と
い
う
地
理
的
に
美
味
し
い
場
所
を

支
配
し
、
か
つ
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
と
い
う
伝
統

的
な
皇
家
…
そ
の

一
員
こ
そ
、
革
命
の
最
中
に

ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
そ
の
才
能
を
惜
し
み
な
く
開
花

さ
せ
て
ゆ
く
。

啓
蒙
主
義
改
革
の
君
主

1
7
8
4
年
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

23
歳
（
こ

の
年
の
暮
れ
に
彼
は

24
歳
と
な
る
）
の
春
の
こ

と
。
彼
が
宮
仕
え
を
し
て
い
た
ポ
ン
の
君
主
に、

新
た
な
人
物
が
即
位
す
る
。
愛
称
「
太
っ
ち
ょ

マ
ッ
ク
ス
」
だ
。

ふ

さ

わ

君
主
に
お
よ
そ
相
応
し
く
な
い
、
親
し
み

や
す
い
愛
称
で
あ
る
。
だ
が
、
本
名
は
い
か
に

も
仰
々
し
い
。
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
フ
ラ
ン
ツ
・

ク
サ
ヴ
ァ
ー
・

ヨ
ー
ゼ
フ

・
ヨ
ハ
ン

・
ア
ン
ト

ン
・
デ
・
パ
ウ
ラ

・
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
・
フ
ォ
ン
・

ェ
ス
タ
ラ
イ
ヒ
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
ド
イ
ツ
語

で
エ
ス
タ
ラ
イ
ヒ
）
を
中
心
に
中
央
ヨ
ー
ロ

ッ

パ
に
君
臨
す
る
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
の
直
系
に
あ

た
り
、
時
の
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
皇
帝
ヨ
ー
ゼ
フ

2

世
の
末
弟
だ
っ
た
。

そ
ん
な
高
貴
な
人
物
が

1
7
8
4
年
、
栄

え
あ
る
地
位
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

ラ
イ
ン
河
沿
い
に
位
置
す
る
古
く
か
ら
の
宗

教
都
市
ケ
ル
ン
の
大
司
教
、
お
よ
び
ケ
ル
ン
大

司
教
が
長
年
わ
た
っ
て
兼
任
し
て
き
た
ケ
ル
ン

文小宮正安◎ヨーロッパ文化史研究

text by Masayasu Kamiyai 

処
刑
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
王
妃
マ
リ
ー
11

ア
ン
ト

ま
つ
え
い

ワ
ネ
ッ
ト
だ
…
の
末
裔
が
治
め
る
ケ
ル
ン
選
帝

か

っ
こ
う

侯
国
が
、
恰
好
の
標
的
と
な
っ
た
。

い
っ
ぼ
う
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
腰
を
据
え

た
ウ
ィ
ー
ン
も
、
大
き
く
変
化
を
遂
げ
て
い
た
。

1
7
9
0
年
に
ヨ
ー
ゼ
フ

2
泄
が
死
去
、
彼
の

後
を
継
い
で
ハ
プ
ス
プ
ル

ク
家
の
当
主
と
な
っ
た
レ

オ
ポ
ル
ト

2
泄
も
疸
に

世
を
去
る
（
な
お
ボ
ン

時
代
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は
90
年
の
代
替
わ
り
に

際
し
、
「
ヨ
ー
ゼ
フ

2
世

の
逝
去
を
悼
む
葬
送
力

ン
タ
ー
タ
」
「
レ
オ
ポ
ル

ト
2
世
の
即
位
を
寿
ぐ

祝
典
カ
ン
タ
ー
タ
」
を
作

血
し
て
い
る
）0
92
年
以

降
は
、
レ
オ
ポ
ル
ト
2
世

啓
蒙
君
主
に
捧
げ
る
イ
メ
ー
ジ

マクシミリアンの2人の兄、神聖ローマ帝国皇帝のヨーゼフ

2世 (1741-90)=右＝とレオボルト2世 (1747-92)=

ポンペオ・バトーニ画。ペートーヴェンはそれぞれ2人の名を

冠するカンタータを作曲している

大
聖
堂
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
保
守
的
な
聖

職
者
も
多
数
在
職
し
て
お
り
、
彼
ら
は
改
革

者
の
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
と
事
あ
る
ご
と
に
対
立

し
た
。
そ
こ
で

1
7
8
6年
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア

ン
は
ボ
ン
に
元
々
存
在
し
て
い
た
ア
カ
デ
ミ
ー

を
、
大
学
と
同
等
の
組
織
に
改
組
し
、
自
由

な
校
風
の
高
等
教
育
機
関
を
作
り
上
げ
る
。

若
き
日
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
、
宮
廷
楽
団

で
働
く
か
た
わ
ら
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
聴
講

生
と
し
て
通
い
、
同
ア
カ
デ
ミ
ー
に
作
ら
れ
た

「
読
書
サ
ー
ク
ル
」
に
も
参
加
。
保
守
的
な
地

域
で
は
禁
書
扱
い
さ
れ
て
い
た
書
物
に
も
次
々

と
触
れ
、
そ
の
中
に
は
社
会
変
革
を
訴
え
る

ラ
デ
イ
カ
ル
な
詩
人
シ
ラ
ー
の
H

歓
喜
に
寄

す
』
（こ
れ
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
後
に
「
第
九
」

が
作
ら
れ
た
）
が
含
ま
れ
て
い
た
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
ボ
ン
に
対
し
、
マ
ク
シ
ミ

リ
ア
ン
自
身
、
非
常
に
愛
省
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
彼
は
ケ
ル
ン
よ
り
も
、
む
し
ろ
ボ
ン
に
自

ら
の
宮
廷
を
梢
え
る
こ
と
を
好
ん
だ
。
ま
た

こ
う
し
た
君
主
の
下
、
ボ
ン
の
宮
廷
楽
団
は
そ

れ
ま
で
以
上
の
充
実
を
遂
げ
、
若
き
日
の
ペ
ー

妹のマリー・アントワネット（右）を訪ねるケルン大司教選帝

侯のマクシミリアン (1756-1801、左）。中央は妹の夫、
フランス国王、ルイ16世 （ヨーゼフ・ハウツィンガー画）

の
息
子
フ
ラ
ン
ツ
が
皇
帝
の
地
位
に
あ
っ
た

が
、
革
命
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
の
脅
威
に
備
え
る

べ
く
、
政
治
姿
勢
は
い
き
お
い
保
守
的
と
な
っ

た
。
結
果
、
つ
い
数
年
前
ま
で
展
開
さ
れ
て

い
た
啓
蒙
主
義
改
革
も
、
停
滞
を
遂
げ
て
し

ま
う
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を

は
じ
め
と
す
る
ウ
ィ
ー
ン
の
市
民
階
級
が
、
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
啓
蒙
主
義
的
な
世
界
に
撞
れ

を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
も
当
然
だ
ろ
う
。
そ

こ
で
は
、

王
侯
貴
族
と
い
う
旧
来
の
権
力
が

存
在
し
な
が
ら
も
、
彼
ら
自
身
が
市
民
の
権

利
を
し
か
と
認
め
、
2
つ
の
階
級
の
融
和
が
果

た
さ
れ
る
の
だ
か
ら
。

だ
が
、
現
実
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
そ
う
は
ゆ

か
な
か
っ
た
。
特
権
階
級
は
暴
力
に
よ
っ
て
否

定
さ
れ
た
も
の
の
、
革
命
を
起
こ
し
た
は
ず
の

市
民
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
な
社
会
は

一
向
に
到

来
し
な
い
。
そ
れ
で
も
、
そ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス

の
混
乱
と
狂
騒
を
治
め
る
形
で
台
頭
を
果
た

し
て
き
た
の
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
で
あ
り
、

一
時
は

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
彼
の
中
に
真
の
革
命
理
念

の
実
現
者
を
見
て
取
ろ
う
と
し
た
が
、
結
局

そ
れ
も
裏
切
ら
れ
て
し
ま
う

（詳
し
く
は
2
4
1

25
ペ
ー
ジ
参
照
）。

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
失
脚
後
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は
「
ゲ
ル
マ
ニ
ア
」
「
命
名
祝

H
序
曲
」
な
ど
、

皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
を
直
接
間
接
に
讃
え
る
作
品

を
幾
つ
も
作
っ
て
ゆ
く
。
実
際
の
フ
ラ
ン
ツ
の

政
治
姿
勢
と
は
別
に
、
そ
こ
に
は
あ
た
か
も、

ボ
ン
を
啓
蒙
の
理
想
都
市
に
育
て
て
い
っ
た
マ

ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
ご
と
き
君
主
の
イ
メ
ー
ジ
が

投
影
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
か
？

切

ペートーヴェンが生きた18~19世紀の欧州事情
～周りの貴族たちとのつかず離れずの関係～

ベートーヴェンというと、フランス革命が勃発した頃に青春時代を送ったことも手伝って、

貴族に反逆した共和主義者のようなイメージが強い。

だが彼の生涯を見ると、自分に対して敬意を払ってくれる貴族に対しては、

きわめて友好的な関係を保ち続けた。いったいそのルーツは、どこにあるのだろう？

A
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父レオポルト2世の跡を継いで

1792年、神聖ローマ帝国最後
のローマ皇帝となったフランツ2世
(1768-1835、フリードリヒ・

アメリング画）。1804年からはフ
ランツ1世として最初のオーストリ

ア皇帝となった。合わせて40年
以上にわたって皇帝の座にあり、

国民から親しまれた。ペートーヴェ

ンと同世代で、彼のウィーン時代

はフランツ1世の御代と重なる

• • • • • -Qc • • • • • <t> • 

マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
啓
蒙
主
義
改
革
。
そ

の
11に
見
え
る
形
の

1
つ
が
、
現
在
の
ボ
ン
大

学
の
前
身
で
あ
る
選
帝
侯
ア
カ
デ
ミ
ー
の
本

格
的
な
創
設
で
あ
る
。
ケ
ル
ン
選
帝
侯
国
に

は
、
中
世
以
来
続
く
老
舗
大
学
が
存
在
し
た
。

選
帝
侯
国
の
都
ケ
ル
ン
に
存
在
す
る
ケ
ル
ン

大
学
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
大
学
に
は
、
ケ
ル
ン

• • • • 

選
帝
侯
。
教
会
権
力
と
泄
俗
権
力
の
両
方
を

束
ね
る
、
ド
イ
ツ
で
も
有
数
の
伝
統
と
格
式

を
具
え
た
地
位
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
保
守
的
に
も
思
え
る
こ
の
地

位
に
就
い
た
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
は
、
梢
極
的
な

改
革
を
閲
始
す
る
。
長
兄
の
ヨ
ー
ゼ
フ
2
泄
も

遂
行
し
た
、
い
わ
ゆ
る

「
啓
蒙
主
義
改
革
」
だ
。

王
侯
貸
族
を
は
じ
め
と
す
る
特
権
階
級
の
支

配
の
下
、
力
を
荼
え
つ
つ
あ
っ
た
市
民
階
級
が

不
満
を
溜
め
ぬ
よ
う
、
逆
に
彼
ら
の
進
出
を

後
押
し
し
て
君
主
制
を
存
続
さ
せ
よ
う
、
と

い
う
狙
い
が
あ
っ
た
。

選
帝
侯
ア
カ
デ
ミ
ー
と
ポ
ン

• • • • • • • • 
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ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
伝
記
は
そ
の
ほ
か
の
天

オ
の
記
述
と
は
異
な
る
。
昔
の
伝
記
で
は
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
は
ほ
と
ん
ど
手
本
を
必
要
と
せ
ず
、

神
か
ら
の
啓
示
を
う
け
て
独
創
的
な
作
品
を

作
曲
し
た
と
記
さ
れ
て
き
た
。
実
際
は
そ
れ

は
誤
り
で
、
彼
も
ま
た
同
時
代
や
過
去
の
作

曲
家
の
作
品
を
深
く
研
究
し
て
創
作
に
臨
ん

で
い
た
が
、
次
々
と
傑
作
を
生
み
出
す
彼
の
創

作
力
に
人
々
は
驚
喫
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
伝
記
の

特
徴
は
貧
固
と
過
酷
な
運
命
に
打
ち
勝
つ
梢

神
力
と
刻
苦
勉
励
で
あ
る
。
多
く
の
学
習
と

刻
苦
勉
励
に
よ
っ
て
神
の
冊
界
に
到
達
し
た

と
さ
れ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
姿
に
は
、
勤
勉

な
労
働
と
忍
耐
を
美
徳
と
す
る
新
し
い
社
会

倫
理
が
影
評
し
て
い
た
に
追
い
な
い
。

ボ
ン
時
代
の
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
お
い
て

は
最
大
の
模
範
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
で
あ

っ
た
。

ボ
ン
に
宮
廷
を
構
え
た
ケ
ル
ン
選
帝
侯
は
、

ト

(
1
7
5
2
¥
1
8
1
7
＜
ア
ン
ト
ン
・
エ
ー

ベ
ル
ル

(
1
7
6
5
i
1
8
0
7
)
、
パ
リ
で
活

躍
す
る
ケ
ル
ビ
ー
ニ
な
ど
の
作
鼎
家
か
ら
も
彼

は
強
い
刺
激
を
受
け
て
い
た
。

交
評
鼎
第
3
番
「
英
雄
」
は
、
エ
ー
ベ
ル
ル

の
同
じ
変
ホ
長
調
の
交
椰
品
皿
と
の
影
評
関
係

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
交
評
鼎
第
6

番
「
田
園
」
は
、
明
ら
か
に
ク
ネ
ヒ
ト
の
交
評

曲
「
自
然
の
音
楽
的
描
写
ー
大
交
評
鼎
」
か

ら
直
接
的
な
影
評
を
受
け
て
い
る
。

ク
ネ
ヒ
ト
が
1
7
8
5
年
に
作
鼎
し
た
「
交

評
仙
」
は
5
つ
の
楽
章
す
べ
て
に
標
題
と
解
説

が
付
さ
れ
た
。
第
1
楽
章
に
は
「
美
し
い
田

舎
、
そ
こ
で
は
太
陽
は
輝
き
、
優
し
い
東
風
が

そ
よ
ぎ
、
谷
間
に
は
小
川
が
流
れ
る
…
」
、
第
2

楽
章
に
は
「
突
然
空
が
暗
く
な
り
、
あ
た
り
の

自
然
派
不
安
に
息
を
の
む
。
風
が
吹
き
始
め
、

遠
く
で
は
雷
鳴
が
と
ど
ろ
き
、
嵐
が
ゆ
っ
く

り
と
近
づ
い
て
く
る
」
。
第
3
楽
章
で
は
「
ご

う
ご
う
と
音
を
た
て
る
風
を
伴
う
嵐
が
や
っ

て
き
た
。
雨
が
た
た
き
つ
け
、
木
々
の
先
端
は

ざ
わ
め
き
、
激
流
の
水
は
お
そ
ろ
し
い
音
を
立

て
な
が
ら
流
れ
る
」
。
第
4
楽
章
は
「
嵐
は
次

第
に
お
さ
ま
り
、
雲
は
消
え
、
空
は
晴
れ
渡

る
」
。
そ
し
て
第
5
楽
章
は
「
自
然
は
喜
び
に

満
ち
、
天
に
向
か
っ
て
声
を
上
げ
る
。
そ
れ
は

創
造
主
へ
の
心
か
ら
の
感
謝
を
さ
さ
げ
る
心
地

よ
い
歌
だ
」
。

5
楽
章
構
成
と
言
い
、
各
楽
章
に
付
さ
れ

た
こ
の
解
説
と
言
い
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
交

響
曲
第
6
番

《
田
園
》」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ク
ネ
ヒ

ト
の
こ
の
交
響
血
を
模
範
と
し
て
こ
の
作
品
を

作
曲
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
作
品
は
通

例
の

4
楽
章
で
は
な
く
、

5
楽
章
の
構
成
に

な
っ
た
。

「
田
園
」
の
影
評
は
ク
ネ
ヒ
ト
だ
け
で
は
な

ポ
ン
時
代
の
創
作

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と

ネ
ー
フ
ェ
か
ら
の
影
響

アントン・エーペルル

ウィーン生まれ。モーツァルトに才能を

認められて弟子入り。サンクトペテルブ

ルクでロシアの宮廷楽長や皇族の音楽

教師を務めた。交響曲作品33はベー
トーヴェンの交響曲第3番「英雄」と一
緒に初演された。

，
 

ュスティン・ハインリヒ・クネヒト

ドイツの作曲家、オルガニスト、

音楽理論家。

ヤン・クシュチテル・ヴァニハル

チェコ生まれ。弦楽四重奏曲100曲、
交響曲70曲などを作曲し、ハイドンや
モーツァルトと弦楽四重奏を演奏した。

い
。
18
世
紀
末
か
ら

19
世
紀
前
期
に
お
い
て

牧
歌
的
な
田
園
的
な
表
現
は

―
つ
の
流
行
で
も

あ
っ
た
。
ク
ネ
ヒ
ト
以
前
に
情
趣
へ
の
関
心
は

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
高
ま
り
を
見
せ
て
い
た
。

ま
た
「
パ
ス
ト
ラ
ル
（
田
園
）
」
と
い
う
表

題
を
最
初
に
用
い
た

一
人
が
ボ
ヘ
ミ
ア
出
身
の

ヤ
ン
・
ク
シ
ュ
チ
テ
ル
・
ヴ
ァ
ニ
ハ
ル
（
ヴ
ァ

ン
ハ
ル
）
で
、
彼
が
作
曲
し
た
「
パ
ス
ト
ラ
ル
・

ミ
サ
」
は
、
ミ
サ
鼎
の
創
作
の

一
っ
の
典
型
と

な
り
、
ハ
イ
ド
ン
も
そ
の
ミ
サ
曲
で
取
り
入
れ

て
い
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
ミ
サ
曲
ハ
長

調
」
（
作
品

86)
は
典
型
的
な
「
パ
ス
ト
ラ
ル
・

ミ
サ
」
で
、
平
明
で
、
自
然
な
抑
揚
の
そ
の
作

品
は
、
そ
の
後
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
の
ミ
サ
曲
で
も

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
が
起
こ
る
前
か
ら
、
ウ
ィ
ー

ン
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

取
り
入
れ
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ペ
ラ
が
ド
イ

ツ
語
に
翻
訳
さ
れ
て
盛
ん
に
上
演
さ
れ
て
い

た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
そ
う
し
た
ウ
ィ
ー
ン

の
空
気
に
も
影
評
を
受
け
た
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
さ
な
か
に
作
曲
さ
れ

た
オ
ペ
ラ
「
フ
イ
デ
リ
オ
」
で
は
、

2
つ
の
「
メ

ロ
ド
ラ
マ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
メ
ロ
ド
ラ

ケ
ル
ピ
ー
ニ
と
「
フ
ィ
デ
リ
オ
」

ルイージ・ケルピーニ

(1760-1842) 

イタリア出身のフランスの作曲家。ボ

ローニャとミラノで音楽を学び、パリに

移住。バリ音楽院院長を務める。ルイ

16世の処刑を悼んで「レクイエム」を
作曲。作品は忘れられたが、第2次世

界大戦後、再評価が進み、「レクイエム」

はトスカニーニが録音、オペラ「メデア」

はマリア・カラスが上演している。

ウ
ィ
ー
ン
時
代

ク
ネ
ヒ
ト
と
ヴ
ァ
ニ
ハ
ル
と
い
う

作
曲
家
と
の
関
係

の
ネ
ー
フ
ェ
の
指
琳
の
も
と
に
上
記
の
「
ク
ラ

ヴ
ィ
ー
ア
四
重
奏
曲
」
や
、
ネ
ー
フ
ェ
に
よ
っ

て
刊
行
さ
れ
た
「
ド
レ
ス
ラ
ー
の
行
進
曲
の
主

題
に
よ
る
12
の
変
奏
曲
」

(
W
o
o
 63)
な
ど

の
作
品
、
さ
ら
に
は
大
規
模
な

2
曲
の
カ
ン

タ
ー
タ
を
作
曲
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ネ
ー

フ
ェ
の
音
楽
家
と
し
て
の
存
在
は
き
わ
め
て
大

き
か
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
7
9
2
年
に
ウ
ィ
ー
ン
に
移
り
住
ん
で
以

降
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
音

楽
に
接
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
創
作
に
反

映
し
て
い
る
。
ハ
イ
ド
ン
か
ら
の
影
評
は
当
然

の
こ
と
と
し
て
、
今

H
私
た
ち
が
あ
ま
り
そ
の

名
前
を
聞
く
こ
と
の
少
な
い
作
曲
家
か
ら
も

多
大
な
影
孵
を
受
け
て
い
た
。

た
と
え
ば
ヤ
ン
・
ク
シ
ュ
チ
レ
ル
・
ヴ
ァ
ニ
ハ

ル
(
1
7
3
9
i
1
8
1
3
)
や
ゲ
オ
ル
グ
・
ヨ
ー

ゼ
フ
・
フ
ォ

ー
グ
ラ
ー

(
1
8
4
9
¥
l
8

1
4
)
、
ユ
ス
テ
ィ
ン

・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ク
ネ
ヒ

マ
は
、
台
詞
と
音
楽
が
交
代
す
る
書
法
で
、
フ

ラ
ン
ス
で
生
み
出
さ
れ
た
様
式
で
あ
る
。
こ
の

表
現
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
こ
の
オ
ペ
ラ
が
影

評
を
受
け
た
ケ
ル
ビ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
「
2
日
間

（
ド
イ
ツ
版
で
は
「
水
汲
み
人
夫
」
）
の
メ
ロ
ド

ラ
マ
を
土
台
と
し
て
い
る
。
し
か
も
、
「
フ
ィ

デ
リ
オ
」
と
「
2
日
間
」
の
台
本
の
原
作
者
は

同
じ
プ
イ
イ
で
あ
っ
た
。

ケ
ル
ビ
ー
ニ
と
い
う
作
曲
家
は
日
本
で
は
あ

ま
り
耳
に
し
な
い
作
訓
家
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
こ
の
時
代
の
音
楽
史
で
は
き
わ
め
て

重
要
な
存
在
で
、

1
8
1
5
年
に
ウ
ィ
ー
ン
会

議
が
佃
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
公
式
に
否

定
さ
れ
、
処
刑
さ
れ
た
ル
イ

16
世
の
葬
低
が

正
式
に
営
ま
れ
た
と
き
に
「
レ
ク
イ
エ
ム
」
の

作
曲
を
委
嘱
さ
れ
た
の
が
こ
の
ケ
ル
ビ
ー
ニ

で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
お
よ
び
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の

影
葬
は
「
交
瞥
曲
第
9
番
」
に
も
及
ん
で
い
る
。

こ
の
作
品
が
作
曲
さ
れ
た
の
は
ウ
ィ
ー
ン
会
議

後
で
あ
る
が
、
第
4
楽
章
で
嗚
り
響
く
軍
楽

の
表
現
は
、
戦
時
の
音
楽
の
影
評
で
あ
る
と
み

な
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
会
議
後
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
孤
高
の
後
期
様
式
に
入
り
、
崇
高
に

し
て
難
解
な
創
作
世
界
を
生
み
出
し
て
い
く
。

そ
の
際
に
彼
が
重
要
な
規
範
と
し
た
の
は
ハ
ッ

ハ
で
あ
っ
た
。

初
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ウ
ィ
ー
ン
皇
帝
の
ヨ
ー
ゼ
フ
2
世
の
弟
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
積
極
的
に

受
容
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ポ
ン
の
宮
廷
へ
の

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
招
聘
す
ら
考
え
て
い
た
。
こ
う

し
た
経
綽
か
ら
ボ
ン
で
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
盛

ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
は
少
年
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
に
も
影
評
を
与
え
た
。
彼
が
1
7
8
5

年
に
作
曲
し
た
3
曲
の
「
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
4
重

奏
曲
」
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・

ソ
ナ
タ
か
ら
主
題
を
借
用
す
る
か
、
強
い
影
評

を
受
け
て
い
る
。

ボ
ン
時
代
で
注

H
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
彼
が
師
事
し
た
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ゴ
ッ

ト
ロ
ー
プ

・
ネ
ー
フ
ェ

(
1
7
4
8
ー
98)
か

ら
の
影
評
で
あ
る
。
バ
ッ
ハ
が
カ
ン
ト
ー
ル
を

っ
と
め
た
ト
マ
ス
教
会
付
属
学
校
に
学
ん
だ

ネ
ー
フ
ェ
は
、
バ
ッ
ハ
の
「
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー

ア
曲
集
」
の
箪
写
譜
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、

彼
は
生
徒
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
バ
ッ
ハ
の
こ
の

作
品
で
指
樽
し
て
い
る
。

ま
た
ネ
ー
フ
ェ
が

1
7
7
3
年
に
作
仙
し

た
12
曲
の
「
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
・
ソ
ナ
タ
集
」
は

彼
の
作
鼎
家
と
し
て
の
才
能
を
よ
く
発
揮
し

て
い
る
。
ボ
ン
時
代
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
こ

クリスティアン・ゴットロープ・

ネ—フェ
ケムニッツ生まれ。ボンの宮廷

オルガニストを務めた。

• • • • 

ヨハン・ セバスティアン・

,~ ッIヽ (1685-1750)
「管弦楽組曲」、「平均律クラ

ヴィーア曲集」、「無伴奏ヴァ

イオリンのためのソナタトバ

ルティータ」、「マタイ受難曲」

など現代に残る多くの作品

を作曲。今日の西洋音楽の

基礎を作り。

• • • • • • 

• · 生誕250年

BEET 

ベートーヴェンの
創作の

背景を彩った

作曲家たち

多くの学習と刻苦勉励によって

神の世界に到達したとされる

ベートーヴェンの姿には、

勤勉な労働と忍耐を美徳とする

新しい社会倫理が

影響していたに違いない。

文西原稔 ◎桐朋学園大学教授

text by Minoru Nishihara 

• 

ヨヴォルフガング・アマデウス・

モーツァルト (1756-91)

ベートーヴェンは1787年、16歳
のときにポンから憧れていたウィー

ンの干ーツァルトに会いにいった

が、母が危篤となりポンに戻った。

• 
MOSTLY CI.ASSU: 22 

••• Y
 



生誕250年

BEET 

ジャック＝ルイ・ダヴィッドが描いた「ペルナール峠からアルプス

を越えるポナパルト」 (1805年）。1800年、オーストリアから

チザルピーナ共和国を奪還すべく、アルプス越えを敢行した

そ
れ
で
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
ウ
ィ
ー
ン
に

~ 

は
フ
ラ
ン
ス
だ
け
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中

に
革
命
思
想
を
押
し
広
げ
て
く
れ
る
、
と
い

う
の
が
も
っ
ぱ
ら
の
見
方
だ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
故
郷
ボ
ン
か
ら
離
れ
て
ウ
ィ
ー

ン
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自

身
、
パ
リ
で
活
躍
す
る
こ
と
を
密
か
に
画
策

し
て
い
た
よ
う
だ
。
当
時
の
パ
リ
は
、

1
7

9
9
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
統
領
に

な
っ
て
以
降
、
革
命
後
の
大
混
乱
が
収
束
し
、

こ
の
先
の
大
き
な
発
展
が
見
込
め
る
都
市
へ

と
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
っ
た
。

そ
れ
に
引
き
替
え
、
ウ
ィ
ー
ン
は
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
に
と
っ
て
必
ず
し
も
理
想
的
な
街
で
は

な
か

っ
た
。

旧
弊
な
考
え
方
を
持
つ
王
候
貨

族
が
い
ま
だ
大
き
な
力
を
持
つ
こ
の
街
で
、
彼

は
必
ず
し
も
招
か
れ
ざ
る
存
在
だ

っ
た
か
ら

で
あ
る
。

献
呈
の
辞
が
削
り
取
ら
れ
た
理
由

'
ぅ
9

『
f
¥
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省
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、
9’
 

文小宮正安 ◎ヨーロッパ文化史研究

text by Masayasu Kamiyai 

期
待
、

アントワーヌ＝ジャン・グロが

描いた「アルコレ橋上のナボ

レオン(1801年）。1796年、

北部イタリアのアルコレで彼は

オーストリア軍を破った

わ
ず
か

1
歳
上
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
に
対
し
て

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
い
た
の
か
？

「
英
雄
交
響
曲
」
の
献
呈
と
取
り
消
し
の
話
は
あ
ま
り
に
有
名
だ
が
、

彼
の
思
い
は
本
当
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
？

旧
社
会
の
涵
茄
玄
と
創
造
:
と
い
う
点
で
は

共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
両
者
。

必
楽
聖
々
が
云
英
雄
ク
に
抱
い
た
憧
憬
、

そ
し
て
幻
滅
を
振
り
返
る
。留

ま
り
続
け
た
の
は
、
彼
を
理
解
し
支
え
て

く
れ
る
人
々
が
い
た
か
ら
だ
。
ま
た
そ
の
中
に

は
、
設
族
と
い
う

一
見
旧
弊
な
地
位
に
あ
り

な
が
ら
も
、
彼
に
対
し
て
敬
意
を
払
っ
て
く

れ
る
名
士
た
ち
が
含
ま
れ
て
い
た
。

と
な
る
と
、
「
交
郷
菰
皿
第
3
番
」
が
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
に
捧
げ
ら
れ
な
く
な

っ
た
理
由
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
見
方
が
出
て
く
る
の
も
お
か

し
く
は
な
い
。
つ
ま
り
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
し

て
は
、
ウ
ィ
ー
ン
在
住
の
買
族
ロ
プ
コ
ヴ
ィ
ッ

ツ
候
に
当
作
品
の
占
有
権
を
渡
し
、
見
返
り

に
報
酬
を
得
よ
う
と
し
た
。
だ
が
、
そ
こ
に

ク
英
雄
:
と

ぷ
戦
争
グ
の

時
代
に
生
き
て
ー

ナ
ポ
レ
オ
ン
と

ベ
ー
ト
ー
ヴ
工

ン

ジャン＝オーギュスト＝ドミニク・

アングルが描いた「皇帝の玉座

にあるナポレオン」 (1806年）

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

か

い

り

願
い
と
の
乖
離

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

「
交
評
曲
第
3
番

〈英

雄
〉」
を
、
尊
敬
し
て
い
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
捧

げ
よ
う
と
し
た
と
い
う
の
は
有
名
な
話
だ
。

だ
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
に
即
位

し
た
こ
と
を
聞
き
知
る
に
及
び
、
激
怒
の
あ

ま
り
献
呈
を
取
り
下
げ
、
こ
の
作
品
を
「
あ

る
英
雄
の
思
い
出
の
た
め
に
」
捧
げ
直
し
た
、

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
…
。

だ
が
最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、
話
は
さ
ほ

ど
単
純
で
は
な
い
ら
し
い
。
そ
も
そ
も
、
上
の

事
件
が
起
き
た
の
は

1
8
0
4年
の
こ
と
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は
折
に
触
れ
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
ヘ
の
関
心
を
示
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば

1
8
0
7
年
に
作
血
さ
れ
た
「
ミ

サ
曲
ハ
長
調
」
の
場
合
。
こ
の
曲
は

一
時
期
、

他
な
ら
ぬ
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
献
呈
さ
れ
る
腹
づ

も
り
だ
っ
た
が
、

二
転
三
転
の
末
、
キ
ン
ス
キ
ー

侯
爵
（
ウ
ィ
ー
ン
在
住
の
ボ
ヘ
ミ
ア
系
の
貴
族
）

に
捧
げ
ら
れ
た
。
あ
る
い
は
実
現
こ
そ
し
な

か
っ
た
も
の
の
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
弟
ジ
ェ
ロ
ー

ム
が
国
王
と
し
て
君
臨
す
る
ド
イ
ツ
中
西
部

の
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
王
国
の
楽
長
に
、

09

し
ょ
う
へ
い

年
頃
招
聘
さ
れ
る
と
い
う
出
来
事
も
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
混
乱
の
中
で

と
な
る
と
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
何
に
共
感
し
、
何
に
失
望
し
た
の
か

を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。
ま
ず
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
が

「自
由
•
平
等
・
友
愛
」
の

フ
ラ
ン
ス
革
命
111
心
想
の
体
現
者
で
あ
っ
た
と

い
う
点
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

が
大
い
に
我
が
意
を
得
て
い
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。
ボ
ン
で
胄
春
時
代
を
送
っ
て

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
名
前
が
あ
る
と
不
都
合
だ
と

い
う
判
断
が
働
い
た
た
め
、
献
呈
を
取
り
や

め
た
。
さ
ら
に
は
、
表
紙
に
書
き
こ
ま
れ
て

い
た
彼
に
対
す
る
献
呈
の
辞
を
急
い
で
削
り

取
っ
て
し
ま
っ
た
…
。

た
し
か
に
当
時
は
、
ウ
ィ
ー
ン
を
都
と
す

る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
に
対
し
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
戦
争
を
挑
ん
で
い
る
最
中
だ
っ

た
。
ま
た
そ
う
し
た
中
、
ロ
プ
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
侯

を
は
じ
め
と
す
る
ウ
ィ
ー
ン
の
買
族
は
、
「
宿

敵
」
ナ
ポ
レ
オ
ン
ヘ
の
反
撃
に
打
っ
て
出
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
う
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
と
し
て
は
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
の
思
想
を
平
和

的
に
実
現
さ
せ
て
く
れ
る

存
在
と
し
て
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
に
期
待
し
て
い
た
。
何

し
ろ
音
楽
家
と
し
て
精

神
的
に
も
経
済
的
に
も

安
定
し
た
活
動
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

あ
る
程
度
以
上
の
落
ち
着
い
た
世
界
が
必
要

だ
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
結
局
の
と
こ
ろ
、
事
態
は
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
思
っ
た
よ
う
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。

実
際
の
と
こ
ろ
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
も
た
ら
し
た
も

の
は
、
戦
闘
に
継
ぐ
戦
闘
に
過
ぎ
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
直
接
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
身
に
降
り
か
か
っ
て
き
た
の
が
、

1
8
0
5

年
の
こ
と
。
こ
の
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
率
い
る
フ
ラ

ン
ス
軍
は
ウ
ィ
ー
ン
を
軍
事
占
領
す
る
が
、
折

し
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
新
作
オ
ペ
ラ
「
レ
オ

意
外
な
ほ
ど
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
ヘ
の
関
心

さ
ら
に

1
8
0
9年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
率
い
る

フ
ラ
ン
ス
軍
は
、
前
回
以
前
の
破
壊
力
を
以
て

再
度
ウ
ィ
ー
ン
を
占
領
。
格
式
あ
る
帝
都
は
、

さ
い
な

ま
が
ま
が
し
い
戦
禍
に
荷
ま
れ
た
。
ま
た
そ

う
し
た
中
で
、
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
反
ナ
ポ
レ

オ
ン
感
の
盛
り
上
が
り
、
さ
ら
に
は
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
自
身
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
す
る
失
望
が

決
定
的
に
古
回
ま
っ
て
い
っ
た
。

ち
な
み
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
す
る
「
交

瑯
立
曲
第
3
番
」
の
献
呈
が
取
り
や
め
ら
れ
た

理
由
に
つ
い
て
、
彼
が
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
に
な
っ

た
知
ら
せ
に
対
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
激
怒

こ
う
か
ん

し
た
こ
と
が
巷
間
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
単
な
る
権
力
志
向
の
持
ち
主

だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

憤
っ
た
。

た
だ
し
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ベ

ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
自
身
の
追
し
た
汽
料
で
は
な
く
、
彼
の

死
後
、
弟
子
の
リ
ー
ス
が
記
し
た
も
の
。
む

し
ろ
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
す
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
失
望
は
、
革
命
思
想
の
実
現
と
い
う
錦
の

御
旗
を
掲
げ
る

一
方
で
、
実
は
単
な
る
侵
略

戦
争
を
繰
り
広
げ
た
点
に
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
3

闘
争
よ
り
も
平
和
を
…
、
後
期
の
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
顕
著
に
な
る
世
界
は
、
皮
肉
に

も
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

初

侵
略
戦
争
へ
の
失
望
が
も
た
ら
し
た
も
の

い
た

1
7
8
9
年
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
勃
発
の
報

を
知
り
、
さ
ら
に
自
他
と
も
に
認
め
る
市
民

階
級
の
音
楽
家
で
あ
っ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に

と
っ
て
、
革
命
思
想
は
大
き
な
支
え
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
革
命
思
想
だ
け
な
ら
ば
、
と

り
た
て
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
登
場
を
待
た
な
く

て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
そ
う
な
ら
な

か
っ
た
の
は
、
実
際
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
、
当

初
の
理
念
と
は
裏
腹
に
泥
沼
化
し
た
た
め
。

王
政
の
打
倒
と
い
う
共
通
の
目
的
を
果
た
し

て
し
ま
っ
た
革
命
の
担
い
手
た
ち
は
、
や
が
て

し

れ

つ

熾
烈
な
主
導
権
争
い
11
内
輪
争
い
を
始
め
る
。

し
か
も
国
内
の
矛
盾
を
転
化
す
べ
く
、
諸
外

国
を
相
手
に
戦
争
を
仕
掛
け
た
結
果
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
故
郷
ボ
ン
も
戦
禍
に
巻
き
込
ま

れ
て
し
ま
っ
た
。

つ
ま
り
、
革
命
の
理
想
と
現
実
が
違
い
過

ぎ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
状
況

に
対
し
、
初
心
に
立
ち
返
っ
た
上
で
革
命
思

想
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
：
•
あ
る
い
は
そ
の

よ
う
に
見
せ
た
の
が
、
コ
ル
シ
カ
島
と
い
う
辺

境
に
生
ま
れ
、
己
の
知
恵
と
力
だ
け
で
、
軍

人
と
し
て
ま
た
政
治
家
と
し
て
人
生
を
切
り

開
い
て
き
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
だ
っ
た
。
し
か
も
彼

ノ
ー
レ
」
（
後
に
「
フ
イ
デ
リ
オ
」
と
改
作
）
が

初
演
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
非
常
事
態
の
中
で
、
普
段
劇
場

に
来
る
よ
う
な
観
客
は
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
疎
開
。

劇
場
に
は
、
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
当
オ
ペ

ラ
の
内
容
を
理
解
で
き
な
い
フ
ラ
ン
ス
兵
が
席

を
占
め
た
た
め
、
初
演
は
大
失
敗
す
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
バ
リ
に
お
け
る
活
躍
計
画

ナポレオン・ポナバルト

Napoleon Dona pa rte (1769 -1821) 

イタリア系の血筋の下、コルシカ島に生ま

れる。10歳の時、ブリエンヌ陸軍幼年学

校に入学、5年後にパリの陸軍士官学

校に入り、砲兵科を抜群の成績で終了。

1785年に砲兵士官として任官。89年の

フランス革命後の混乱を収めて、軍事政

権を築き上げる。1804年、“皇帝＂とな

り、フランス第一帝政を開く。強大な軍隊

を組織し、ヨーロッパ中を戦争に巻き込む

が、次第に形勢は不利となり、ついに14

年、英国軍に敗れ、地中海のエルパ島に

流される。一旦はパリに舞い戻るが、ほぽ

100日後に、ワーテルローの戦いで完敗。

今度は南大西洋のセントヘレナ島に幽閉

され、6年後に生涯を終える。

※追記：ペートーヴェンとナポレオンをめぐる新たな見解については、大崎滋生 「ペートーヴェン像再構築J(春秋社）等を参照した。
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慶

交
響
曲
第
1
番
で
古
典
派
様
式
を
土
台
と

し
つ
つ
も
、
そ
こ
に
様
々
な
新
機
軸
を
打
ち
出

し
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
第
2
番
で
そ
う
し
た

方
向
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、
よ
り
ス
ケ
ー
ル
の

広
が
り
を
持
っ
た
ス
タ
イ
ル
を
打
ち
出
す
。
実

は
こ
れ
が
作
曲
さ
れ
た
1
8
0
2
年
、
以
前
か

ら
感
じ
て
い
た
聴
覚
の
異
常
が
深
刻
に
な
っ
た

こ
と
で
彼
は
絶
望
の
淵
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
年
の

5
月
初
め
頃
か
ら

10
月
下
旬
に

か
け
て
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
の
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ

タ
ッ
ト
に
引
き
こ
も
っ
て
辛
苦
の
中
で
作
曲
に

打
ち
込
ん
だ
彼
は
、

10
月
上
旬
、

2
人
の
弟

に
宛
て
て
有
名
な
「
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

の
遺
書
」
を
し
た
た
め
る
。
こ
れ
は
結
局
弟

た
ち
に
わ
た
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
死
後
に
な
っ
て
発
見
さ
れ
る
の
だ

が
、
そ
こ
に
は
耳
の
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
こ
と

に
絶
望
し
て
自
殺
を
考
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
、

文
面
か
ら
は
激
し
い
苦
悩
の
思
い
が
伝
わ
っ
て

く
る
。
し
か
し
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
遺
書
で
は
な
い
。

こ
の
中
で
彼
は
、
自
殺
を
し
よ
う
と
し
た
時
、

ひ
と
え
に
芸
術
だ
け
が
自
分
を
生
に
連
れ
戻

し
て
く
れ
た
こ
と
、
自
分
に
課
せ
ら
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
全
て
の
こ
と
を
生
み
出
す
ま
で
は

世
を
去
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
っ
た
こ
と
を

交響曲第2番を作曲していたころの

ペートーヴェン
(Carl Traugott Riede画、1801年）

生誕250年

BEET 

アン・デア・ウィーン劇場 (1815年）

文寺西基之 ◎音楽評論家

text by Motoyuki Teranishi 

交響曲第2番
■ DISC 

サイモン・ラトル（指揮）

ペートーヴェン：交誓曲全集

ウィーンフィル

録音： 2002年
(EMI) 9156242 (5CD) 

久石譲（指揮）

フューチャー・オーケストラ

クラシックス
（ナガノ・チェンバー

オーケストラ）
録音： 2016年

（エクストン）
OVCL-00655 

■ DATA 

フランス・ブリュッヘン
（指揮）

18世紀オーケストラ
録音： 1988年
（タワーレコード）
PROC-1748 

交響曲第2番二長調作品36

作曲 ：1801-02年

初演 ：1803年4月5日、
アン・デア • ウィ—ン劇場

五
巨
臼
n〕

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

18
世
紀
の
い
わ
ゆ
る

古
典
派
様
式
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
彼
の

9

曲
の
交
響
曲
の
中
で
最
初
に
完
成
さ
れ
た
こ

の
第
1
番
も
、
い
ま
だ
ハ
イ
ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
古
典
派
の
交
響
曲
様
式
を
継
承
し
た

作
品
と
し
て
知
ら
れ
る
。
本
格
的
な
着
手
は

1
7
9
9
年
の
こ
と
で
、
完
成
は
1
8
0
0
年、

す
で
に
ソ
ナ
タ
や
室
内
楽
な
ど
で
は
作
曲
家

と
し
て
の
名
声
を
確
実
に
し
て
い
た
時
期
の

所
産
だ
。
満
を
持
し
て
初
め
て
の
交
響
仙
を

世
に
出
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

も
っ
と
も
交
響
曲
を
書
く
構
想
は
早
く
か

ら
あ
り
、

1
7
9
2
年
に
ハ
イ
ド
ン
に
師
事
す

る
た
め
に
ウ
ィ
ー
ン
に
移
住
す
る
以
前
の
交
聾

鼎
の
断
片
的
な
ス
ケ
ッ
チ
が
存
在
す
る
。
ま
た

95
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
は
現
在
の
第
1
番

と
は
別
の
ハ
長
調
の
交
孵
曲
を
構
想
し
て
い
た

よ
う
で
、
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
に
は
第
1
番
と
共
通

の
素
材
も
み
ら
れ
る
と
い
う
。
結
局
そ
れ
は

完
成
に
至
ら
ず
、
そ
の
時
の
素
材
が
改
め
て

第
1
番
に
流
用
さ
れ
た
。

18
世
紀
の
古
典
派
の
作
曲
家
と
は
違

っ
た

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
こ
う
し
た
慎
重
な
創
作
姿

勢
に
は
、
交
響
曲
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
対
す
る

特
別
な
意
識
が
見
て
取
れ
る
。
交
響
仙
と
い

う
曲
種
は
古
典
派
時
代
を
通
じ
て
発
展
し
た

ジ
ャ
ン
ル
で
、
ハ
イ
ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

後
期
の
交
響
曲
に
至
っ

て
緊
密
な
書
法
の
う

文

寺

西

基

之

◎
音
楽
評
論
家

text b
y
 M
o
t
o
y
u
k
i
 T
e
r
a
n
i
s
h
i
 

ち
に
高
度
な
内
容
を
盛
り
込
む
楽
曲
に
ま
で

進
化
し
、
彼
ら
に
よ

っ
て
交
響
曲
は
器
楽
の

様
々
な
曲
種
の
中
で
も
特
に
重
要
な
位
置
付

け
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
先

人
の
仰
業
を
引
き
継
い
だ
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に

と
っ
て
、
交
評
鼎
は
当
初
か
ら
と
り
わ
け
重
い

意
味
を
持
つ
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

交
臀
鼎
第
1
番
は
確
か
に
ま
だ
様
式
的
に

18
世
紀
的
な
ス
タ
イ
ル
の
枠
内
に
あ
る
が
、
伝

統
に
挑
む
か
の
よ
う
に
新
し
い
語
法
を
追
求

す
る
若
き
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
意
欲
が
、
様
々

な
斬
新
さ
の
う
ち
に
現
れ
て
い
る
。
例
え
ば

第
1
楽
章
は
こ
の
鼎
の
主
調
の
ハ
長
調
に
な
い

和
音
（
属
調
で
あ
る
へ
長
調
の
属
七
和
音
）
で

始
ま
る
。
交
評
仙
処
女
作
の
冒
頭
を
こ
う
し

た
挑
戦
的
な
和
声
で
始
め
る
点
に
彼
の
野
心

が
感
じ
ら
れ
よ
う
。

第
3
楽
章
も

一
応
は
従
来
の
交
響
曲
の
伝

統
に
従
っ
て

クメ
ヌ
エ
ッ
ト
ク
と
表
記
さ
れ
て

か
い
ぎ

ゃ
く

は
い
る
も
の
の
、

事
実
上
急
速
で
諧
誂
的
な

ス
ケ
ル
ツ
ォ
の
性
格
を
持
ち
、
以
後
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が
定
着
さ
せ
る
ス
ケ
ル
ツ
ォ
楽
章
を
先

取
り
し
て
い
る
。
こ
の
第
3
楽
章
の
勢
い
よ
く

音
階
を
駆
け
上
が
る
主
題
は
新
た
な
時
代
を

切
り
拓
こ
う
と
す
る
彼
の
上
昇
志
向
を
象
徴

す
る
か
の
よ
う
だ
。

終
楽
章
の
序
奏
も
ま
さ
に
そ
う
し
た
上
行

音
階
で
、
し
か
も
次
第
に
音
を
増
や
し
て
音

階
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
構
成

が、

主
部
の
オ
ク
タ
ー
ヴ
上
行
音
階
で
始
ま
る

第
1
主
題
へ
と
繋
が
る
。
そ
の
ユ
ー
モ
ア
は
師

交
響
曲
第
2
番
も
ま
さ
に
こ
の
中
期
へ
の
過
渡
期
に
生
み
出
さ
れ
た
作
品
で
、

伝
統
様
式
の
枠
を
超
え
よ
う
と
い
う
広
が
り
あ
る
造
型
に
、

新
し
い
様
式
を
求
め
る
意
欲
的
姿
勢
が
は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
。

述
べ
、
仮
借
な
き
運
命
の
女
神
が
命
の
綱
を

断
ち
切
っ
て
し
ま
う
ま
で
そ
う
し
た
決
意
を

持
ち
こ
た
え
た
い
、
と
記
し
て
い
る
の
だ
。
つ

ま
り
こ
の
「
遺
書
」
は
自
分
の
芸
術
を
さ
ら

に
追
求
し
よ
う
と
い
う
決
意
表
明
の
書
な
の

で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
苦
悩
の
経
験
と
そ
の
超
克

の
中
で
彼
が
従
来
の
様
式
を
超
え
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
規
模
の
大
き
な
中
期
の
様
式
へ
向
け

て
の
試
み
を
果
敢
に
行
っ
て
い
る
こ
と
に
証
さ

れ
て
い
る
。
交
響
曲
第
2
番
も
ま
さ
に
こ
の
中

期
へ
の
過
渡
期
に
生
み
出
さ
れ
た
作
品
で
、
伝

統
様
式
の
枠
を
超
え
よ
う
と
い
う
広
が
り
あ

る
造
型
に
、
新
し
い
様
式
を
求
め
る
意
欲
的

■ DATA 
交響曲第1番ハ長調作品 21

作曲 ：1799~1800年

初演 ：1800年4月2日、

ウィーンのブルク劇場、

自身の指揮

ペートーヴェンが師事したフランツ・ヨーゼフ・ハイドン

(1732-1809、ThomasHardy画）

旧ブルク劇場 (1888年）

姿
勢
が
は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の

序
奏
の
概
念
を
超
え
る
長
大
さ
と
豊
か
な
内

容
を
持
つ
第
1
楽
章
の
序
奏
か
ら
し
て
こ
の
交

響
曲
全
体
の
大
き
な
構
想
の
広
が
り
が
示
さ

れ
て
い
る
し
、
主
題
の
呈
示
の
仕
方
や
動
機
労

作
を
駆
使
し
た
展
開
書
法
に
も
中
期
へ
と
つ

な
が
る
緊
密
な
も
の
が
あ
る
。

両
端
楽
章
の
コ
ー
ダ
の
充
実
ぶ
り
も
注

H

す
べ
き
で
、
第
1
楽
章
コ
ー
ダ
の
圧
倒
的
な
盛

り
上
が
り
は
中
期
の
劇
的
な
ス
タ
イ
ル
を
先

取
り
す
る
も
の
だ
し
、
終
楽
章
で
は
再
現
部

の
後
に
ま
た
第
1
主
題
が
回
婦
し
、
こ
れ
ま
た

中
期
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
特
徴
と
な
る
い
わ

ゆ
る
第
2
展
開
部
と
し
て
の
コ
ー
ダ
が
続
く
。

さ
ら
に
、

18
世
紀
に
は
バ
ス
・
パ
ー
ト
と
し

て
一
体
の
も
の
と
扱
わ
れ
て
い
た
チ
ェ
ロ
と
コ

ン
ト
ラ
バ
ス
の
声
部
を
分
離
す
る
方
向
を
見

せ
て
い
る
こ
と
や
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め

と
す
る
管
楽
器
の
用
法
な
ど
、
楽
器
法
の
点

で
も
斬
新
で
画
期
的
な
工
夫
が
多
々
な
さ
れ

て
い
る
。
第
2
楽
章
の
ロ
マ
ン
派
を
思
わ
せ
る

深
い
抒
情
性
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

何
よ
り
も
こ
の
交
響
曲
が
苦
難
の
時
期
の

み

じ
ん

痕
跡
を
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な
い
明
朗
な
力
強

さ
、
清
々
し
い
生
命
感
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
後

半
の
2
つ
の
楽
章
に
至
っ
て
は
苦
悩
を
笑
い
飛

か
い
ぎ
ゃ
く

ば
す
か
の
よ
う
な
諧
詣
性
も
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
点
に
、
こ
の
時
期
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

う
か
が

精
神
力
の
高
ま
り
が
窺
え
る
。
「
遺
書
」
に
記

さ
れ
た
芸
術
家
と
し
て
の
決
意
、
こ
の
第
2
番

は
そ
れ
を
如
実
に
示
し
た
傑
作
で
あ
る
。

m-

アルトゥーロ・

トスカニーニ
（指揮）

HMV録音集
BBC交響楽団
録音： 1937年
(EMI) CZS7233342 (6CD) 

し
延原武春（指揮）

テレマン室内管弦楽団
録音 '2008年
（ライヴノーツ）
WWCC-7610 

■ DISC 

,,. 

, _ _,. 

フランス・

ブリュッヘン
（指揮）

18世紀オーケストラ
録音:1984年
（タワーレコード）
PROC-1748 

完
成
は

1
8
0
0
年
、
す
で
に
ソ
ナ
タ
や
室
内
楽
な
ど
で
は

作
曲
家
と
し
て
の
名
声
を
確
実
に
し
て
い
た
時
期
の
所
産
だ
。

満
を
持
し
て
初
め
て
の
交
響
曲
を
世
に
出
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

の
ハ
イ
ド
ン
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

ハ
イ
ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
古
典
性
を
土

台
と
し
た
こ
の
交
響
曲
に
み
ら
れ
る
そ
う
し

た
革
新
精
神
、
そ
れ
も
ま
た
こ
れ
ら
先
翡
た

ち
の
後
期
の
交
響
曲
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の

で
あ
り
、
そ
こ
を
出
発
点
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は
以
後
交
響
曲
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
従
来
の

18
泄
紀
的
な

交
聾
曲
の
枠
の
中
に
あ
り
つ
つ
も
、
そ
れ
を
超

え
よ
う
と
す
る
こ
の
作
品
が
1
8
0
0年
と
い

う

18
世
紀
最
後
の
年
に
生
み
出
さ
れ
た
こ
と

は
ど
こ
か
示
唆
的
と
い
え
よ
う
。

初
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生誕250年

BEET 
■

ア
レ
グ
ロ
・
コ
ン
・
ブ
リ
オ

生
気
に
満
ち
て
快
活
に
速
く

「
英
雄
」

は
論
じ
が
い
の
あ
る
作
品
だ
。
交

評
曲
第
1
番
や
第
2
番
は
ま
だ
ハ
イ
ド
ン
の
影

評
が
強
く
、
比
較
的
小
柄
だ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
小
柄
と
は
、
体
に
合
わ
な
い
小
さ
め
の
服

を
着
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
、
や
が
て
中
身
が

は
み
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
容
易
に
想
像
で

き
た
。
第
3
番
に
な
っ
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、

そ
の
小
さ
な
服
を
破
り
去
り
、
遠
慮
な
く
大

柄
な
肉
体
を
さ
ら
し
た
の
で
あ
る
。

「
英
雄
」
は
し
ば
し
ば
雄
大
と
評
さ
れ
る
。

確
か
に
、
演
奏
時
間
が
約
50
分
と
い
う
の
は
、

長
い
。
そ
れ
以
前
に
も
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
ジ
ュ

ピ
タ
ー
交
聾
曲
」
の
よ
う
に
繰
り
返
し
を
全

部
行
う
と

45
分
も
か
か
る
作
品
が
書
か
れ
て

は
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
に
し
て
も
だ
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

9
つ
の
交
評
曲
の
う
ち
、

「英
雄
」
が
「
第
9
」
に
次
い
で
長
い
と
い
う

事
実
に
意
味
が
な
い
は
ず
は
な
い
。
明
ら
か
に

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
長
い
曲
を
書
き
た
か
っ
た

の
だ
。
第
1
楽
章
の
冒
頭
、

2
度
た
た
き
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
和
音
が
鳴
っ
た
あ
と
で
、
第
1
主
題

が
流
れ
出
す
。
こ
の
主
題
は
、
物
理
的
に
で
は

な
く
、
性
格
的
に
見
て
、
あ
る
い
は
心
理
的
に

見
て
、
長
い
。
交
讐
曲
第
5
番
の
切
り
詰
め

交
評
曲
は
、
原
語
の
イ
タ
リ
ア
語
で
は
シ
ン

フ
ォ
ニ
ア
・
エ
ロ
イ
カ
、
だ
か
ら
「
エ
ロ
イ
カ
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
英
語
な
ら
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
で
あ

る
。
「
英
雄
的
交
響
曲
」
、
「
英
雄
の
交
評
曲
」

と
で
も
す
る
ほ
う
が
正
確
だ
が
、
「
英
雄
」
の

ほ
う
が
簡
潔
で
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。
言
業
と

は
難
し
い
も
の
だ
。

第
1
楽
章
は
ア
レ
グ
ロ
・
コ
ン
・
ブ
リ
オ
。

西
洋
音
楽
で
ア
レ
グ
ロ
・
コ
ン
・
ブ
リ
オ
と
言

う
と
、
お
の
ず
と
「
英
雄
」
第
1
楽
章
の
こ

と
を
指
す
。
そ
れ
く
ら
い
よ
く
知
ら
れ
た
テ
ン

ポ
表
記
だ
。

コ
ン
・
ブ
リ
オ
と
は
「
生
気
に
満
ち
て
」
と

い
う
意
味
。
本
来
、
生
気
に
満
ち
て
い
な
い
ア

レ
グ
ロ
は
あ
り
得
な
い
。
ア
レ
グ
ロ
と
は
快
活

で
速
い
こ
と
な
の
だ
か
ら
。
だ
が
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
だ
め
押
し
の
指
示
を
し
た
。
雄
大
な

第
1
主
題
、
そ
し
て
そ
の
あ
と
し
ば
ら
く
の

音
楽
の
進
め
方
が
ア
レ
グ
ロ
楽
章
と
し
て
は

い
さ
さ
か
例
外
的
で
、
速
さ
や
活
力
よ
り
も
、

大
き
さ
や
広
さ
に
傾
く
音
楽
だ
か
ら
で
あ
る
。

実
際
、
重
原
と
か
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
と
評
さ

れ
る
名
演
奏
の
中
に
は
、
雄
大
で
は
あ
る
が
あ

ま
り
コ
ン
・
プ
リ
オ
な
感
じ
が
し
な
い
も
の
も

少
な
く
な
い
。

第
2
楽
章
は
葬
送
行
進
曲
。
英
雄
は
、
必

ず
死
や
悲
劇
を
免
れ
な
い
。
そ
の
気
配
が
な
い

の
は
、
た
だ
の
成
功
者
だ
。
ア
ダ
ー
ジ
ョ
・
ア
ッ

サ
イ
と
指
示
さ
れ
て
い
る
。
行
進
血
で
あ
る
か

ら
に
は
、
お
の
ず
と
遅
さ
に
限
界
が
あ
る
は
ず

な
の
だ
が
、
そ
の
限
度
の
中
で
せ
い
い
つ
ば
い

遅
く
と
い
う
こ
と
だ
。
交
響
曲
の
中
に
強
い
悲

■

演
奏
時
間
50
分
の
雄
大
さ

右音楽のバトロンとして有名ヨーゼフ ・フォン・ ロブコヴィッツ侯爵 (1772-1816)

左初演されたウィーンのロブコヴィッツ侯爵邸 (BernardoBellotto画、 1759、60)

と
こ
ろ
で
、
こ
の
作
品
に
は
、
有
名
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
当
時
ナ

ポ
レ
オ
ン
を
腺
敬
し
て
お
り
、
彼
を
念
頭
に

置
い
て
作
曲
し
た
の
だ
が
、
皇
帝
に
即
位
し
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
開
い
て
激
怒
し
、
楽
譜
の

表
紙
を
破
り
捨
て
た
と
い
う
の
だ
。
今
日
で
は

も
は
や
こ
れ
は
虚
構
と
さ
れ
て
い
る
。
が
、
し

ば
し
ば
伝
説
や
虚
構
は
真
実
を
語
る
も
の
で

あ
る
。
す
で
に
2
0
0
年
も
前
の
人
々
も
、
こ

の
作
品
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
俗
泄
的
な
僻
さ

や
栄
達
で
は
な
く
、
そ
れ
を
超
え
た
崇
高
な

も
の
だ
と
感
じ
取
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。

西
洋
音
楽
史
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
社

会
的
な
地
位
の
高
い
者
が
、
自
分
の
僻
大
さ

を
音
楽
に
よ
っ
て
表
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
例
は

哀
を
表
す
音
楽
を
含
め
る
こ
と
は
、
ハ
イ
ド
ン

が
す
で
に
試
み
て
い
た
。
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
こ
れ
は
明
ら
か
に
い
っ
そ
う
刺
的
な
振
幅

が
大
き
い
。

第
3
楽
章
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
は
ア
レ
グ
ロ
・

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
、
つ
ま
り
き
わ
め
て
速
く
奏

さ
れ
る
晴
れ
や
か
な
音
楽
。

ホ
ル
ン
の
快
活
な

活
躍
と
い
い
、
暗
轡
な
第
2
楽
章
と
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
は
強
い
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
変
奏
曲
。
交
聾
血
の
最
後

の
楽
章
と
し
て
壮
大
で
劇
的
な
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
を
梨
く
ソ
ナ
タ
形
式
を
求
め
た
く
な
る
の

は
後
世
の
感
覚
で
、
楽
曲
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し

■

天
に
近
つ
こ
う
と
す
る

人
間
の
偉
大
さ

匹
日
目
〕

ら
れ
た
短
い
主
題
と
は
正
反
対
だ
。
こ
ん
な
主

題
で
始
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
お
の
ず
と
全
体
が

大
き
く
な
る
よ
う
に
導
か
れ
る
し
か
な
い
、
そ

う
い
う
可
能
性
な
い
し
必
然
性
を
含
ん
で
い

る
。「
英
雄
」
が
雄
大
だ
と
い
う
印
象
は
、
ま

ず
は
こ
の
主
題
か
ら
生
ま
れ
る
。「
第
九
」
が

ご
く
簡
潔
な
短
い
主
題
か
ら
巨
大
化
す
る
の

と
は
異
な
る
手
法
だ
。

■

若
獅
子
の
ご
と
き
精
気
に
満
ち

て
軽
め
の
ロ
ン
ド
や
変
奏
曲
を
置
く
の
は
、
古

典
派
と
し
て
は
常
識
的
だ
っ
た
。
も
の
す
ご

く
速
く
始
め
て
、
大
き
く
テ
ン
ポ
を
落
と
し
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
続
け
て
行
く
な
ど
、
作
曲
者
が

聴
く
者
を
驚
か
せ
た
か

っ
た
こ
と
は
確
実
だ
。

哄
笑
、
た
だ
し
皮
肉
を
含
ま
な
い
愉
快
な
笑

い
の
よ
う
な
瞬
間
も
あ
る
。
長
大
な
フ
ィ
ナ
ー

レ
に
全
体
の
解
決
を
任
せ
る
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
や

マ
ー
ラ
ー
の
交
評
曲
と
は
も
と
か
ら
し
て
発
想

が
異
な
る
の
だ
。

た
だ
し
、
こ
の
変
奏
曲
の
主
題
が
自
作
「
プ

ロ
メ
テ
ウ
ス
の
創
造
物
」
に
由
来
す
る
の
は
象

徴
的
。
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
は
大
神
ゼ
ウ
ス
か
ら
火

を
盗
ん
で
人
間
に
与
え
た
神
様
。
人
間
を
創

り
出
し
た
と
も
さ
れ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

視
線
の
先
に
あ
る
の
は
、
そ
う
い
う
領
域
な
の

だ
。作

品
全
体
の
性
格
と
し
て
、
「
英
雄
」
が
若
々

し
い
生
気
に
満
ち
て
い
る
こ
と
、
お
の
ず
と
開

放
的
で
上
機
嫌
な
気
分
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
、
も
う
21
枇
紀
の
私
た
ち
は
認
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
長
い
こ
と
、
こ
の
作
品
は
大
き

フランス・ブリュッヘン（指揮）

ベートーヴェン交響曲全集

18世紀オーケストラ
録音： 2011年

(Glossa) GBSADV-001 (5SACD) 

ヴィルヘルム・

フルトヴェングラー
（指揮）

ウィーン•フィル

録音： 1952年
（ワーナー）

WPCS-23004 

フィリップ・ヘレヴェッヘ
（指揮）

ロイヤルフランダースフィル
録音： 2007年
(Pentatone) 
PTC-5186313 

し

セルジュ・チェリピダッケ（指揮）

ミュンヘンフィル

（ワーナー） WPCS-28168 

サイモン・ラトル（指揮）

ペートーヴェン交轡曲全集

ペルリンフィル

録音-2015年
（キングインターナショナル） KKC-5925 
(SACDハイブリッド）

■ DISC 

交響曲第1番や第2番はまだハイドンの影響が強く、比較的小柄

だった。しかし、その小柄とは、体に合わない小さめの服を着て

いるという感じで、やがて中身がはみ出してしまうことが容易に

想像できた。第3番になってベートーヴェンは、その小さな服を

破り去り、遠慮なく大柄な肉体をさらしたのである。

ヘーゲル (1770-1831)
は馬に乗ったナポレオンを見

て「世界精神」と感じた

回
想
録

「
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ヴ
ァ
ン
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に

関
す
る
覚
書
」
を
執
筆
し
た
弟
子
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・リ
ー

ス

(1
7
8
4
i
1
8
3
8
)。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
献
辞
を
破
り

捨
て
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
こ
の
党
書
に
よ
る

「
英
雄
」

文許光俊◎ドイツ文学

text by Mitsutoshi Kyo 

き
り
が
な
い
。
が、
「英
雄
」
は
そ
う
し
た
も
の

で
は
な
い
。
ま
た
、
神
の
偉
大
さ
を
表
現
し
よ

う
と
し
た
宗
教
音
楽
作
品
も
数
え
き
れ
な
い
。

が
、
む
ろ
ん
「
英
雄
」
は
そ
れ
で
も
な
い
。
端

的
に
言
っ
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
示
し
た
仰

大
さ
と
は
、
神
で
は
な
い
人
間
の
、

し
か
し
天

に
近
づ
こ
う
と
す
る
人
間
の
仰
大
さ
だ
っ
た
。

彼
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
中
に
、
超
人
的
な
仰
大

さ
を
見
た
よ
う
に
思
っ
た
と
い
う
事
実
は
あ
る

だ
ろ
う
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
限
ら
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、

馬
に
乗
っ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
見
て
、
そ
れ
を
「
世

界
精
神
」
だ
と
感
じ
た
。
単
な
る
個
人
を
超

え
た
、
そ
の
時
代
、
そ
の
泄
界
を
動
か
す
大

き
な
何
か
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

日
本
語
で
「
英
雄
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
の

さ
や
深
さ
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。

「
英
雄
」
が
完
成
さ
れ
た
の
は
1
8
0
4
年、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
年
齢
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

が
死
ん
だ
と
き
と
同
じ
く
ら
い
に
差
し
掛
か
っ

こ
ん

て
い
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
渾
身
の
力
作
、
最

後
の
3
つ
の
交
響
曲
を
書
き
上
げ
て
い
た
年
齢

と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ま
だ

若
獅
子
の
ご
と
き
精
力
に
満
ち
満
ち
た
「
英

雄
」
を
書
い
て
い
た
の
だ
。「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」

交
響
曲
の
壮
麗
に
し
て
澄
み
切
っ
た
フ
ー
ガ
と

は
違
っ
た
、
愉
悦
感
が
あ
る
変
奏
曲
で
「
英
雄
」

を
締
め
く
く
ろ
う
と
し
た
。
彼
は
ま
だ
音
の

世
界
の
中
で
遊
ん
で
い
た
。
こ
の
大
作
曲
家
が

晩
年
と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が
か

か
る
。

切

■ DATA 
交響曲第3番変ホ長調

作曲 ：1803年ごろ

初演： 1804年5月、
ロブコヴィッツ邸

（非公開）、

作曲者自身の指揮

1805年4月7日、
アン・デア・ウィーン劇場

（公開）、

作曲者自身の指揮

‘
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生誕250年

BEET 
に
ボ
ン
で
初
演
さ
れ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
と

は
い
え
、
ボ
ン
時
代
の
第
2
番
は

「第
1
稿
」。

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
ロ
ン
ド
は
杏
き
直
さ
れ
、
現
在

の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
に
近
い
も
の
が
作
曲
さ
れ
て

い
っ
た
。

旧
稿
の
ロ
ン
ド
は
W
o
o
 6と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
。
中
間
部
に

4
分
の

2
拍
子
の
悛
美

な
ア
ン
ダ
ン
テ
が
挿
入
さ
れ
、
コ
ー
ダ
の
前
で

独
奏
ピ
ア
ノ
に
長
い
ト
リ
ル
の
フ
レ
ー
ズ
が
現

れ
る
な
ど
、
あ
れ
こ
れ
典
味
深
い
工
夫
も
見

ら
れ
る
け
れ
ど
、
い
わ
ゆ
る

「
カ
ッ
コ
ウ
」
の

モ
テ
ィ
ー
フ
で
始
ま
り
、
演
奏
技
巧
を
見
せ

る
3
度
の
ト
リ
ル
を
長
々
と
弾
い
て
締
め
く

く
る
現
行
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
方

が
格
段
に
音
楽
的
な
性
格
が
明
確
、
作
鼎
技

術
の
面
で
も
成
長
し
て
い
る
。

第
1
楽
章
に
は
本
人
作
の
カ
デ
ン
ツ
ア
が
残

さ
れ
て
い
て
、
即
典
演
奏
な
ど
で
披
露
し
た
で

あ
ろ
う

「
弾
き
ま
く
り
」
の
様
子
も
想
像
で

き
る
。
第
2
楽
章
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
の
多
く
の
緩
徐
楽
章
と
同
じ
く
、
オ

ペ
ラ
の

一
場
面
を
思
い
出
さ
せ
る
。

第
2
番
は
ベ

ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
が
ウ
ィ
ー
ン

へ
と
進
出
し
て
以
降
、

3
度
改
訂
さ
れ
、
最

終
稿
の
第
4
稿
は

1
7
9
8
年

10
月
に
行
わ

れ
た
プ
ラ
ハ
で
の
演
奏
会
で
初
演
、
現
行
の

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
完
成
し
た
。
改
訂
し
な
が

ら
自
ら
の
作
曲
技
術
と
ピ
ア
ニ
ズ
ム
を
鍛
え

上
げ
て
い
っ
た
而
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

6
曲

の
中
で
は
、
演
奏
さ
れ
な
い
方
に
属
す
る
曲

で
は
あ
る
け
れ
ど
（
最
も
演
奏
さ
れ
な
い
の

は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
を
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
に
仕
立
て
直
し
た
怪
作
「
第

6
番
」
）
、
第

2
番
が
存
在
し
な
け
れ
ば
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
明
ら
か
な
欠
落
が
生
じ
る
。

● DATA 

ヒアノ協奏曲
第1番•第2番

古
典
派
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
の
演
奏
が
課
さ
れ

る
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
か
え
っ
て
耳
に
す
る
機
会

が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
2
番
を
レ
パ
ー
ト
リ
ー

に
持
ち
、
ウ
ィ
ー
ン
で
作

lul修
業
に
音
楽
活

エ
ト
ヴ
ィ
ン

・フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
(1
8
8
6
1
1
9
6
o
)
 

ス
イ
ス
出
身
で
ドイ
ツ
で
活
躍
し
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
指
揮
者
。

■

2
番
の
次
に
1
番
を
作
曲

経
験
を
反
映
し
た
高
い
完
成
度

グレン・グールド（ピアノ）

ピアノ協奏曲第2番
バッハ：ピアノ協奏曲第1番
レナード・バーンスタイン（指揮）

ニューヨークフィル
（ソニー） SIじじ1公l:l( 

内田光子（ビアノ）

ペートーヴェン・ピアノ協奏曲全集

クルト・ザンデルリング（指揮）

ロイヤルコンセルトヘポウ管弦楽団
パイエルン放送交響楽団
(Decca) 4756757 

ヴィルヘルム・ケンプ
(1895-1991) 

ドイツのピアニスト、オルガニスト。

■ DISC 

ピアノ協奏曲第1番ハ長調作品15

作曲 ：1793年

初演．〈第1稿〉
1795年3月29、30日、ブルク劇場

指揮はサリエリ

〈改訂版〉 1800年4月2日

ピアノ協奏曲第2番変口長調作品19
作曲 ：1786年

初演：〈第1稿〉 1790年、ポン（？）

〈第4稿〉 1798年10月、プラハ

第 1番は多くの場合、

最初に手掛けることになる初学者向けのピアノ協奏曲だ。

だから腕の立つ子どもでも十分弾きこなせるけれど、

そこはベートーヴェン、功成り名を遂げた巨匠ピアニストが

弾いても立派に響いて軽妙な味が醸し出される。

キャリアの最初に弾いて最後に帰ってくる

ピアノ協奏曲でもあるのだ。

ヴィルヘルム・バックハウス（ピアノ）

ピアノ協奏曲第 1番＆第2番

ハンス • シュミット＝ィッセルシュテット（指揮）
ウィーン•フィル
録音― 1958、59年
（ユニバーサル） UCCD-9166 

文高久暁◎音楽学・音楽評論

text by Sataru Takaku 

言
う
ま
で
も
な
く
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
作

曲
家
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
活
動
の
初
期
に
は
、
自

作
自
演
を
前
提
と
す
る
作
品
だ
っ
た
ピ
ア
ノ

を
含
む
楽
曲
が
と
り
わ
け
重
要
だ
っ
た
。
記

譜
さ
れ
た
曲
の
演
奏
に
即
興
演
奏
、
ソ
ロ
仙
、

ピ
ア
ノ
・
ト
リ
オ
な
ど
の
室
内
楽
と
あ
る
な

か
、
晴
れ
の
舞
台
と
な
っ
た
の
が
、
多
数
の

聴
き
手
の
集
う
大
会
場
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

演
奏
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
協
奏
鼎
だ

っ
た
。

広
告
や
記
事
も
出
た
こ
の
種
の
演
奏
会
は

演
目
や
様
子
が
わ
か
っ
て
あ
り
が
た
い
け
れ

ど
、
単
に

「ピ
ア
ノ
協
奏
曲
」
と
だ
け
書
か

れ
た
こ
と
も
多
い
か
ら
、
ど
の
訓
を
演
奏
し

た
か
が
確
定
し
が
た
い
の
が
ネ
ッ
ク
と
な
る
。

そ
し
て
常
に
作
品
の
質
的
向
上
を
怠
ら
な

か
っ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
だ
か
ら
、

主
要
な
浙

奏
の
前
後
で
改
訂
作
業
が
行
わ
れ
た
。

動
を
始
め
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、

1
7
9
3

年
か
ら
新
し
い
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
の
作

llhを
開

始
し
た
。
こ
れ
が
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
1
番
ハ
長

調
作
品
15
で
、
第
1
稿
の
初
演
は
音
楽
家
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
公
的
デ
ビ
ュ
ー
」
の
場
に
も

な
っ
た

95
年
3
月
29
、
30
日
の
プ
ル
ク
刺
場
で

の
コ
ン
サ
ー
ト
、
改
訂
版
の
初
演
は
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が
初
め
て
主
催
し
た
自
主
公
浙
、
今

で
言
え
ば
作
曲
家
の
作
品
個
展
に
相
当
す
る

1
8
0
0
年
4
月
2
日
に
行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ー

ト
だ
っ
た
。
こ
の
改
訂
を
経
て
協
奏
曲
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
部
分
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
テ
ィ
ン
パ

二
も
含
む
交
押
曲
の
標
準
的
な
編
成
へ
発
展

し
た
。
ウ
ィ
ー
ン
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
の
反
映

が
あ
る
の
だ
ろ
う
、
完
成
度
が
高
い
。
第

1

さ
っ
そ
う

楽
章
、
第
1
主
題
の
颯
爽
と
し
た
身
振
り
も

良
い
も
の
だ
け
ど
、
聴
き
も
の
は
展
開
部
の

最
後
、
ピ
ア
ニ
シ
モ
の
和
音
で
聴
き
手
の
気
を

引
い
て
お
い
て
、
い
き
な
り
フ
ォ
ル
テ
ッ
シ
モ

で
楽
器
の
全
音
域
を
オ
ク
タ
ー
ヴ
の
グ
リ
ッ
サ

ン
ド
で
駆
け
下
り
て
再
現
部
へ
と
入
る
と
こ
ろ

だ
。
若
い
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
な
ら
で
は
の
外
連

み味
を
感
じ
さ
せ
る
こ
の
音
楽
の
運
び
方
、
作

曲
の
師
ハ
イ
ド
ン
が
ロ
ン
ド
ン
旅
行
で
作
曲
・

初
演
し
た

《交
評
曲
第
94
番
「
驚
愕
」
》
か
ら

■

合
計
11
回
、
本
人
が
独
奏

國
マルタ・アルゲリッチ（ビアノ）

ピアノ協奏曲第1番、交響曲第1番

小澤征爾 （指揮）水戸室内管弦楽団
（ユニバーサル） UCCD-1452 

ロナルド・ブラウティハム
（フォルテピアノ）

ピアノ協奏曲第1番＆第3番

アン ドリュー •バロット（指揮）

ノールショピング交響楽団
(BIS) BISSA-1692 
(SACOハイブリッド）

ロナルド・ブラウティハム
（フォルテピアノ）

ピアノ協奏曲第2番、第0番Wo04ほか
アンドリュー・バロット（指揮）

ノールショピング交響楽団
(BIS) BISSA-1792 
(SACDハイブリッド）

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
音
楽
家
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
大
き

な
貢
献
を
果
た
し
た
の
が
、
少
な
く
と
も
合

計
11
回
、
作
曲
者
本
人
の
独
奏
で
演
奏
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

1

番
作
品
15
と
第
2
番
作
品
19
だ
っ
た
。

こ
れ
ら

2
血
以
前
に
作
曲
さ
れ
た
ピ
ア
ノ

協
奏
鼎
も
あ
っ
た
。

13
歳
の
と
き
に
書
か
れ

た
ピ
ア
ノ
協
奏

rtb変
ホ
長
調
（
《皇
帝
》
や
《英

雄
》
の
調
だ
）

W
o
o
4
だ
。
「第
0
番
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
一

部
不
完
全
な
ピ

ア
ノ
独
奏
譜
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
編
成
は
わ
か
っ
て
い
て
（
フ

ル
ー
ト

1
、
オ
ー
ボ
エ
、
フ

ァ
ゴ
ッ
ト
、
ホ
ル

ン
各
2
に
弦
楽
器
の
小
編
成
）
楽
譜
に
楽
器

の
名
前
も
書
い
て
あ
る
か
ら
、
オ
ー
ケ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
独
奏
部
分
の
不
足
を

補
う
の
は
、
心
得
た
プ
ロ
で
あ
れ
ば
大
き
な

難
事
で
は
な
い
。
だ
か
ら
補
筆
完
成
版
が
い

く
つ
か
存
在
す
る
。
今
日
も
っ
と
聴
か
れ
て

も
よ
い
鼎
だ
。

ソ
ロ
の
パ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
の
ち
の
ピ
ア
ノ
・

ソ
ナ
タ
で
活
用
さ
れ
る
も
の
が
次
々
に
現
れ
、

楽
章
間
の
バ
ラ
ン
ス
も
良
好
だ
。
同
時
代
の

ピ
ア
ノ
協
奏
仙
の
ス
タ
イ
ル
の
学
習
は
こ
れ

1
曲
で
十
分
、
最
優
秀
で
修
了
合
格
と
見
な

さ
れ
る
。

次
に
作
曲
さ
れ
た
の
が
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

2
番
だ
っ
た
。
1
7
8
6
年
か
ら
作
曲
、

90
年

の
影
評
だ
ろ
う
か
。

こ
の
グ
リ
ッ
サ
ン
ド
、
オ
ク
タ
ー
ヴ
の
苦
手

な
弾
き
手
は
単
音
で
最
高
音
か
ら
低
音
ま
で

流
す
よ
う
に
弾
く
だ
ろ
う
。
音
域
の
広
が
っ

た
モ
ダ
ン
・
ピ
ア
ノ
で
は

1
オ
ク
タ
ー
ヴ
上
か

ら
弾
き
始
め
る
「
伝
統
」
も
作
ら
れ
、
例
え

ば
エ
ト
ヴ
ィ
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
や
ヴ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
・
ケ
ン
プ
は
そ
の
よ
う
に
弾
い
て
い
た
。

あ
る
い
は
彼
ら
以
前
か
ら
存
在
す
る
演
奏
習

恨
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
2
楽
章
は
変
イ
長
調
。
カ
ン
タ
ー
ビ
レ

の
旋
律
が
極
雅
で
心
地
よ
い
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
高
弟
チ
ェ
ル
ニ
ー
に
よ
れ
ば
、
楽
曲
の
性

格
は
「
安
ら
ぎ
と
精
神
的
浄
化
」
と
規
定
さ

れ
る
。
第

3
楽
章
の
ロ
ン
ド
は
快
活
な
遊
び

の
感
覚
に
満
ち
て
い
て
楽
し
い
。
イ
短
調
の
主

題
に
は
と
ぽ
け
た
味
の
ユ
ー
モ
ア
も
息
づ
い
て

い
て
面
白
く
聴
け
る
。

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
に
も
小
高
い
丘
か
ら
超
エ
ベ

レ
ス
ト
級
ま
で
難
易
度
が
あ
っ
て
、
勉
強
の
順

番
も
あ
る
も
の
だ
け
ど
、
第
1
番
は
多
く
の

場
合
、
最
初
に
手
掛
け
る
こ
と
に
な
る
初
学

者
向
け
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
だ
。
だ
か
ら
腕
の

立
つ
子
ど
も
で
も
十
分
弾
き
こ
な
せ
る
け
れ

ど
、
そ
こ
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
功
成
り
名
を

遂
げ
た
巨
匠
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
弾
い
て
も
立
派
に

響
い
て
軽
妙
な
味
が
醸
し
出
さ
れ
る
。
キ
ャ

リ
ア
の
最
初
に
弾
い
て
最
後
に
帰
っ
て
く
る
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
で
も
あ
る
の
だ
。

生
誕
2
5
0
年
の
メ
モ
リ
ア
ル

・
イ
ヤ
ー
を

好
機
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
へ
の
認
識
も

改
め
ら
れ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ

を
32
血
で
な
く
35
訓
と
見
な
す
の
が
そ
の
好

例
だ
け
ど
、
ピ
ア
ノ
協
奏
訓
も
5
曲
で
は
な

く、

6
曲
プ
ラ
ス
初
期
作
品
と
見
な
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

m-

■

2
番
の
カ
デ
ン
ツ
ア
は

「
弾
き
ま
く
り
」

.13歳のと
き
に
書
い
た

0
番

31 MOSTLY CI.AS~IC ． ー
MOSTLY CLASSIC 30 



生誕250年

BEET 

ヒアノ協奏曲
第3番

■ DISC 

繭アルトゥーロ・ペネデッティ・
ミケランジェリ（ピアノ）

ピアノ協奏曲第3番＆第1番＆第5番
ピアノ・ソナタ第4番

カルロ＝マリア・ジュリーニ（指揮）
ウィーン交響楽団

（タワーレコード） PROC-2070 
(SACOハイブリッド）

エミール・ギレリス
（ピアノ）

ピアノ協奏曲全集

ジョージ • セル（指揮）
； クリーヴランド管弦楽団

（タワーレコード）

TDSA-8 
(SACOハイブリッド）

マルク＝アンドレ・

アムラン（ピアノ）

ピアノ協奏曲
第3番第1楽章
（編曲とカデンツァ
シャルル＝ヴァランタン • アルカン）
アルカン： 3つの大練習曲 op.76、他
ウイグモア・ホール・ライブ
(Hyperion) CDA-66765 

文高久暁◎音楽学・音楽評論

text by Sataru Takaku 

形式面では

先の2曲のピアノ協奏曲の作曲経験が生かされ、

スケール感豊かに構築され、

音楽には中期の傑作を予告する

円熟味を帯び始めている。

る
の
を
聴
き
、
耳
の
疾
病
に
悩
ん
で

『
ハ
イ
リ

ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
遺
書
』
を
し
た
た
め
て
い

る
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
を
眺
め
、

「
こ
れ
か
ら
は

『新
し
い
道
』
を
進
む
」
と
友
人
や
弟
子
に
宣

言
し
て
3
鼎
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
作
品

31
や
作

品
3
4
.
3
5
の
ピ
ア
ノ
変
奏
曲
を
作
仙
中
の
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
見
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

形
式
面
で
は
先
の
2
曲
の
ピ
ア
ノ
協
奏
血

の
作
曲
経
験
が
生
か
さ
れ
、
ス
ケ
ー
ル
感
豊

か
に
構
築
さ
れ
、

音
楽
に
は
中
期
の
傑
作
を

予
告
す
る
円
熟
味
を
帯
び
始
め
て
い
る
。
何

■ DATA 
ピアノ協奏曲第3番ハ短調作品37
作曲 .1796~1803年

初演:1803年4月5日、
アン・デア・ウィーン劇場

作
曲
の
開
始
は

1
7
9
6
年
、
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
第

1
番
（
初
稿
）
が
初
演
さ
れ
た
翌
年

だ
。
と
こ
ろ
が
演
奏
の
機
会
が
な
か
な
か
訪
れ

な
か
っ
た
。
以
前
は

1
8
0
0
年
4
月
2
日
に

プ
ル
ク
劇
場
で
行
わ
れ
た
演
奏
会
で

「初
演
」

さ
れ
た
と
い
う
説
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
と

き
演
奏
さ
れ
た
の
は
第
1
番
の
決
定
稿

（
北

現
在
出
版
さ
れ
て
い
る
版
）
で
あ
る
こ
と
が
研

究
に
よ

っ
て
判
明
、

03
年
4
月
5
日
に
ア
ン
・

デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
劇
場
で
行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ー

ト
で
初
め
て
演
奏
さ
れ
た
。

こ
の
演
奏
会
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
が
自
ら
主

催
し
た

2
度
目
の
佃
し
で、

今
で
言
う
な
ら

作
曲
家
の

「作
品
個
展
」
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
第

3
番
に
交
評
仙
第
1
番
（
再

浙
）
と
第
2
番

（初
演
）、
オ
ラ
ト
リ
オ

《
オ
リ
ー

ヴ
山
上
の
キ
リ
ス
ト
》（
初
演
）、
さ
ら
に
何
か

演
奏
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
長
す
ぎ

る
大
コ
ン
サ
ー
ト
だ

っ
た
。
オ
ラ
ト
リ
オ
は
記

録
に
残
る
だ
け
で
生
前
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
国
で

約
80
回
演
奏
さ
れ
た
ヒ

ッ
ト
曲
と
な
っ
た
。

だ
か
ら
、
棚
か
引
き
出
し
に
置
か
れ
て

（？
）

す
い
こ
う

折
に
触
れ
椎
敲
の
箪
が
重
ね
ら
れ
た
で
あ
ろ

う
ピ
ア
ノ
協
奏
血
第
3
番
の
自
箪
譜
は
、

部

屋
の
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
1
番
や
第
2
番
を
練
習
す

シャルル＝ヴァランタン・

アルカン (1813-88)

フランスの作曲家・ピアニ

スト。超絶技巧のピアノ作

品を書いた。

カール・チェルニー

(1791-1857) 

10歳のとき、ベートーヴェ
ンの前でピアノ・ソナタ第8
番「悲愴」を弾いて認められ、

弟子入りした。

よ
り
の
証
拠
は
第
1
楽
章
の
第
1
主
題
だ
ろ

う
。
付
点
リ
ズ
ム
を
和
ら
げ
て
長
調
に
直
す

と、

《運
命
》
終
楽
章
の
第
1
主
題
と
ほ
ぽ
同

じ
に
な
る
。
第
1
主
題
の
堂
々
毅
然
と
し
た
身

振
り
、
第
2
主
題
の
格
調
高
い
抒
情
的
な
表

情
は
、
先
立
つ
2
曲
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
に
な
い

も
の
だ
。

第
2
楽
章
は
ホ
長
調
。
こ
の
協
奏
曲
を
作

曲
者
の
下
で
学
び
、
初
演
の
演
奏
も
聴
い
た

弟
子
チ
ェ
ル
ニ
ー
の
回
想
が
典
味
深
い
。
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
曲
頭
8
小
節
の
主
題
を
弱
音
ペ

ダ
ル
と
ダ
ン
パ
ー
・
ペ
ダ
ル
を
踏
み
変
え
ず
に

演
奏、

忘
れ
が
た
い
印
象
を
与
え
た
と
い
う
。

「
は
る
か
彼
方
で
鳴
る
、
こ
の
世
の
も
の
と
は

思
え
な
い
神
聖
な
牌
き
」
が
こ
の
楽
章

へ
の

チ
ェ
ル
ニ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。

第
3
楽
章
は
ロ
ン
ド
。
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
2

番
の
終
楽
章
と
音
楽
の
運
び
方
が
類
似
し
て

は
い
る
け
れ
ど
、
こ
ち
ら
の
方
が
音
楽
の
作
り

が
緊
密
だ
。
そ
し
て
ハ
長
調

・
8分
の

6
拍
子

か

せ

い

に
変
化
す
る
急
速
な
コ
ー
ダ
を

一
気
呵
成
に
弾

き
切
れ
ば
拍
手
喝
采
間
違
い
な
し
。
先
の

2

鼎
に
比
べ
て
演
奏
効
果
が
格
段
に
高
め
ら
れ

て
い
る
。

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
の
勉
強
で
は
、

第
1
番
と
並

ん
で
初
め
の
こ
ろ
に
弾
か
れ
る
曲
だ
け
ど
、
レ

パ
ー
ト
リ
ー
に
す
れ
ば

一生
も
の
だ
。
カ
デ
ン

ツ
ア
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
の
作
曲
し
た
も

の
が
演
奏
さ
れ
る
の
が
常
だ
け
ど
、
シ
ャ
ル
ル

11

ヴ
ァ
ラ
ン
タ
ン
・
ア
ル
カ
ン
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
伴
奏
に
よ
る
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
の
演
奏
機
会
の

少
な
か
っ
た
19
世
紀
半
ば
に
あ
っ
て
、
第
1
楽

章
を
1
人
で
弾
け
る
よ
う
に
編
曲
、

第

1
主

題
を
長
調
に
直
し
た
旋
律
を

《
運
命
》
終
楽

章
の
主
題
と
対
位
法
的
に
組
み
合
わ
せ
る
と

い
う
キ
テ
レ
ツ
か
つ
超
絶
技
巧
満
載
の
カ
デ
ン

ツ
ア
を
残
し
た
。一

聴
に
値
す
る
。

初
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生謳250年

BEET 

プロイセン国王フリードリヒ・

ヴィルヘルム2世

は
、
ボ
ン
時
代
の
ス
ケ
ッ
チ
の

一
部
を
も
と
に
、

1
7
9
3
年
秋
頃
に
着
手
、
翌
年
に
完
成
さ

せ
た
。
第
1
楽
章
は
古
典
的
な
均
整
美
に
溢

れ
て
お
り
、
第
2
楽
章
の
主
題
は
14
歳
の
時

に
作
曲
し
た

「ピ
ア
ノ
四
重
奏
曲

W
o
0
3
6
1

3
」か
ら
転
用
さ
れ
た
。
第
3
楽
章
は
メ
ヌ
エ
ッ

ト
で
第
4
楽
章
は
ロ
ン
ド
・
ソ
ナ
タ
形
式
。

「第
2
番
」
は

「第
1
番
」
に
比
べ
、
内
容
、

規
模
と
も
飛
躍
的
に
充
実
し
て
い
る
が
、

94

年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
作
曲
さ
れ
た
。
第
1

楽
章
は
ソ
ナ
タ
形
式
、
第
2
楽
章
は
ロ
ン
ド
形

式
、
第
3
楽
章
は
ス
ケ
ル
ツ
ォ
で
ト
リ
オ
を
持

つ
複
合
＝一
部
形
式
を
採
っ
て
お
り
、
第
4
楽
章

ロ
ン
ド
は
ピ
ア
ニ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
。

そ
し
て
「
第
3
番
」
は
ウ
ィ
ー
ン
に
進
出
し

て
か
ら
創
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、

第
1
楽
章
に
は
や
は
り
同
じ
「
ピ
ア
ノ
四
重

奏
曲
」
が
転
用
さ
れ
、
即
興
的
な
風
趣
も
示

さ
れ
る
。
第
2
楽
章
は
2
つ
の
部
分
が
交
互
に

現
れ
、
第
3
楽
章
は
ス
ケ
ル
ツ
ォ
、
長
大
な
規

模
を
持
つ
第
4
楽
章
は
ロ
ン
ド
形
式
を
採
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
1
7
9
6
年
、
ザ
ク
セ

ン
選
帝
侯
の
宮
廷
や
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
2
世
の
宮
廷
で
御
前

演
奏
に
臨
ん
だ
。「
第
4
番
変
ホ
長
調

8
7」

は
そ
の
年
に
着
手
さ
れ
、
翌
年
に
は
完
成
し

て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
若
々

し
い
生
命
力
と
優
し
い
情
感
が
織
り
込
ま
れ
、

「
伽

10
」
の
ソ
ナ
タ
も
、
正
確
な
成
立
年

代
や
作
曲
動
機
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
現
在
で
は
「
第
5
番
」
と
「
第
6
番」

は
1
7
9
7
年
に、

「第
7
番
」
は
98
年
に
作

曲
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
同
年
9
月

ウ
ィ
ー
ン
の
ヨ
ー
ゼ
フ
・
エ
ー
ダ
ー
社
か
ら
出

版
さ
れ
た
。
プ
ロ
ウ
ネ
伯
爵
夫
人
ア
ン
ナ
・
マ

ル
ガ
レ
ー
テ
に
献
呈
さ
れ
て
い
る
。

「第
5
番
」
は
3
楽
章
す
べ
て
が
ソ
ナ
タ
形

式
で
書
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
。
「第
6
番」

は、

主
和
音
の
連
打
と

3
連
符
が
印
象
的
な

第
1
楽
章
、
ス
ケ
ル
ツ
ォ
楽
章
と
思
わ
れ
る
第

2
楽
章
は
自
由
な
構
成
で
、
単

一主
題
と
い
う

古
典
的
手
法
で
構
成
さ
れ
た
第
3
楽
章
の
再

現
部
に
は
即
典
的
変
奏
が
置
か
れ
て
い
る
。

「第
7
番
」
は
再
び
4
楽
章
構
成
を
採
っ
た

■

3
楽
章
全
て
ソ
ナ
タ
形
式
の
5
番

性
格
を
異
に
す
る
多
彩
な
素
材
や
対
位
法
的

な
複
旋
律
が
絡
む
楽
想
が
見
事
な
バ
ラ
ン
ス

で
配
置
さ
れ
て
い
る
。
弟
子
の
ア
ン
ナ
・
ル
イ
ー

ゼ
・
バ
ル
バ
ラ
に
献
呈
さ
れ
た
。

■ DATA 
ピアノ・ソナタ

作曲 ：

第1番へ短調 Op2-1 (1794年）

第2番イ長調 Op.2-2 (1795年）

第3番ハ長調 Op.2-3 (1795年）

第4番変ホ長調 Op.7 (1797年）

第5番ハ短調 Op.10-1(1797年）

第6番へ長調 Op10-2 (1797年）

第7番二長調 Op10-3 (1798年）

第8番ハ短調「悲愴」Op13(1799年）

第9番ホ長調 Op.14-1(1799年）

第10番 卜長調 Qp14-2(1799年）

ペートーヴェンが で書いた

ビアノ・ソナタ
第1番～第10番

■

「
頭
と
心
の
戦
い
」
の
作
品

14

ソ
ナ
タ
。
第
1
楽
章
は
オ
ク
タ
ー
プ
の
ユ
ニ
ゾ

ン
で
始
ま
り
、
暗
鬱
な
が
ら
美
し
い
第
2
楽
章
、

メ
ヌ
エ

ッ
ト
の
第
3
楽
章
に
は
低
美
な
安
堵
が

湛
え
ら
れ
て
い
る
。
第
4
楽
章
ロ
ン
ド
は
対
話

の
よ
う
に
展
開
す
る
。

や
は
り
作
曲
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、

1
7

9
9
年
12
月
に
は

「
8
1
4
」
と
し
て

「第
9
番

ホ
長
調

8
1
4
1
1
」
、
「
第

10
番
卜
長
調
8
1
4
1

2
」
が
括
ら
れ
て
出
版
さ
れ
た
。
つ
ま
り
「
第

8
番

《悲
愴
》」
を
書
き
上
げ
た
直
後
に
は
「
第

9
番
」
に
着
手
、

98
年
に
は
既
に
仕
上
が
っ
て

い
た
よ
う
だ
。

メ
ヌ
エ

ッ
ト
、
或
い
は
ス
ケ
ル
ツ
ォ
楽
章

が
省
略
さ
れ
た
3
楽
章
構
成
を
採
っ
て
お
り
、

第
1
楽
章
は
瞑
想
的
で
長
調
と
短
調
と
の
転

マウリツィオ・ポリーニ

（ピアノ）

ピアノ• ソナタ全集
(DG) 4794120 (BCD) 

ベーター・レーゼル
（ピアノ）

ピアノ・ソナタ全集

（キング） KICC-1428 (9CD) 

■ DISC 

ヴィルヘルム・バックハウス（ピアノ）

ピアノ・ソナタ第4、5、6、7番
（ユニバーサル） UCCD-9158 

当時4楽章構成が採り入れられていたのは主に交響曲。

つまりベートーヴェンはピアノ・ソナタに対し、

交響曲のように巨大なスケールを織り込み、

作品の内容をより充実させようとしたのであろう。

それは同時に、常に革新的な境地を目指した

ベートーヴェンならではの挑戦でもある。

文真嶋雄大 ◎音楽評論家

text by Yudoi Mojima 

ペートーヴェンに対位法を教えた

ヨハン・パプティスト・シェンク

(1753-1836) 

I 

I 

I : ______ -

ベートーヴェンに和声と

対位法を教えたヨハン・

ゲオルク ・アルブレヒ

ッペルガー (1736-
1809)。ウィーンのシュ
テファン大聖堂の楽長

を務めた

ペートーヴェンも高く評価

したアントン・ワルターの

フォルテビアノ（ウィーン

楽器博物館）

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、

1
7
8
1
年
頃
か
ら

宮
廷
オ
ル
ガ
ン
奏
者
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ゴ

ッ

ト
ロ
ー
プ

・
ネ
ー
フ
ェ
に
、

92
年
か
ら
赴
い
た

ウ
ィ
ー
ン
で
は
ハ
イ
ド
ン
に
師
事
し
た
。
け

れ
ど
も
多
忙
を
極
め
て
い
た
ハ
イ
ド
ン
の
レ

ッ

ス
ン
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
満
足
さ
せ
る
も
の

で
は
な
く
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ア
ル
ブ
レ
ヒ

ッ
ベ
ル
ガ
ー
や
シ
ェ
ン
ク
に
も
対
位
法
を
学
ん

だ
。
そ
し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
次
々
と
習
作

を
書
き
上
げ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

や
が
て
「

8
（
作
品
）

2
」
で
括
ら
れ
た

3

曲
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
が
完
成
、

1
7
9
6
年

に
は
ウ
ィ
ー
ン
の
ア
リ
タ
リ
ア
社
か
ら
出
版
さ

れ
、
ハ
イ
ド
ン
に
献
呈
さ
れ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
を
鑑
み
る
と
、
初
期
の

3
曲
の
「
選
帝
侯
ソ
ナ
タ
」
は
、
す
べ
て
3
楽

章
構
成
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
作
品
番
号
を
付

け
た
「
第
1
番
へ
短
調

8
2
1
1
」
、
「
第
2
番

イ
長
調

8
2
,
2
」、「
第
3
番
ハ
長
調

8
2
1

■

作
品
2
な
ど
は
4
楽
章
構
成

ロナルド・ブラウティハム
（フォルテピアノ）

ピアノ・ソナタ全集

(Bis) BISSA-2000 (9SACD) 

マレイ・ベライア（ピアノ）

ピアノ・ソナタ第 1、2、3番
（ソニー） SRCR-9806 

アンドラーシュ・シフ（ピアノ）

ピアノ • ソナタ第 1.、2、3、4番
（ユニバーサル） UCCE-9525 (2CD) 

せ
き
り
ょ
う

調
に
よ
る
変
化
が
著
し
く
、
第
2
楽
章
は
寂
蓼

感
と
言
い
知
れ
ぬ
焦
燥
が
湛
え
ら
れ
、
そ
し

て
第
3
楽
章
は
色
彩
的
変
化
に
満
ち
て
い

る
。
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
「
5
1
4
」
の
2
曲
に

関
し
、
「
対
話
形
式
に
よ
る
2
つ
の
原
理
の
間
の

闘
争
」
、
或
い
は
「
頭
と
心
の
戦
い
」
と
語
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「第
10
番
」
と
「
第
9
番
」
は
作
曲
時
期
も

ほ
ぼ
同
様
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
第
9
番」

と
と
も
に
曲
調
は
叙
情
的
で
愛
ら
し
く
、
ソ

ナ
チ
ネ
の
よ
う
な
風
趣
を
有
し
て
い
る
た
め
、

学
習
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

し
か
し
な
が
ら
第
1
楽
章
は
ロ
マ
ン
派
の
よ

う
な
繊
細
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
性
格
が
湛
え
ら

れ
、
第
2
楽
章
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
中
期
以

降
に
活
用
し
た
変
奏
曲
が
初
め
て
使
わ
れ
て

い
る
。
第
3
楽
章
は
ス
ケ
ル
ツ
ォ
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
実
際
は
ロ
ン
ド
。
制
作
過
程
の
過
渡

期
的
な
方
向
を
も
示
し
て
は
い
る
が
、
ユ
ー
モ

ア
に
満
ち
た
楽
章
で
あ
る
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
ハ
イ
ド
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
か
ら
連
な
る
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
の
大
き
な
潮

流
の
頂
点
で
あ
る
「
第
11
番
」
へ
と
続
く
。
印

で
は
各
曲
の
詳
細
は
ど
う
か
。「
第
1
番
」

■

4
番
の
若
々
し
い
生
命
力

3
」、「
第
4
番
変
ホ
長
調

8
7」
に
つ
い
て
は

い
ず
れ
も
4
楽
章
構
成
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
ハ
イ
ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
な
ど
、

そ
れ
ま
で
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
に
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
構
成
で
、
当
時
4
楽
章
構
成
が
採
り

入
れ
ら
れ
て
い
た
の
は
主
に
交
評
曲
。
つ
ま

り
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
に
対

し
、
交
響
曲
の
よ
う
に
巨
大
な
ス
ケ
ー
ル
を
織

り
込
み
、
作
品
の
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
よ

う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
同
時
に
、
以

前
か
ら
踏
襲
さ
れ
た
伝
統
的
様
式
を
打
破
し
、

常
に
革
新
的
な
境
地
を
目
指
し
た
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
な
ら
で
は
の
挑
戦
で
も
あ
る
。

そ
の
試
み
は
「
第
5
番
ハ
短
調

8
1
0
1
1
」

に
な
っ
て
、

3
楽
章
構
成
に
戻
さ
れ
た
。
け

れ
ど
も
こ
れ
は
伝
統
的
手
法
へ
の
単
な
る
回

帰
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
確
か
に
「
第
5

番
」
で
は
通
常
第
3
楽
章
に
匹
敵
す
る
ス
ケ

ル
ツ
ォ
な
い
し
は
メ
ヌ
エ

ッ
ト
が
割
愛
さ
れ
て

い
る
が
、

当
初
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
構
想
し
て

い
た
の
は
4
楽
章
構
成
の
ソ
ナ
タ
で
あ
り
、
そ

こ
に
は
1
7
9
6
年
2
月
か
ら
半
月
ほ
ど
か
け

て
行
っ
た
プ
ラ
ハ
や
ベ
ル
リ
ン
ヘ
の
旅
行
の
影

響
か
ら
と
見
る
向
き
も
あ
る
。
伝
統
的
様
式

に
根
ざ
し
た
ベ
ル
リ
ン
に
対
す
る
印
象
を
反
映

し
て
い
る
の
で
は
と
い
う
訳
で
あ
る
。

同
じ

3
楽
章
構
成
の
「
第
6
番
へ
長
調

8

1
0
,
2
」
は
緩
徐
楽
章
が
割
愛
さ
れ
、
古
典

的
な
急
ー
緩
ー
急
と
い
う
ス
タ
イ
ル
か
ら
急
ー

急
ー
急
と
い
う
形
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
し
て

「
第
7
番
二
長
調

8
1
0
1
3
」
で
は
再
び

4
楽

章
形
式
を
採
っ
た
。
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ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ヴ
ァ
ン
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン

(
1
7
7
o
-
..... 8
2
7
)
が
創
作
し
た
ピ

ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
は
、
青
年
期
の
習
作
的
な
3
鼎

の

「
選
帝
侯
ソ
ナ
タ
」
や
学
習
的
な
ソ
ナ
チ

ネ
を
含
め
る
と
、
そ
の
数
は
少
な
く
と
も

37

曲
に
達
す
る
が
、
と
り
わ
け
作
品
番
号
の
付

け
ら
れ
た

32
曲
の
ソ
ナ
タ
は
、

青
年
時
代
か

つ
づ

ら
最
晩
年
に
至
る
ま
で
連
綿
と
書
き
綴
ら
れ
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
曲
技
法
に
お
け
る
様
式

的
変
化
を
映
し
出
す
の
み
な
ら
ず
、
ピ
ア
ノ

音
楽
の
発
展
や
楽
器
と
し
て
の
変
遥
を
物
語

る
上
で
極
め
て
重
要
な
作
品
群
と
な
っ
て
い

る
。そ
の
た
め
指
揮
者
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ハ
ン
ス
・

フ
ォ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、

J
・S
・バ

ッ
ハ
の
「
平

均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
」
を
旧
約
聖
書
に
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

32
血
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ

を
新
約
聖
書
に
喩
え
た
。

｀

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
に
限
ら
ず
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
創
作
に
あ
た
っ
て
常
に
前
作
を
否
定

し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
新
し
い
地
平
を
切

り
拓
い
て
い
っ
た
。
ゆ
え
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

■

「
新
約
聖
書
」
に
た
と
え
ら
れ
る

ソ
ナ
タ
に
は
著
し
い
独
創
性
と
凝
縮
さ
れ
た

美
、
そ
し
て
深
い
精
神
性
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
楽
器
と
し
て
の
ピ
ア
ノ
の
発
展
も
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
行
中
を
押
し
た
。
幼
少
期
に
は

チ
ェ
ン
バ
ロ
や
ク
ラ
ヴ
ィ
コ
ー
ド
な
ど
の
鍵
盤

楽
器
に
親
し
ん
だ
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
時
代

と
と
も
に
改
良
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
を
次
々
と
贈

ら
れ
、
鍵
盤
数
も
増
え
、
音
砿
も
農
か
に
な
り
、

ハ
ン
マ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
増

大
し
た
最
新
式
の
楽
器
で
幅
広
い
表
現
の
創

作
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
悲
愴
」
は

1
7
9
9年
秋
に
出
版
さ

■ DISC 

ヴィルヘルム・バックハウス
（ピアノ）

ピアノ• ソナタ第8番「悲愴」、
第14番「月光」、
第21番「ワルトシュタイン」、

第23番「熱情」
（ユニバーサル） UCCD-7278 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を

■

自
身
が
タ
イ
ト
ル
を
付
け
る

エミール・ギレリス（ピアノ）

ピアノ• ソナタ第8番「悲愴」、
第14番「月光」、第23番「熱情J
（ユニバーサル） UCCS-9176 

ルドルフ・ゼルキン（ピアノ）

ピアノ・ソナタ第8番「悲恰」、
第14番「月光」、
第23番「熱情」、
第26番「告別」
（ソニー） SICC1817 

ハンス・フォン・ピューロー (1830-
94)。指揮者として知られるが、ピアニ

ストとしても活躍し、リストのピアノ・ソ

ナタロ短調などを初演している

れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
初
期
作
品
に
つ
い
て

は
自
箪
譜
の
殆
ど
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
、
詳

細
な
成
立
時
期
や
過
程
を
特
定
す
る
の
は
困

難
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
ま
で
は
98
年
か

ら
99
年
に
か
け
て
創
作
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て

い
た
も
の
の
、
最
近
の
研
究
で
は

97
年
か
ら
翌

年
に
か
け
て
完
成
さ
れ
た
と
い
う
説
が
有
力

で
あ
る
。

文真嶋雄大 ◎音楽評誼家

rexr by Yudoi Mojimo 

持
つ
ハ
短
調
と
い
う
調
性
も
重
要
だ
が
、
全
曲

あ
ふ

は
情
熱
に
溢
れ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
峻
烈
な

自
我
が
圧
倒
的
に
迫
る
。
32
曲
の
ソ
ナ
タ
の
中

で
「
告
別
」
と
並
ん
で
作
曲
家
自
身
が
タ
イ
ト

ル
を
付
け
た

2
曲
の
内
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
ま

た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
表
現
し
よ
う
と
し
た
の

は
五
悲
愴
感
ク
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
苦
悩
や

絶
望
な
ど
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
す
る
強
烈
な

希
求
で
あ
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
も
学
ん
だ
こ

と
の
あ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
理
解
者
、
カ
ー

ル
・
リ
ヒ
ノ
フ
ス
キ
ー
侯
爵
に
捧
げ
ら
れ
た
。

第
1
楽
章
グ
ラ
ー
ヴ
ェ
は
ア
レ
グ
ロ
・
モ
ル

ト
・
エ
・
コ
ン
・
ブ
リ
オ
、
ハ
短
調
。
冒
頭
に

荘
厳
か
つ
重
厚
な
序
奏
を
置
き
、
し
か
も
楽

章
の
中
で
部
分
的
に
せ
よ
2
度
も
そ
れ
が
再

現
さ
れ
る
。
シ
ン
コ
ペ
ー
シ
ョ
ン
と
ス
タ
カ
ー

ト
を
携
え
て
上
昇
し
て
い
く
情
熱
的
な
第

1

主
題
、
続
く
2
つ
の
異
な
る
主
題
な
ど
が
交
互

に
顔
を
出
し
て
多
彩
に
展
開
し
て
い
く
。

第

2
楽
章
は
ア
ダ
ー
ジ
ョ
・
カ
ン
タ
ー
ビ

レ
で
変
イ
長
調
、
憧
憬
に
満
ち
た
優
雅
で
祈

り
を
捧
げ
る
か
の
主
題
が
極
め
て
印
象
的
で

あ
り
、
独
立
し
て
演
奏
さ
れ
る
機
会
も
多
い
。

そ
し
て
第

3
楽
章
ロ
ン
ド
は
ア
レ
グ
ロ
で
ハ

短
調
、
軽
快
だ
が
ど
こ
か
憂
密
な
第
1
主
題
、

た
た
ず

ま
た
落
ち
着
い
た
仔
ま
い
の
モ
チ
ー
フ
が
絶
妙

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
せ
る
。

ロ

ヒ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
8
番

「悲
愴
」

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
は

五
悲
愴
感
ク
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

苦
悩
や
絶
望
な
ど
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
す
る

強
烈
な
希
求
で
あ
る
。

■ DATA 
ピアノ・ソナタ第8番「悲愴」
ハ短調作品13

作曲 ：1797-98年

献呈されたカール・アロイス・フォン・

リヒノフスキー侯爵

37 MOSTLY cuss1c 



生誕250年

BEET 
■

自
然
の
美
し
さ
が
描
か
れ
る
15
番

で
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
楽
章
で
あ
る
。
第
3
楽
章
は

奥
行
き
の
深
い
抒
情
的
な
楽
掌
で
、
ロ
ン
ド
主

題
が
特
徴
で
あ
る
。

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
15
番
は

「
田
園
」
と

名
付
け
ら
れ
、
お
だ
や
か
で
戦
闘
的
な
は
げ

し
さ
は
影
を
潜
め
て
い
る
。
「
田
園
」
と
い
う

表
題
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
の
命
名
で
は
な

く
、
出
版
社
の
意
向
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
自

箪
譜
は
、
現
在
ボ
ン
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ハ

ウ
ス
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ハ
ウ
ス
の
展
示
室
に
は
ボ
ン
と
ウ
ィ
ー

ン
時
代
の
楽
譜
、
手
紙
、
楽
器
、
肖
像
画
、

文
書
な
ど

1
5
0
以
上
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
汽
料
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
生
涯
と
作
品
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
見

る
こ
と
が
で
き
、
デ
ジ
タ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

も
活
用
で
き
る
。

第
1
楽
章
は
の
ど
か
な
第
1
主
題
が
う
た

わ
れ
、
そ
の
主
題
が
分
析
的
に
展
開
さ
れ
て
い

く
手
法
を
と
っ
て
い
る
。
第
2
楽
章
は
こ
の
上

な
く
優
雅
な
音
楽
。
夢
見
る
よ
う
な
ロ
マ
ン

が
感
じ
ら
れ
る
。
第
3
楽
章
は
農
民
の
歌
を

思
わ
せ
る
素
朴
な
主
題
が
反
復
さ
れ
て
い
く
。

ピアノ・ソナタ第13番を献呈された
リヒテンシュタイン公妃ヨーゼファ・

ツー・フュルステンペルク＝ヴァイトラ

ピ
ア
ノ

・
ソ
ナ
タ
第
1
8
番
は
作
品

31
の
な

か
で
唯

一
4
楽
章
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
そ
の
構
成
は
多
分
に
変
わ
っ
て
い
て
、
緩

徐
楽
章
は
存
在
し
な
い
。
ス
ケ
ル
ツ
ォ
を
第
2

楽
章
に
置
き
、
メ
ヌ
エ

ッ
ト
を
第
3
楽
章
に
置

い
て
、
そ
れ
ら
に
速
度
と
表
情
の
面
に
お
い
て

緩
徐
楽
章
の
意
味
合
い
を
も
た
せ
て
い
る
か
の

よ
う
だ
。

ま
ず
、
第
1
楽
章
は
ソ
ナ
タ
形
式
で
書
か

れ
、
最
初
の
動
機
は
1
8
0
3
年
に
書
か
れ
た

リ
ー
ト

「う
ず
ら
の
鳴
声」

の
ピ
ア
ノ
伴
奏

.18番の
4
楽
章
は
タ
ラ
ン
テ
ラ

第
4
楽
章
は
晴
れ
晴
れ
と
し
た
田
園
気
分
に

満
ち
た
音
楽
で
、
自
然
の
美
し
さ
が
描
か
れ

る
。作
品

31
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
1
6
番
、
第

17番

「
テ
ン
ペ
ス
ト
」、
第
1
8
番
は

1
8
0
1

年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
書
か
れ
、
0
2
年
の
初

め
に
は
完
成
を
見
て
い
る
。
第
1
6
番
は
明
快

な
古
典
的
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
仙
想
は
明
る

く
優
美
で
、
し
か
も
さ
ら
な
る
新
た
な
試
み

も
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。

第
1
楽
章
は
か
ろ
や
か
な
P
の
動
機
と
、

付
点
リ
ズ
ム
動
機
と
い
う
、
対
照
的
な
性
格

を
備
え
た
ふ
た
つ
の
動
機
が
楽
章
全
体
に
現

れ
る
。
f
や
ff
で
主
題
が
幾
重
に
も
変
化
を

遂
げ
て
い
く
。
第
2
楽
章
は
甘
美
な
美
し
さ

を
も
つ
楽
章
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
緩
徐
楽

章
の
な
か
で
も
特
に
印
象
深
い
歌
謡
的
な
旋

律
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
楽
平
は
古
来

か
ら
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
情
緒
を
多
く
の
人
に
連

想
さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ス
タ
ッ
カ
ー
ト

の
多
用
も
新
し
い
試
み
で
あ
る
。
第
3
楽
章
の

ロ
ン
ド
は
、
堅
固
な
構
成
力
を
備
え
て
い
る
。

エミール・ギレリス
（ピアノ）

ピアノ ・ソナタ集
COG) 4776360 
(9CD) 

イゴール・レヴィッド
（ピアノ）

ピアノ • ソナタ全集
(Sony) 19075843182 

リチャード ・グード
（ビアノ）

ピアノ・ソナタ全集
(Nonesuch) 7559793638 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第

n1

番
か
ら
第
1
8
番
ま
で
は
、

1
8
0
0
年
か
ら

0
2
年
に
か
け
て
書
か
れ
て
い
る
。
1
8
0
0
年

4
月
2
日
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
プ
ル
ク
劇
場
で

新
作
の
交
評
曲
第
1
番
が
初
演
さ
れ
た
。
こ

の
時
期
に
は
す
で
に
ピ
ア
ノ

・
ソ
ナ
タ
第
8
番

「悲
愴
」
が
出
版
さ
れ
、
弦
楽
四
重
奏
曲
作
品

18の

6
曲
が
書
か
れ
て
い
る
。
先
人
の
ハ
イ

ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
影
評
を
受
け
た
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
交
評
曲
に
は
慎
重
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
取
り
、

29
歳
で
よ
う
や
く
第
1
番

を
世
に
送
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
く
ら
べ
、
や
は
り
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し

て
確
か
な
技
巧
と
表
現
力
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ

に
お
い
て
は
果
敢
に
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を
試

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
1
2
番
は
、
あ
ら
ゆ
る
点

で
画
期
的
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
作

品
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
1
楽
章
は
主
題
と
5
つ

■

自
由
な
感
情
が
息
づ
く
13
番

み
て
い
る
。

の
変
奏
曲
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
3
連
符
や
3
2

分
音
符
を
用
い
、

変
奏
技
法
に
よ
る
コ
ー
ダ
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。
第
2
楽
章
は
ス
ケ
ル
ツ
ォ

で
、
の
び
や
か
な
リ
ズ
ム
が
特
徴
。
第
3
楽
章

は

「葬
送
行
進
鼎
」
と
名
付
け
ら
れ
、
転
調

の
妙
や
葬
送
時
の
太
鼓
、
ラ
ッ
パ
の
音
が
登
場

す
る
。
第
4
楽
章
は
ロ
ン
ド
的
な
性
格
を
有

と
類
似
し
て
い
る
。
第
2
楽
音
古
ど
ユ
ー
モ
ア
を

垣
間
見
せ
た
第
1
楽
章
と
は
異
な
り
、
は
げ

し
く
骨
太
な
表
情
を
見
せ
る
。
第
3
楽
章
の

メ
ヌ
エ

ッ
ト
だ
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
ピ
ア

ノ
・
ソ
ナ
タ
に
メ
ヌ
エ

ッ
ト
を
使
っ
た
の
は
こ

れ
が
最
後
と
な
る
。
第
4
楽
翔
は
光
輝
な
若
々

し
い
楽
章
で
、
タ
ラ
ン
テ
ラ
の
リ
ズ
ム
が
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
全
編
を
横
溢
し
て
い
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
3
2
血
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ

タ
を
書
い
て
い
る
が
、

8
回
く
ら
い
ピ
ア
ノ
が

変
わ

っ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
ピ
ア
ノ
の
進
化
に
合
わ
せ
て
作
品
の
書
法、

表
現
も
変
わ
っ
て
い
る
。
現
在
残
さ
れ
て
い
る

そ
の
時
代
の
ピ
ア
ノ
を
見
て
み
る
と
、
ま
ろ
や

か
で
豊
か
に
う
た
う
楽
器
が
多
い
。
そ
の
よ

う
な
音
色
を
好
ん
だ
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
と
、
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
の
考

え
た
方
も
変
わ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■

オ
ッ
ト
ー
・
ピ
ー
バ
博
士

「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

だ
れ
と
も
似
て
い
ま
せ
ん
。

特
別
な
個
性
に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
」

以
前
、
ウ
ィ
ー
ン
の
楽
友
協
会
資
料
室
の

室
長
で
あ
る
著
名
な
オ
ッ
ト
ー
・

ビ
ー
バ
栂
士

に
取
材
し
た
と
き
、
こ
ん
な
話
を
聞
い
た
。

ピアノ・ソナタ第15番「田園」
を献呈されたヨーゼフ・フォン・

ゾンネンフェルス。法学者で

小説家。ウィーン大学総長を

務めた

■ DISC 

アルフレッド・ブレンデル
（ピアノ）

ピアノ・ソナタ全集
(Decca) 4781821 (1 OCD) 

ベートーヴェンが

ブルーノ＝レオナルド・ゲルバー（ピアノ）

ピアノ・ソナタ第13番、第14番「月光」、
第15番「田園」
（コロムピア） COCQ-84051 

ヴィルヘルム ・バックハウス
（ピアノ）

ピアノ・ソナタ全集Vol.1
第1~17番
（ユニバーサル） UCGD-9065 
(SACO) 

ペートーヴェンの楽譜を出版

したウィーンの作曲家で音

楽出版業者フランツ・アント

ン・ホフマイスター

~ 

森 で書いた

ヒアノ・ソナタ
第11番～第18番
やはりピアニストとして

確かな技巧と表現力を

持ち合わせていたベートーヴェンは、

ピアノ・ソナタにおいては

果敢にさまざまな挑戦を試みている。

文伊熊よし子◎音楽評論家

text by Yoshiko lkumo 

し
、
ト
ッ
カ
ー
タ
の
雰
囲
気
も
併
せ
持
っ
て
い

る
。
全
4
楽
章
と
も
ソ
ナ
タ
形
式
の
楽
章
は

ひ
と
つ
も
な
い
。

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
1
3
番
は
、
さ
ら
に
新

し
い
試
み
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
主
題
の
ス

ケ
ッ
チ
は
、
バ
レ
エ

「プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
」
の
作

曲
の
途
中
で
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
作
品
27

は
2
仙
で
構
成
さ
れ
、
第
1
3
番
と
第
14
番

「月

光
」
で
あ
る
。
両
曲
と
も

「幻
想
曲
風
ソ
ナ
タ」

と
題
さ
れ
、
特
に
第
1
3
番
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
創
作
上
の
実
験
的
な
要
素
が
多
く
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。
全
編
が
即
興
性
を
帯
び
、
自

由
な
感
情
が
息
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
1
楽
章
は
ア
ン
ダ
ン
テ
の
静
穏
で
柔
和

な
王
題
が
印
象
的
。
第
2
楽
章
は
ス
ケ
ル
ツ
ォ

「作
鼎
家
は
往
々
に
し
て
似
て
い
る
タ
イ
プ

が
存
在
し
ま
す
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
だ
れ

と
も
似
て
い
ま
せ
ん
。
特
別
な
個
性
に
彩
ら

れ
て
い
ま
す
。
自
分
に
対
し
て
非
常
に
き
び
し

く
、
あ
れ
だ
け
の
天
才
に
も
か
か
わ
ら
ず
自

信
が
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
自
信
が
な
い
と
自

分
の
最
高
作
品
し
か
発
表
し
ま
せ
ん
。
そ
し

て
自
箪
譜
を
見
る
と
何
度
も
書
き
直
し
て
完

璧
を
目
指
し
て
い
ま
す
し
、
未
完
成
の
も
の
も

多
い
3

病
弱
だ
っ
た
た
め
速
く
は
書
け
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

当
時
、
楽
友
協
会
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
作

品
を
依
頼
し
ま
し
た
が
、
完
成
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
頭
金
を
渡
し
、
7
年
間
も
待
っ
た
の
で

す
が
、

一向
に
仕
上
が
り
ま
せ
ん
。
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
も
ず
っ
と
気
に
病
ん
で
い
た
た
め
、
楽

友
協
会
は

一
計
を
案
じ
、
彼
を
名
誉
会
員
に

推
奨
し
ま
し
た
。
で
も
、
結
局
作
曲
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
（
笑
）
」

印

■ DATA 
ピアノ・ソナタ

作曲

第11番変口長調 Op22(1800年）

第12番 変イ長調 「葬送行進曲」 Op26(1801年）

第13番変ホ長調 「幻想曲風ソナタ」 Op27-1(1801年）

第14番嬰ハ短調 「幻想曲風ソナタ」（月光） Op27-2 (1801年）

第15番二長調「田園」Op.28(1801年）

第16番 卜長調 Op31-1(1802年）

第17番二短調「テンペスト」Op31-2(1802年）

第18番変ホ長調 Op31-3(1802年）

39闘OSTLYcuss1t: 



ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
音
楽
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

感
情
が
息
づ
い
て
い
る
。
実
ら
ぬ
恋
に
涙
し
、

か
ら
だ
の
変
調
に
苦
悩
し
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
か
ず
孤
独
に
陥
り
、

時
代
や
社
会
や
戦
争
に
憤
り
、
そ
し
て
自
己

の
音
楽
と
の
戦
い
に
明
け
暮
れ
た
、
そ
ん
な

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
き
方
す
べ
て
が
作
品
に

投
影
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
音
楽
か
ら
は
、
は
げ
し
く
真
熱
で

一本

気
な
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
が
、
そ
の
底
に
は
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど

の
ロ
マ
ン
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
表
情
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
多
く
の
恋
を
し
、
彼
女

た
ち
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
て
作
品
を
生
み
出

文
伊
熊
よ
し
子
◎
音
楽
評
論
家

te
x
t
 
b
y
 Y
o
sh
ik
o
 l
k
u
m
a
 

作
品

31
の
第

16
番
、
第
17
番
、
第

18
番
の

3
曲
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
異
彩
を
放
っ
て
い

る
の
は

《
テ
ン
ペ
ス
ト
》
と
い
う
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
る
第
17
番
で
あ
る
。

3rulと
も
1
8

0
2
年
に
書
か
れ
た
が
、
こ
の

《嵐
》
と
い
う

意
味
を
も
つ

《
テ
ン
ペ
ス
ト
》
と
い
う
表
題
は
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
弟
子
で
あ
る
ア
ン
ト
ン

・

シ
ン
ド
ラ
ー
が
作
品
の
内
容
を
理
解
す
る
上
で

の
ヒ
ン
ト
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
が

「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
小
説

《
テ
ン
ベ
ス

卜
》
を
読
め
」
と
い

っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
そ
の
真
意
は
明
ら
か
で
は
な
く
、

い
ま
も
世
界
中
で
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

カ
ー
ル
・ツ
ェ
ル
ニ
ー
に
よ
る
と
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
作
品

31
を
作
曲
し
て
い
る
こ
ろ
に
、

友
人
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
ヴ
ェ
ン
ゼ
ル
・

ク
ル
ン
プ
ホ
ル
ツ
に

「自
分
の
こ
れ
ま
で
の
作

品
に
満
足
し
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
ま
っ
た

く
新
し
い
道
を
進
む
つ
も
り
だ
」
と
述
べ
た

と
い
う
。

当
時
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
耳
疾
患
に
苦
悩

し、

1
8
0
2
年
5
月
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
の

ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ

ッ
ト
に
引
き
こ
も
り
、
同

年

10
月
に
は
有
名
な

「
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ

ト
の
追
書」

を
残
し
て
い
る
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
と

ま
い
し
ん

し
て
作
曲
家
と
し
て
輝
か
し
い
道
を
邁
進
し

て
い
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
だ

っ
た
が
、
聴
槌
の

異
常
は
心
を
む
し
ば
み
、
内
臓
疾
患
も
伴
っ

て
苦
難
の
淵
に
沈
む
よ
う
に
な
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
医
者
の
治
療
も
効
果
が
な
く
悪
化
す
る

ば
か
り
。
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ

ッ
ト
に
こ
も
っ

て
交
響
曲
第
2
番
の
構
想
を
練
る
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
音
楽
家
と
し
て
致
命
的
な
こ
の
病
に

耐
え
き
れ
ず
、
つ
い
に

10
月
6
日
、
弟
た
ち
に

スイスのルツェルン湖

■ DATA 
ピアノ・ソナタ第17番 二短調 《テンベスト》作品31-2 

作曲 ：1802年

エミール ・ギレリス （ビアノ）

ピアノ・ソナタ第17番「テンペスト」、
第21番「ワルトシュタイン」、
第26番《告別》

（ユニバーサル）UCCG-5292 

アンジェラ・ヒューイット （ピアノ）

ピアノ ・ソナタ第17番「テンペスト」、
第13番、第25番、第30番
(Hyperion) PCDA-68199 

宛
て
て
手
紙
を
し
た
た
め
る
。

書
き
出
し
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
人
間
鎌
い

の
変
人
扱
い
す
る
世
間
に
対
し
、
自
分
は
耳
が

聴
こ
え
な
い
悩
み
が
あ
る
の
だ
と
告
白
し
、
「
私

は
喜
び
を
も
っ
て
死
に
向
か
っ
て
急
ぐ
」
と
結

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
苦
悩
を
吐
き
出
し
た
後
、

再
び
強
く
生
き
る
決
意
を
し
た
た
め
、
こ
の

■ DISC 

ヴァレリー・

アファナシエフ （ピアノ）

ピアノ・ソナタ第1番、
第7番、

第17番「テンペスト」
（ソニー） SICC-19024 
(SACOハイブリッド）

ヒアノ・ソナタ
第17番
《テンベスト》

t
 

第
3
楽
章
は
両
手
が
せ
わ
し
な
く
16
分
音
符
を
奏
で
る
が
、

こ
れ
は
騎
馬
の
足
音
か
ら
連
想
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
至
る
ま
で
、
ま
さ
に

「嵐
」
の
よ
う
な
音
楽
で
あ
る
。

辿
書
は
彼
の
死
後
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
後
、
創
作
力
は
以
前
に
も
増
し
て
充
実
し、

大
作
を
次
々
に
生
み
出
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は
あ
ふ
れ
る
楽
想
を

一
気
に
譜
面
に
綴
っ
て
い

く
。
耳
は
聴
こ
え
な
く
て
も
創
造
力
と
表
現

力
は
少
し
も
損
な
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
1
楽
章
は
幻
想
的
で
形
式
美
が
際
立
つ

楽
章。

第

1
主
題
は
短
い
間
に
ラ
ル
ゴ
、
ア

レ
グ
ロ
、
ア
ダ
ー
ジ
ョ
と
変
化
を
遂
げ
、
こ
の

主
題
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
。
レ
チ
タ
テ
ィ
ー

ヴ
ォ
の
よ
う
な
歌
謡
性
に
富
む
ラ
ル
ゴ
も
登

場
し
、
全
編
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
色
合
い
が
涙

厚
で
あ
る
。

第
2
楽
章
は
ア
ル
ペ

ッ
ジ
ョ
の
弱
奏
で
開

始
。
第
1
楽
章
と
第
3
楽
章
の
深
遠
で
陰
鬱

な
空
気
を
ま
と
う
楽
章
の
間
に
は
さ
ま
れ、

お
だ
や
か
な
表
情
の
憧
憬
を
う
た
い
上
げ
、

情
感
豊
か
な
楽
章
と
な
っ
て
い
る
。
経
過
部
で

は
、
太
鼓
の
連
打
の
よ
う
な
厳
粛
な
聾
き
が

顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。

第
3
楽
章
は

16
分
音
符
が
無
窮
動
的
に
駆

け
回
り
熱
風
を
は
ら
ん
だ
よ
う
な
迫
力
に
満

ち
、
た
と
え
よ
う
も
な
い
美
し
さ
を
醸
し
出

す
。
両
手
が
せ
わ
し
な
く

16
分
音
符
を
奏
で

る
が
、
こ
れ
は
騎
馬
の
足
音
か
ら
連
想
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
至
る
ま
で
、

ま
さ
に

「嵐
」
の
よ
う
な
音
楽
で
あ
る
。

m

シェイクスピアの 「テンペスト」 第1幕、嵐
で船が難破する場面 (1797年）。1612

年ごろに初演された。ナポリ王アロンゾー、

ミラノ大公アントーニオらを乗せた船が難

破、島に漂着する。その島にはアントーニ

オによって追放された兄プロスペローと娘

ミランダが暮らしていた。プロスベローが

復讐のため妖精エアリエルに命じた魔法

で嵐が起きたのだった

昌
[l 

ペートーヴェンの秘書を務め

たアントン・シンドラー(1795
-1864) 

し
た
。
だ
が
、

は
な
か
っ
た
。

ピ
ア
ノ

・
ソ
ナ
タ
第

14
番

《月
光
》
は
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
弟
子
で
あ
り
、
恋
人
で
も
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る

14
歳
年
下
の
伯
爵
令
嬢
ジ
ュ
リ

エ
ッ
タ
・
グ
イ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
に
捧
げ
ら
れ
て

い
る
。

い
ず
れ
の
恋
も
成
就
す
る
こ
と

1
8
0
0
年
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
プ
ル
ン

ス
ヴ
ィ

ッ
ク
家
を
通
じ
て
ジ
ュ
リ
エ
ッ
タ
と
知

り
合
う
。
当
時
、
彼
女
は

15
歳
。
ウ
ィ
ー
ン

に
来
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
の
弟
子
と

な
っ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
こ
の
美
し
く
魅

力
的
な
女
性
の
と
り
こ
と
な
り
、
結
婚
を
夢

見
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
身
分
の
述
い
か

ら
か
、
こ
の
息
い
は
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
友
人
の
ヴ
ェ
ー
ゲ
ラ
ー
に
宛
て

た
手
紙
で
は
、
「
2
年
ぶ
り
に
幸
福
な
時
間
が

巡
っ
て
き
ま
し
た
。
結
婚
し
て
幸
福
に
な
れ
る

だ
ろ
う
と
考
え
た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
す
」

つ
づ

と
綴
っ
て
い
る
。
作
品
は
1
8
0
1
年
に
作
曲

さ
れ
た
。

《
月
光
》
と
い
う
の
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

命
名
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
の
音
楽
評

論
家
・詩
人
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
レ
ル
シ
ュ
タ
ー

プ
が
「
ス
イ
ス
の
ル
ツ
ェ
ル
ン
湖
の
月
夜
の
波

に
揺
ら
ぐ
小
舟
の
よ
う
」
と
形
容
し
た
こ
と

ば
に
由
来
し
て
い
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身

は
ソ
ナ
タ
形
式
で
は
な
く
、
前
作
の
作
品

27
1

1
と
同
様
に
幻
想
仙
的
手
法
を
と
っ
て
い
る
。

血
は
3
楽
章
か
ら
な
り
、
ア
ダ
ー
ジ
ョ

・
ソ

ヒアノ・ソナタ
第14番「月光」
第2楽章はやすらぎの音楽などと解釈されるが、

ベートーヴェンがここで意図したのは

より新しい気分をもった音楽だった。

リストはこれを「底知れぬ深みの間にある一輪の花」

と称した。

■ DATA 
ピアノ ・ソナタ第14番嬰ハ短調

作品27-2「月光」《幻想曲風ソナタ》

作曲 ：1801年

マリア・ジョアン・

ピリス （ピアノ）

ピアノ • ソナタ第13番、
第14番「月光」、第30番
（ユニバーサル） UCCG-4824 

ス
テ
ヌ
ー
ト
の
第
1
楽
章
は
3
連
符
の
神
秘

的
で
幻
想
的
な
分
散
和
音
か
ら
始
ま
り
、
こ

の
序
奏
部
が
全
体
の
性
格
を
決
定
し
て
い
る
。

レ
ル
シ
ュ
タ
ー
プ
が
想
像
力
を
か
き
た
て
ら
れ

せ
い
れ
つ

た
の
も
、
こ
の
清
冽
な
3
連
符
の
分
散
和
音
が

続
く
第
1
楽
章
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
す

ぐ
に
次
の
楽
章
に
入
る
よ
う
に
と
い
う
指
定

が
あ
る
。

ア
レ
グ
レ
ッ
ト
の
第
2
楽
章
は
や
す
ら
ぎ
の

音
楽
な
ど
と
解
釈
さ
れ
る
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
が
こ
こ
で
意
図
し
た
の
は
よ
り
新
し
い
気
分

を
も
っ
た
音
楽
だ

っ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

常
に
時
代
の
先
を
読
み
、
作
品
に
斬
新
さ
を

加
え
て
い
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
演
奏
家
や
聴
き

手
の
心
を
高
揚
さ
せ
る
新
し
い
音
楽
を
生
み

出
し
て
い
る
。
リ
ス
ト
は
こ
れ
を
「
底
知
れ
ぬ

深
み
の
間
に
あ
る

一輪
の
花
」
と
称
し
た
。

プ
レ
ス
ト

・
ア
ジ
タ
ー
ト
の
第
3
楽
章
は
内

容
的
に
見
て
も
ピ
ア
ニ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
効
果
に

お
い
て
も
、
こ
の
時
点
ま
で
に
作
曲
さ
れ
た

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
の
中
で
最
も
充
実
し

た
音
楽
と
な
っ
て
い
る
。
第
1
主
題
は
は
げ
し

く
、
第
2
主
題
は
華
麗
な
美
し
さ
が
印
象
的

だ
。

m-

文伊熊よし子◎音楽評論家
text by Yoshiko lkuma 

■ DISC 

「月光」を献呈された伯爵

令嬢ジュリエッタ・グイッ

チャルディ。写真はペー

トーヴェンの持ち物から発

見された細密画。グイチャ

ルディの可能性がある

マレイ・ベライア （ピアノ）

ピアノ • ソナタ

第29番「ハンマークラヴィーア」、
第14番「月光」
（ユニバーサル）

UCCG-1788 

マウリツィオ ・ポリーニ
（ピアノ）

ピアノ・ソナタ第8番「悲愴」、
第14番「月光」、
第23番「熱情」
（ユニバーサル）

UCCG-52067 
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生誕250年

BEET 
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
22
番
へ
長
調
作
品
54

は、

1
8
0
4年
に
歌
劇

「レ
オ
ノ
ー
レ
」（
そ

の
後
に
改
題
さ
れ
て
歌
劇

「
フ
ィ
デ
リ
オ
」
と

な
っ
た
）
作

rtbの
合
間
を
ぬ

っ
て
完
成
さ
れ
た

小
ぶ
り
な
ピ
ア
ノ

・
ソ
ナ
タ
。
音
域
的
に
作
品

53
と
同
じ
エ
ラ
ー
ル
の
新
型
ピ
ア
ノ
を
使
っ
て

作
訓
さ
れ
た
の
は
確
か
だ
ろ
う
。
献
呈
者
は

い
な
い
。
こ
れ
も
2
楽
章
構
成
の
作
品
で
、

第

1
楽
章
は

「
メ
ヌ
エ

ッ
ト
の
テ
ン
ポ
で
」
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
テ
ン
ポ
の
指
示
で

あ
っ
て
、
メ
ヌ
エ

ッ
ト
形
式
で
は
な
い
。
へ
長

■

さ
ま
ざ
ま
な
新
機
軸
S
第

22番

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第

21
番
ハ
長
調
作
品
53

は、

1
8
0
3年
か
ら
翌
04
年
に
か
け
て
作
曲

さ
れ
、
「
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン

・
ソ
ナ
タ
」
と

呼
ば
れ
て
名
高
い
。
抜
群
の
人
気
作
品
で
あ

機
能
や
表
現
力
が
増
し
、

重
厚
な
低
音
や
そ

の
和
音
を
駆
使
す
る
作
品
も
可
能
と
な
っ
た
。

そ
れ
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ー
ン
創
作
意
欲
を
大
い

に
刺
激
し
、
こ
の
曲
を
は
じ
め
、
楽
器
の
特
性

を
最
大
限
に
活
か
す
こ
と
で
彼
中
期
の
ソ
ナ

タ
表
現
様
式
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
ピ
ア
ノ
音
楽
全
体
に
と
っ
て
も
画

期
的
な
進
展
で
あ
っ
た
。

2
楽
章
構
成
で
、
第
1
楽
章
は
ア
レ
グ
ロ
・

コ
ン
・
プ
リ
オ
、
ハ
長
調、

4
分
の
4
拍
子
。

大
規
模
な
終
結
部
を
も

っ
た
ソ
ナ
タ
形
式
。

第
2
楽
章
は
祁
入
部
が
ア
ダ
ー
ジ
ョ

・
モ
ル
ト
、

ヘ
長
調
、

8
分
の

6
拍
子。

3
部
形
式
。
ロ
ン

ド
は
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
・
モ
デ
ラ
ー
ト
、
ハ
長
調、

4
分
の
2
拍
子。

大
規
模
な
プ
レ
ス
テ
ィ

ッ
シ

モ
の
終
結
部
を
も
っ
ロ
ン
ド

・
ソ
ナ
タ
形
式
。

こ
の
ソ
ナ
タ
を
、
聴
い
た
り
、
弾
い
て
み
た

り
す
る
と
い
い
。
低
音
域
で
主
和
音
を
刻
む

開
始
か
ら
、
意
表
を
つ
く
主
題
提
示
、
ロ
マ

ン
主
義
的
で
巧
妙
な
転
調
、

半
音
階
の
扱
い
、

ど
れ
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
独
創
性
が
際
立
っ

て
い
る
。
ピ
ア
ノ
音
楽
の
可
能
性
を
大
き
く
拓

い
た
文
字
通
り
の
傑
作
で
あ
る
。

■

エ
ラ
ー
ル
を
贈
ら
れ
て

創
作
意
欲
を
刺
激

世
に
言
う

〈ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
〉
は
、
抽
象

的
な
世
界
を
対
象
と
す
る
も
の
が
多
い
せ
い

か
、
と
か
く
難
解
と
思
わ
れ
が
ち
な
の
か
、
わ

か
り
や
す
い
標
題
や
愛
称
の
つ
け
ら
れ
た
作

品
が
特
別
に
親
し
ま
れ
、

高
い
人
気
を
得
る

傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ

・
ソ
ナ
タ
の
な

か
で
も
、
「
悲
愴
」
、
「月
光
」、
「
熱
情
」
な
ど
が
〈3

大
ソ
ナ
タ
〉
と
呼
ば
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
デ
ィ

ス
ク
の
宜
伝
に
も
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ど

れ
も
名
曲
に
は
違
い
な
い
が
、

〈
3
大
〉
で
あ

る
か
ど
う
か
に
は
疑
念
も
あ
る
。〈
大
〉
と
い

う
こ
と
で
規
模
の
大
き
さ
か
ら
言
え
ば

「
ハ
ン

マ
ー
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア

・
ソ
ナ
タ
」
が
入
る
べ
き

だ
し

（
内
容
的
に
も
優
れ
て
い
る
）、
作
品
と

し
て
の
素
晴
ら
し
さ
を
考
え
れ
ば
最
後
の
3
つ

の
ソ
ナ
タ
は
無
視
で
き
な
い
。

調、

4
分
の
3
拍
子。

変
則
的
な
ロ
ン
ド
形
式
。

第
2
楽
章
は
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
、
へ
長
調
、

4
分

の
2
拍
子。

単

一主
題
に
よ
る
自
由
で
変
則
的

ソ
ナ
タ
形
式
。
ピ
ウ
・
ア
レ
グ
ロ
の
楽
章
終
結

部
を
も
つ
。

前
述
し
た
よ
う
に

2
楽
章
の

「
ソ
ナ
タ
」

と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
第
1
楽
章
は

ソ
ナ
タ
形
式
を
回
避
し
て
ロ
ン
ド
形
式
、
第
2

楽
章
も
構
築
的
な
正
規
の
ソ
ナ
タ
形
式
と
は

言
え
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
形
で
、
2
つ
の
楽
章
が

と
も
に
へ
長
調
と
い
う
の
も
き
わ
め
て
珍
し
い

選
択
だ
。

有
名
な

「
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン

・
ソ
ナ
タ
」

と

「熱
情
ソ
ナ
タ
」
の
間
に
挟
ま
れ
て
、
地
味

な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
が
、
す

べ
て
の
調
性
を
駆
け
め
ぐ
る
転
調
手
法
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
新
機
軸
も
見
ら
れ
る
。
中
期
の

作
品
に
相
応
し
く
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
従
来

の
形
式
か
ら
離
れ
た
自
由
な
造
型
、
新
た
な

形
式
を
模
索
し
た
成
果
と
し
て
こ
の
類
の
な
い

構
成
を
考
案
し
た
わ
け
で
、
作
品
の
特
質
を

最
大
限
に
発
揮
す
る
斬
新
な
演
奏
解
釈
が
期

1803年、ペートーヴェンに贈られたエラールのピアノ。この画期
的な愛器で「ワルトシュタイン」や「熱情」などの傑作が生まれた

様式感に優れた“ペートーヴェン弾き ”のシュ

ナーベル（左）と、独特なピアニズムで「ワル

トシュタイン」の名演を残したホロヴィッツ（右）
<0Schnabel Music Foundation 

第
21番

第
22番

ヴィルヘルム・バックハウス （ピアノ）

ピアノ ・ソナタ第21番ほか
収録 1959年
（ユニバーサル） UCCD7278 
※Decca原盤

り
、
壮
脆
で
雄
大
、
伸
び
や
か
で
、

音
楽
的

に
も
優
れ
て
い
る
。「
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
」

と
い
う
通
称
は
、
献
呈
さ
れ
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ

ン
ト・
フ
ォ
ン
・ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
爵

(
1
7

6
2
¥
1
8
2
3
)
の
名
前
に
由
来
す
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と

っ
て
の
恩
人
で
、
自

ら
作
曲
も
し
、
ピ
ア
ノ
も
上
手
で
教
養
悶
か
で

あ
っ
た
。
プ
ロ
イ
ニ
ン
グ
夫
人
の
サ
ロ
ン
で
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
知
り
合
い
、
そ
の
才
能
を
認

待
さ
れ
る
曲
で
も
あ
る
。

デ
ィ
ス
ク
を
選
ぶ
と
な
る
と
、
古
く
は
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

「ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
全
集
」
を

世
界
初
録
音
し
た
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル

・
シ
ュ
ナ
ー

ベ
ル

(1
8
8
2
i
1
9
5
1
)
に
よ
る
S
P

時
代
の
名
盤
が
あ
り
、

C
D
に
も
復
刻
さ
れ

て
い
る
。
様
式
感
に
極
れ
、
演
奏
水
準
も
高
い
。

ソ
ナ
タ
第

21
番、

22
番
と
も
に
秀
逸
で
、
か

つ
て
の
名
演
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
知
る

意
味
だ
け
な
く
、
そ
の
解
釈
は

21
世
紀
の
い

ま
で
も
聴
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ

ッ
ク
ハ
ウ
ス

(1
8
8
4

¥
1
9
6
9
)
の
第
21
番
1
9
5
9年
録
音
盤

も
往
年
の
名
盤
。
テ
ン
ポ
の
変
化
な
ど
彼
独

特
の
表
現
も
あ
る
が
、
伝
統
的
な
演
奏
ス
タ

イ
ル
を
受
け
継
ぎ
、

〈ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
弾
き
〉

と
し
て
の
ヒ
ュ

ー
マ
ン
な
信
念
が
あ
る
。
ヴ
ィ

ル
ト
ゥ
ー
ゾ
的
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、
職

ピアノ・ソナタ第21番を献呈されたドイツ系ポヘミアの貴族、フェルディナント・フォン・
ワルトシュタイン(1762-1823)。早くからペートーヴェンのオ能を見いだし、彼を
ハイドンに推薦するなど、重要なバトロンの1人だった。一方で、対ナポレオンのために

軍隊を養成したり、英国と共同で運隊を作ろうとしたりして、財産を失っている

「英雄交響曲」第1楽章初めの

強烈な和音と並んで印象的な

「ワルトシュタイン・ソナタ」冒頭の低音の刻み―。
みなぎ

そこだけ取っても、アイデアの独創性、滋る活力は

否定のしようもない。

そして2つの傑作ソナタに挟まれた

第22番の魅力もお忘れなく…

際
立
つ
独
創
性
、

文
青
澤
唯
夫

2
日
楽
評
論
家

text b
y
 Tod a
0
 A
o
s
 a
w
a
 

広
け
ら
れ
た
ピ
ア
ノ
音
楽
の
可
能
性

ウラジミール・ホロヴィッツ（ピアノ）

ホロヴィッツ • ブレイズ • グレート • ソナタ (10CD)
ピアノ・ソナタ第21番ほか
収録： 1972年
(Sony) 88697884092 
※輸入盤、廃盤

アルトゥール ・

シュナーペル （ピアノ）

ピアノ・ソナタ第21、22番ほか
収録： 1932-35年

（ワーナー） WPCS13151/52 
※EMI原盤

野平一郎（ピアノ）

ピアノ・ソナタ第21番ほか
収録： 2002年
(LiveNotes) WWCC-7423 
※第22番はWWCC-7431に所収

■ DISC 

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ

「
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
」
＆
 

め
て
支
援
し
た
名
門
貴
族
。
ポ
ン
時
代
に
ク

ラ
ヴ
ィ
コ
ー
ド
し
か
持
っ
て
い
な
か

っ
た
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
最
新
の
シ
ュ
タ
イ
ン
製
ピ
ア
ノ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
が
、
そ
れ
が
創
作
活
動
に

も
た
ら
し
た
も
の
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

1
7
9
1
年

11
月
、
ウ
ィ
ー
ン
に
旅
立
つ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
記
念
帳
に
、
「
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
で
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
精
神
を
ハ
イ
ド
ン

の
手
か
ら
受
け
取
り
た
ま
え
」
と
記
し
た
言

葉
が
有
名
だ
が
、
見
識
の
高
さ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
な
す
べ
き
こ
と
を
予
見
し
た
優
れ
た
洞
察

力
が
う
か
が
え
る
で
は
な
い
か
。

1
8
0
3年
8
月
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
パ

リ
の
ピ
ア
ノ
製
作
者
エ
ラ
ー
ル
か
ら
、

高
音
域

を
拡
大
し
た
5
オ
ク
タ
ー
ヴ
半
の
幅
広
い
音
域

を
も
つ
イ
ギ
リ
ス
式
ア
ク
シ
ョ
ン
の
ピ
ア
ノ
を

贈
ら
れ
た
。
全
音
域
に
三
重
の
弦
が
張
ら
れ
、

4
本
の
ペ
ダ
ル
機
構
が
備
え
ら
れ
た
新
型
で
あ

る
。デ
ュ
ナ
ー
ミ
ク
の
幅
、

音
域
の
広
さ
、
鍵

盤
の
深
さ
や
音
色
の
豊
か
さ
、
タ
ッ
チ
の
重
さ

ゃ
力
強
さ
な
ど
が
進
化
し
て
、
楽
器
自
体
の

人
的
な
手
堅
い
演
奏
技
術
、
滋
味
や
格
調
の

高
さ
に
も
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
彼
の
第
22
番

69
年
録
音
盤
は
風
格
と
深
い
味
わ
い
が
あ
る
。

演
奏
の
難
し
い
ソ
ナ
タ
だ
が
、
聴
か
せ
上
手
。

ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・ホ
ロ
ヴ
ィ

ッ
ツ

(
1
9
0
4

i
8
9
)
の
第
21
番
1
9
7
2
年
録
音
盤
は
、
磨

き
上
げ
ら
れ
た
独
特
の
比
類
な
き
ピ
ア
ニ
ズ
ム

が
聴
き
も
の
。
特
殊
な
演
奏
だ
が
、
ピ
ア
ノ

演
奏
芸
術
の
最
高
峰
の

―
つ
で
も
あ
る
。

昔
の
演
奏
ば
か
り
取
り
上
げ
た
の
で
、
近

年
の
優
れ
た
演
奏
と
し
て
21
番、

22
番
と
も

に
野
平

一
郎

(1
9
5
3
¥）
の
知
的
な
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
表
現
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

初

■ DATA 
ピアノ・ソナタ第21番ハ長調 作品53

第1楽章 Allegrocon brio 

第2楽章 lntroduzione.Adagio molto ~ 

Rondo. Allegretto moderato-Prestissimo 

作曲 :1803~04年
出版 ：1805年

献呈 ：フェルディナン ト• フォン・ワル トシュタイン伯爵

ピアノ ・ソナタ第22番 へ長調 作品54

第1楽章 InTempo d'un Menuetto 
第2楽章 Allegretto

作曲 :1804年

出版 ：1806年
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生誕250年

BEET 
シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
ガ
リ
チ

ア
の
ク
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
（
現
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

リ
プ
ニ
ッ
ク
）
生
ま
れ
。
幼
時
か
ら
楽
オ
を
発

揮
、
ウ
ィ
ー
ン
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
第
20
番
K
.
4
6
6
を
弾
い
て
デ
ビ
ュ
ー
。

そ
の
後
、
レ
シ
ェ
テ
ィ
ッ
キ
と
そ
の
夫
人
で

あ
っ
た
ア
ネ
ッ
テ

・
エ
シ
ポ
フ
に
師
事
し
た
。

1
9
2
1
年
に
ア
メ
リ
カ
・
デ
ビ
ュ
ー
、
同
じ

頃
か
ら
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
と
も
た
び
た
び

共
演
し
た
。

1
9
2
7
年
、
つ
ま
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

没
後

1
0
0
年
の
記
念
の
年
に
、
侮

El
曜
日

に
7
週
を
か
け
て
開
他
し
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
ソ
ナ
タ
全
鼎
演
奏
会
を
成
功
さ
せ
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
弾
き
と
し
て

一
躍
名
を
あ
げ
た
。

こ
の
世
界
初
の
試
み
の
成
功
を
踏
ま
え
て
1
9

3
2
i
3
8
年
に
ソ
ナ
タ
全
曲
と
協
奏
曲
全
曲

の
両
方
を
録
音
し
た
。
当
然
モ
ノ
ラ
ル
だ
が
、

こ
れ
が
世
界
初
の
両
全
集
で
あ
る
。
そ
の
歴
史

的
意
味
合
い
だ
け
で
も
璽
み
が
あ
る
。一

度
は

「
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
演
奏

す
る
と
き
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
語
っ
て
い

る
。バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
」

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
全
集
は、

1
9
5

o
-

54
年
録
音
の
モ
ノ
ラ
ル
盤
と

5
9
¥
6
9
年
録
音

の
ス
テ
レ
オ
盤
の

2
種
が
あ
る
。
た
だ
し
、
残

念
な
こ
と
に
、
ス
テ
レ
オ
盤
は
「
ハ
ン
マ
ー
ク

ラ
ヴ
ィ
ー
ア
」
を
欠
い
て
い
る
。
あ
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
余
暇
の
過
ご
し
方
を
問
わ
れ
た
と
き
、

「
暇
な
と
き
は
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
ま
す
が
…
」

と
真
顔
で
答
え
た
と
い
う
ほ
ど
ピ
ア
ノ

一筋
の

人
生
で
あ
っ
た
が
、
「
ハ
ン
マ
ー
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
」

の
ス
テ
レ
オ
録
音
達
成
前
に
お
迎
え
が
き
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
、
本
人
に
と

っ
て
も
痛
恨
の
極

み
だ

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
現
在
店
頭
に
並
ぶ
ス

テ
レ
オ
盤
の
全
集
は
こ
の

1
仙
だ
け
モ
ノ
ラ
ル

録
音
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

彼
の
演
奏
は
ま
こ
と
に
精
確
無
比
。
テ
ン

ポ
の
動
か
し
方
は
非
常
に
精
妙
で
、
過
度
な

思
い
入
れ
も
排
し
て
隅
々
ま
で
ぴ
ち
っ
と
折
り

目
正
し
く
弾
い
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
機
械
の
よ

う
に
冷
た
い
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
て
、

そ
の
余
計
な
こ
と
は
何
も
し
な
い
弾
き
方
の

裡
に
え
も
い
わ
れ
ぬ
造
形
美
が
息
づ
く
。

た
だ
、
曲
に
よ
っ
て
出
来
、
不
出
来
が
あ
る

の
は
や
む
を
得
な
い
。
最
後
の

3
鼎
な
ど
は
自

然
体
の
澄
ん
だ
税
地
で
弾
か
れ
て
い
て
、
弱
音

も
美
し
く
、
胸
に
染
み
入
る
演
奏
だ
。

戦
前
は

1
9
3
6
年
に
初
来
日
。
戦
後
は

54
年
に
再
来
日
し
て
以
来
、
全
部
で

10
回
も

来
日
し
た
。
こ
の
時
代
の
巨
匠
で
、
こ
れ
ほ
ど

た
び
た
び
日
本
を
訪
れ
た
人
は
い
な
い
。
61
年

▼
端
正
で
明
快
な

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ケ
ン
プ

-
1
8
9
5
i
1
9
9
1
)
 

▼
確
か
な
構
成
力
の

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル

-
1
8
8
2
¥
1
9
5
1
)
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に
は
日
本
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
全

訓
演
奏
会
も
開
備
し
た
。

全
集
の
録
音
は、

3
回
か
と
思

っ
て
い
た

が
、
本
稿
の
た
め
に
調
べ
た
ら

4
回
だ
そ
う

で
あ
る
。
1
回
目
は

78
回
転
の
モ
ノ
ラ
ル
録

音
で、

2
回

H
か
ら
は

33
と
1
/
3
回
転
の

モ
ノ
ラ
ル
、

3
回
目
は

1
9
6
0
年
代
の

N
H

K
ラ
ジ
オ
放
送
用
の
日
本
ラ
イ
ヴ
で
、
こ
れ
は

2
0
1
3
年
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
。
4
回
目
は

グ
ラ
モ
フ
ォ
ン
の
ス
タ
ジ
オ
録
音
で
ス
テ
レ
オ

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
最
初
の

78
回
転
盤
が
入

手
困
難
で
あ
る
た
め
に
、
録
音
回
数
は

3
回

と
誤
認
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

4
回
目
の
全
集
を
聴
い
て
の
感
想
で
あ
る

が
、
彼
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
端
正
で
明
快
だ
。

テ
ン
ポ
も
速
め
で
爽
快
感
が
あ
る
。
例
え
ば
、

「月
光
」
の
第
1
楽
章
な
ど
も
さ
り
げ
な
く
さ

ら
り
と
始
ま
り
、

2
/
2
拍
子
で
あ
る
こ
と

を
明
快
に
刻
み
な
が
ら
さ
ら
さ
ら

っ
と
進
む
。

• ケンプ

ピアノ ・ソナタ全集

収録： 1961年、東京・文京公会堂ライヴ
（キングインターナショナル） KKC2064/72※9CD 

ヴィルヘルム・パックハウス

ヴィルヘルム・ケンプ

●シュナーペル

ピアノ・ ソナタ全集

収録 ：1932-38年
(Warner) 9029597505 
※BCD、輸入盤、 EMI原盤

●バックハウス

ピアノ ・ソナタ全集

収録:1952、58~69年
(Universal Italy) 4672582 
※BCD、輸入盤、 Decca原盤

--
アルトゥール・シュナーペル

ピ
ア
ニ
ス
ト
な
ら
誰
し
も
一
度
は
夢
見
る
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
全
集
録
音
。

実
際
に
そ
れ
を
達
成
し
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
中
で
も
、

特
筆
す
べ
き
名
匠
と
そ
の
録
音
作
品
を
時
代
順
に
た
ど
っ
て
み
た
。

耳
に
し
て
お
き
た
い
録
音
だ
。

シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル
は
大
仰
な
身
振
り
の
演
奏
を

嫌
っ
た
人
で
、

一
度
弾
き
始
め
た
以
上
は
停
滞

せ
ず
、
前
へ
進
む
こ
と
が
自
分
の
使
命
と
心

得
て
い
る
か
の
よ
う
な
、
無
駄
な
感
情
移
入

を
排
し
た
演
奏
を
し
て
い
る
。
今
か
ら

80
年

以
上
も
前
に
、
こ
う
し
た
、
す
っ
き
り
と
し
て

跨
肉
の
落
ち
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
聴
か
せ
て

い
る
の
は
あ
る
意
味
新
鮮
で
、
現
代
の
ピ
ア
ニ

フ
ィ
レ
ー
レ
も
快
調
に
飛
ば
し
て
い
く
が
、
随

所
に
わ
ず
か
な
ル
バ
ー
ト
も
用
い
る
。
音
は
ピ

ン
と
ま
っ
す
ぐ
に
立
ち
上
が
っ
て
、
気
持
ち
ょ

く
聴
き
手
の
耳
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。

ペ
ダ
ル
を
最
小
限
に
抑
え
て
い
る
た
め
、
無

駄
な
残
評
が
な
く
、
特
き
に
消
潔
感
が
あ
る
。

気
LInn
あ
る
古
武
士
の
風
格
と
で
も
い
お
う
か
。

た
た
ず

そ
の
端
然
と
し
た
仔
ま
い
は
、

H
本
人
の
感
性

に
ぴ
た
り
と
適
う
。
好
感
の
持
て
る
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
で
あ
る
。

▼
悠
揚
迫
ら
ざ
る
風
格
の

ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ア
ラ
ウ

(1
9
0
3
¥
9
1
)
 

ア
ラ
ウ
か
ら
は

20
惟
紀
生
ま
れ
で
あ
る
。
チ

リ
の
チ
ャ
ー
ン
に
ピ
ア
ノ
教
師
を
母
と
し
て
生

ま
れ
た
彼
は

5
歳
で
初
リ
サ
イ
タ
ル
。
8
歳
で

政
府
奨
学
金
を
受
け
て
ベ
ル
リ
ン
に
留
学
、

リ
ス
ト
の
高
弟
マ
ル
テ
ィ
ン

・
ク
ラ
ウ
ゼ
の
弟

子
と
な
っ
た
。

つ
ま
り
彼
も
、

• アラウ

ピアノ・ソナタ全集

収録 ：1980-91年
(Philips France) 
473782 
※11CD、輸入盤

クラウディオ・アラウ
Photo: Decca/ A3 Studios 

▼
明
晰
で
男
っ
ぽ
い
演
奏
の

園
田
轟
弘

{
1
9
2
8ー

2
0
0
 4)
 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
↓
チ
ェ

ル

▼
精
確
無
比
の

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

(
1
8
8
4
¥
1
9
6
9
)
 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
全
集
を
遺
し
た

屈
指
の
名
ビ
ア
‘
 一ス
ト

ス
ト
に
通
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

テ
ク
ニ

ッ
ク
で
い
え
ば
、
今
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

た
ち
の
よ
う
な
わ
け
に
は
い
か
ず
、
危
な
い
と

こ
ろ
も
多
く
、
ミ
ス
タ
ッ
チ
も
散
見
さ
れ
る
が
、

rul全
体
の
構
成
力
は
確
か
な
も
の
で
、

一
っ
聴

き
終
わ
る
た
び
に
、
そ
の
ソ
ナ
タ
が
明
確
な

像
を
結
ぶ
と
こ
ろ
は
さ
す
が
と
い
う
べ
き
だ
ろ

う
。
古
典
中
の
古
典
と
し
て
必
聴
だ
。

シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル
よ
り
も
2
歳
若
い
バ
ッ
ク
ハ

ウ
ス
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
生
ま
れ
。
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
↓
チ
ェ
ル
ニ
ー
↓
リ
ス
ト
↓
ダ
ル
ベ
ー

ル
↓
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
と
つ
な
が
る
ベ

ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
直
系
の
弟
子
で
あ
る
。
確
か
な
テ
ク

ニ
ッ
ク
の
も
と
、
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
を
持
つ
彼

の
演
奏
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
本
人
に
も
っ
と
も

近
い
と
さ
れ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
彼
が
ど

の
よ
う
に
弾
く
か
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
評

論
家
ク
ル
ト

・
プ
ラ
ウ
コ

ッ
プ
フ
の
こ
ん
な
言

菓
が
あ
る
。

ニ
ー
↓
リ
ス
ト
↓
ク
ラ
ウ
ゼ
↓
ア
ラ
ウ
と
つ
な

が
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
直
系
だ
。
正
統
的
な

ド
イ
ツ
音
楽
の
継
承
者
と
し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
、
プ
ラ
ー
ム
ス
な
ど
に
高
い
評
価
を
獲
得
す

る
一
h
、
リ
ス
ト、

シ
ョ
パ
ン
な
ど
も
得
意
と

し

な

1
9
6
5
年
以
来
6
回
来
日
し
て
い
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
全
集
は
2
回
録

音
し
て
い
る
。
1
回
目
は
1
9
6
2
1
6
6
年
の

デ
ッ
カ
録
音
、
2
回
目
は

8
0
1
9
1
年
の
フ
ィ

リ
ッ
プ
ス
録
音
で
、
い
ず
れ
も
ス
テ
レ
オ
で
あ

る
。
ア
ラ
ウ
は
生
涯
、
大
き
く
芸
風
を
変
え

る
と
い
う
こ
と
の
な
か
っ
た
人
で
、
新
旧
両
盤

に
決
定
的
な
違
い
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、

新
録
音
の
方
は
な
に
ぶ
ん

80
代
に
か
か
っ
て
の

も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
的
に
は
旧

録
音
の
方
が
冴
え
て
い
る
が
、
じ
っ
く
り
と
し

た
テ
ン
ポ
を
特
徴
と
す
る
悠
揚
迫
ら
ざ
る
風

格
と
い

っ
た
も
の
は
、
老
い
て
ま
す
ま
す
の
観

が
あ
る
。
そ
れ
と
、
歌
う
と
い
う
観
点
か
ら

は
こ
の
人
の
演
奏
は
人
を
魅
了
す
る
も
の
が
あ

り
、
緩
徐
楽
章
の
歌
は
ま
さ
に
彼
の
真
骨
頂

で
あ
ろ
う
。

1
9
2
8
年
生
ま
れ
の
園
田
高
弘
か
ら
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
全
集
を
作
っ
た
日
本
人

ピ
ア
ニ
ス
ト
が
出
現
す
る
。
ロ
ベ
ー
ル
・
カ
サ

ド
シ
ュ
に
学
ん
だ
父
・
園
田
消
秀
に
よ
っ
て
早

期
教
育
を
受
け
た
彼
は
、

10
歳
か
ら
レ
オ
・

シ
ロ
タ
の
秘
蔵
弟
子
と
な
り
東
京
音
楽
学
校

で
は
豊
増
昇
に
師
事
し
た
。

卒
業
直
後
に
デ
ビ
ュ
ー
、
シ
ョ
パ
ン
作
品
の

連
続
演
奏
会
を
開
き
、
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
、
ガ
ー

シ
ュ
ウ
ィ
ン
、
ハ
チ
ャ
ト
ゥ
リ
ア
ン
ら
の
作
品



生誕250年

BEET 
の
日
本
初
演
で
名
を
あ
げ
た
の
ち
、
フ
ラ
ン
ス

に
留
学
し
て
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ロ
ン
の
教
え
を

受
け
翌
年
婦
国
。
1
9
5
4年
、
カ
ラ
ヤ
ン
の

初
来
日
に
際
し
て
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
て
N
評
と

共
演
、
カ
ラ
ヤ
ン
の
勧
め
で
再
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
渡
り
各
地
で
演
奏
会
を
開
備
、

55
年
に
は

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
5
番
「皇
帝」

を
演
奏
し
た
。

こ
れ
ほ
ど
広
範
に
し
て
膨
大
な
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
持
つ
彼
で
あ
る
が
、
や
は
り
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
も
制
覇
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う、

1
9
6
8
年
に
は
日
本
洋
楽
史
上
初
め

て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
全
鼎
連
続
演
奏

会
を
開
催
、

69
年
に
は
日
本
人
と
し
て
初
の

そ
の
全
集
録
音
も
達
成
し
た
。

一
言
で
い
え
ば
、
園
田
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は
カ
チ
ッ
と
し
た
硬
派
の
演
奏
だ
。
弾
き
崩
し

め
い
せ
さ

な
ど

一
切
な
く
、
明
晰
で
男
っ
ぼ
い
。
曲
の
細

●園田高弘

ピアノ・ソナタ全集

収録 ・1968-69年

（コロムピア）
COCQ83895/904 
※10CD、輸入盤、
廃盤

アルフレート・ブレンデル

• ブレンデル
ピアノ・ソナタ全集

収録 ：1970-77年
(Decca) 4782607 
※13CD、輸入盤、
Philips原盤

●グルダ

ピアノ・ソナタ全集

収録： 1967年
(Eloquence) 4768761 
※12CD、輸入盤、

Amadeo原盤

• ポリーニ

ピアノ・ソナタ第23番「熱情」
収録 ・2002年
(DG) 474451 
※2CD、輸入盤

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
グ
ル
ダ

(
1
9
3
0
¥
2
 o
o
o
)
 

園
田
隆
弘

部
を
よ
く
よ
く
確
認
し
た
い
と
き
に
聴
く
と

た
い
へ
ん
参
考
に
な
る
。
園
田
の
全
集
が
完
成

さ
れ
た
こ
と
は
、
続
く
日
本
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
た

ち
を
大
い
に
勇
気
づ
け
、
仲
道
郁
代
、
迫
昭
嘉
、

横
山
幸
雄
、
野
平

一
郎
、
小
菅
俊
ら
の
全
集

が
録
音
さ
れ
た
。
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
意
義

は
大
き
い
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ジ
ャ
ズ
と
の
融
合
を
試
み
る

な
ど
、
グ
ル
ダ
は
多
方
面
に
才
能
を
発
揮
し

た
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
解
釈
で
も
世
界
最

高
と
い
わ
れ
、

1
9
6
7
¥
6
8
年
に
ア
マ
デ
オ

に
録
音
し
た
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
全
集
は
ド
イ
ツ
・

レ
コ
ー
ド
大
伐
を
受
け
た
。

• アシュケナージ

ピアノ・ソナタ第30、31、32番

収録： 1991年
（ユニバーサル） UCCD7475 

ウラディーミル・アシュケナージ
Decca/cBen Ealovega 

マウリツィオ・ポリーニ

マ
ウ
リ
ッ
ィ
オ
・
ポ
リ
ー
ニ

(
1
9
4
2

ー）

ウ
ラ
デ
ィ
ミ
ー
ル
・
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ー
ジ

(
1
9
3
7
1
)
 

こ
こ
か
ら
は
存
命
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
る
。
プ

レ
ン
デ
ル
の
場
合
は

1
9
7
0
年
に
は
フ
ィ

リ
ッ
プ
ス
と
専
属
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
が
彼
の

ピ
ア
）一
ス
ト
生
命
を
不
滅
の
も
の
と
し
た
と
い

え
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
全
集
も
そ

の
一
環
で
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
の
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ー
ジ
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
極
め
て
広
く
、
録
音
も
膨ぞろ

大
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
シ
ョ
パ
ン
は
名
盤
揃

い
だ
。
だ
か
ら
、
敢
え
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

ソ
ナ
タ
全
集
を
推
さ
な
く
て
も
よ
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
解
釈
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
も
に
、
や
は
り
、

聴
い
て
お
く
べ
き
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
弾
き
の
ひ

と
り
だ
ろ
う
。

ポ
リ
ー
ニ
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
全
集
は
、

一十
数
年
と
い
う
長
い
期
間
の
折
々
に
録
音

さ
れ
じ
っ
く
り
と
完
成
さ
れ
た
。
分
売
も
も

ち
ろ
ん
さ
れ
て
い
る
が
、

一
括
し
た
全
集
版
と

し
て
も
購
入
で
き
る
。
録
音
年
代
が
あ
ま
り

に
も
ま
ち
ま
ち
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
聴
き
ど
こ

ろ
が
異
な
る
が
、
圧
倒
的
な
の
は
「
熱
情
」
だ
。

全
集
で
な
く

1
枚
購
入
す
る
の
な
ら
、
ど
う

ぞ
ポ
リ
ー
ニ
の
「
熱
情
」
入
り
を
お
聴
き
く
だ

さ
い
。

初

ア
ル
フ
レ
ー
ド
・
ブ
レ
ン
デ
ル

7
1
9
3
1
¥
)
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サ
ロ
ン
文
化
の
中
心
人
物
だ

っ
た
モ
ー
リ

ッ

ツ
・
フ
ォ
ン
・
フ
リ
ー
ス
伯
爵

(1
7
7
7
1

1
8
2
6
)
に
献
呈
さ
れ
た
第
4
番
イ
短
調
。

当
初
は
第
5
番

《
春
》
と
セ

ッ
ト
で

「
作
品

23
」
と
す
る
予
定
だ

っ
た
が
、
手
違
い
に
よ
り
、

分
け
て
出
版
さ
れ
た
。

交
評
曲
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
対
照
的

な
楽
想
の

2
作
品
を
併
行
し
て
作
曲
す
る
こ

と
が
多
か

っ
た
楽
聖
。
当
作
と
第
5
番

《
春
》

も
、
表
裏

一
体
の
関
係
だ
。
ま
た
、
前
作
の

出
版
か
ら
僅
か

2
年
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
先
人
の
影
評
下
を
完
全
に

脱
し
、
自
身
の
個
性
を
色
濃
く
反
映
す
る
と

共
に
、
極
め
て
実
験
的
。
そ
の
益
神
が
か
り

的
ク
な
飛
躍
は
、
交
響
曲
第
2
番
か
ら
第
3
番、

同
じ
く
第
4
番
か
ら
第
5
番
へ
の
劇
的
な
進

歩
を
想
起
さ
せ
る
。

当
作
は
、
出
版
の
前
年
の

1
8
0
0
年
の

作
曲
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
第

1
楽
章
は、

ピ
ア
ノ
が
奏
す
る
、
嵐
の
よ
う
な
第

1
主
題

で
開
始
。
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
第
2
主
題

と
、
好
対
照
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
、

、ピ
ア
ノ

と
共
に
歌
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
時
に
拮
抗
も
。

第

2
楽
章
は
、
悪
戯

っ
ぽ
い
雰
囲
気
の
第
1

作品30を献呈されたロシア皇帝

アレクサンドル1世 (1777-1825)

•. ↓ . . い● . _....,_ 

主
題
と
、
オ
ク
タ
ー
ヴ
跳
躍
に
始
ま
る
典
雅

な
第

2
主
題
に
よ
る
ソ
ナ
タ
形
式
。
最
終
楽

章
は、

4
分
音
符
が
整
然
と
並
ぶ
主
題
を
軸

と
し
た
、
自
由
な
ロ
ン
ド
形
式
に
よ
る
。

な
お
、
こ
の
ロ
ン
ド
主
題
は
、
長
調
に
明

転
さ
れ
て
、
晩
年
の
大
作
《
ミ
サ
・
ソ
レ
ム
ニ
ス
》

（作
品

l
2
3
、
1
8
2
3
年
）
第
2
曲
後
半

の
フ
ー
ガ
主
題
へ
転
用
さ
れ
て
い
る
。

{

楽
器
問
の
関
係
性
が
い
っ
そ
う
強
固
に

ー
ソ
ナ
タ
第
6
1
8
番
Op.30

「作
品

30
」
は、

1
8
0
3
年
に
出
版
。
ロ

シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
1
世

(1
7
7
7

ー
1
8
2
5
)
に
献
呈
さ
れ
た
た
め
、

《
ア
レ

キ
サ
ン
ダ
ー
・
ソ
ナ
タ
》
と
も
。

1
8
1
5

年
に
ロ
シ
ア
皇
妃
が
ウ
ィ
ー
ン
を
訪
れ
た
際
、

楽
聖
が
こ
の
作
品
へ
の
対
価
を
受
領
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
知
人
を
介
し
て
即
位
記
念
に

委
嘱
さ
れ
た
ら
し
い
。

3rlnと
も
、
ヴ

ァ
イ

オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
関
係
性
が
強
化
さ
れ
、

書
法
的
に
も
よ
り
充
実
し
て
い
る
。

第
6
番
イ
長
調
の
第

1
楽
章
は
、
抒
情
性

豊
か
な
第

1
主
題
と
、
優
美
な
第

2
主
題
が

第4番を献呈されたモーリッツ・フォン・フリ

ース伯爵とその家族

(Franc;ois Gerard画、1805年）

< ヴァイオリン・ソナタ全集［第1番～第10番］

フリッツ・クライスラー（ヴァイオリン）

フランツ・ルップ（ピアノ）

〈録音：1935 ~37年〉

(Naxos) 81109699 
(3CD) 

アルテュール・グリュミオー（ヴァイオリン）

クララ・ハスキル（ピアノ）

〈録音： 1956&57年〉

(Brilliant Classics) BRし93329
(3CD) 

オーギュスタン・デュメイ（ヴァイオリン）
マリア・ジョアン・ピリス（ピアノ）

〈録音：1997-2002年〉

(DG) 471495 (3CD) 

~ 
イザペル・ファウスト（ヴァイオリン）

アレクサンドル・メルニコフ（ピアノ）

〈録音2006&08年〉

(Harmonia Mundi) HMC-902025 
(3CO) 

イザペル ・ファン・クーレン（ヴァイオリン）

ハンネス・ミンナール（ピアノ）

〈録音：2014年〉

（キングインターナショナル）KKC-5434 
(4CD) (CD&SACD) 
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ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ

ナ
タ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
取
り
組
ん
だ
時
期

は
、
依
頼
を
受
け
て
書
い
た
最
後
の
第

10
番

(
1
8
1
2
年
）
を
除
け
ば
、
キ
ャ
リ
ア
の
初

期
、
し
か
も

2
7
¥
3
2
歳
だ
っ
た
約
5
年
と
い

う
、
ご
く
短
期
間
に
集
中
。
交
評
曲
や
弦
楽

四
璽
奏
曲
、
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
な
ど
と
違
い
、

そ
の
生
涯
を
通
し
て
の
音
楽
恨
界
の
深
化
を

反
映
し
て
い
る
、
と
は
言
い
難
い
。

楽
聖
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
は
、
語

法
の
面
な
ど
、
基
本
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
楽
派

の
流
れ
を
汲
む
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
短

期
間
で
、
先
人
の
模
倣
を
脱
し
て
自
身
の
個

性
を
盛
り
込
み
、
特
に
音
楽
史
に
残
る
傑
作

と
な
っ
た
第
5
番

《
春
》
や
第
9
番

《
ク
ロ

イ
ツ
ェ
ル
》
を
も
の
し
た
こ
と
は
、
奇
跡
に
も

近
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
こ
そ
が
、
楽

型
の
深
化
で
は
な
く
、
「
天
賦
の
オ
を
持
ち
併

せ
た
証
拠
」
と
は
、

言
い
過
ぎ
だ
ろ
か
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
範
と
し
つ
つ
、
既
に
進
取

の
気
性
が
顕
著
に
感
じ
取
れ
る
処
女
作

(OP.

12)
か
ら
、
楽
想
の
対
照
的
な

2
作
品
を
対

に
す
る
、
交
響
曲
の
作
曲
手
法
を
先
取
り
す

る
第
4
、
5
番

(
O
P
.
2
3
&
2
4
)、
ヴ

ァ
イ
オ

リ
ン
の
主
導
権
が
高
ま
る
第
6
¥
8番

(OP.

30)
を
経
て
、

ク
最
高
峰
ク
の
第
9
番

(Op.

47)

へ
。
こ
れ
ら
を
聴
く
こ
と
は
、
作
訓
家

作曲法を師事し、作品12を献呈された

アントニオ・サリエリ

1
8
0
1
年
に
出
版
さ
れ
、

ウ
ィ
ー
ン
の

{

先
人
の
影
響
を
完
全
に
脱
し
て
飛
躍

＼
ソ
ナ
タ
第
4
番

OP.23

―.... →→ ・- l -- '"● 、一→→重' -

が
折
々
に
「
何
を
意
図
し
て
、
作
曲
へ
取
り

組
ん
だ
か
」
を
巡
る
、

¢
小
さ
な
旅
ク
に
例
え

て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

人

晩
年
に
通
じ
る
鮮
烈
な
個
性
が
随
所
に

＼
ソ
ナ
タ
第
1
_

3
番
Op.12

「作
品

12
」
全
3
曲
は

1
7
9
9
年
に
出
版
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
声
楽
作
品
の
作
鼎
法
を

師
事
し
た
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
サ
リ
エ
リ

(l

7
5
0
1
1
8
2
5
)
に
献
呈
さ
れ
た
。
作

鼎
者
は
出
版
当
時
、
ま
だ

29
歳
。
こ
の
た
め
、

キ
ャ
リ
ア
初
期
に
集
中
し
て
作
曲
し
た

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
ク

． 
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特
に
音
楽
史
に
残
る
傑
作
と
な
っ
た
第

5
番
《
春
》
や

第

9
番
《
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
》
を
も
の
し
た
こ
と
は
、
奇
跡
に
も
近
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
こ
そ
が
、
楽
聖
の
深
化
で
は
な
く
、

「
天
賦
の
オ
を
持
ち
併
せ
た
証
拠
」
と
は
、
言
い
過
ぎ
だ
ろ
か
。

ハ
イ
ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ら
先
人
の
影
孵
が

色
濃
い

一
方
、
晩
年
に
も
共
通
す
る
強
い
個

性
も
、
随
所
に
感
じ
さ
せ
る
。

第

1
番
二
長
調
の
第

1
楽
章
は
、

主
和
音

の
一
撃
に
続
き
、
ユ
ニ
ゾ
ン
で
奏
さ
れ
る
、
階

段
を
上
下
す
る
よ
う
な
、
力
強
い
第
1
旋
律

で
開
始
。
柔
ら
か
な
雰
囲
気
の
第
2
主
題
と

軸
に
、
ソ
ナ
タ
形
式
で
進
む
。
第

2
楽
章
は

穏
や
か
な
主
題
と

4
つ
の
変
奏
か
ら
な
る
ヴ

ア
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
最
終
楽
章
は
ロ
ン
ド
形

式
で
、
軽
快
な
ロ
ン
ド
主
題
に
優
美
な
第
1

副
主
題
と
息
の
長
い
第
2
副
主
題
が
挟
ま
り
、

時
に
変
形
さ
れ
、
随
所
に
顔
を
覗
か
せ
る
。

そ
し
て
、

20
歳
前
後
だ

っ
た
ポ
ン
時
代
に

作
っ
た
主
題
が
登
場
す
る
た
め
、

「
作
品

12
」

中
で
、
最
も
早
い
成
立
と
考
え
ら
れ
る
第
2

番
イ
長
調
。
第
1
楽
章
は
、
駆
け
上
が
る
第

さ
え
ず

1
主
題
と
、
小
鳥
の
剛
り
の
よ
う
な
第
2
主

題
と
が
絡
み
合
い
、
明
る
い
雰
囲
気
を
形
創

る
。
第
2
楽
章
は
イ
短
調
に
転
じ
、
内
省
的
。

付
点
リ
ズ
ム
が
印
象
的
な
第
1
主
題
と
、
光

を
感
じ
さ
せ
る
第
2
主
題
が
、
変
奏
を
交
え

緩
や
か
な
陰
影
を
も
た
ら
す
。
そ
し
て
、
小

ロ
ン
ド
形
式
を
と
る
第

2
楽
章。

ピ
ア
ノ
の

付
点
リ
ズ
ム
の
波
間
を
、
た
お
や
か
な
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
旋
律
が
た
ゆ
た
う
。
そ
し
て
、

最
終
楽
章
に
は
当
初
、
第
9
番

《
ク
ロ
イ
ツ

ェ
ル
》
の
最
終
楽
章
に
転
用
さ
れ
た
プ
レ
ス

ト
が
置
か
れ
て
い
た
が
、

主
題
と

6
つ
の
色

彩
の
異
な
る
変
奏
か
ら
な
る
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
ヘ
と
変
更
し
た
。

そ
し
て
、
交
評
曲
第
5
番

《
運
命
》
に
代

表
さ
れ
る
、
楽
聖
に
と
っ
て
ぶ
宿
命
ク
の
調

性
を
と
る
第
7
番
ハ
短
調
。
「
作
品
30
」
中
で

最
も
内
容
か
充
実
し
、
演
奏
機
会
に
も
恵
ま

れ
て
い
る
。

第

1
楽
章
の
冒
頭
で
ピ
ア
ノ
が
呈
示
す
る

第
1
主
題
は
、
悲
壮
で
衝
撃
的
。

16
分
音
符

に
よ
る
嵐
も
、
不
安
を
あ
お
る
。
こ
れ
を
振

り
払
お
う
と
す
る
、
凛
と
し
た
第
2
主
題
も
、

や
が
て
嵐
の
中
に
呑
み
込
ま
れ
る
。
そ
し
て
、

つ
つ
反
復
さ
れ
る
。
ロ
ン
ド
形
式
の
終
楽
章

は
、
可
愛
ら
し
い
メ
ヌ
エ
ッ
ト
風
の
主
題
が
軸

こ
。

ー

ま
た
、
第
3
番
変
ホ
長
調
は
、
全

3
曲
中

で
最
も
大
規
模
で
、
楽
想
も
洗
練
さ
れ
、
完

成
度
が
高
い
。
第
1
楽
章
は
メ
リ
ハ
リ
の
効

く
つ
ろ

い
た
第

1
主
題
を
、
寛
い
だ
雰
囲
気
の
第
2

主
題
と
対
置
。
――
一
部
形
式
を
と
る
第
2
楽
章

の
主
部
で
は
、
ピ
ア
ノ
の
美
し
い
主
題
を
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
が
和
音
で
下
支
え
、
そ
の
役
割
を

時
に
交
替
す
る
。
一

方
の
中
間
部
は
、
大
胆

な
転
調
が
印
象
的
。
続
く
第
2
楽
章
は
、
彼

の
緩
徐
楽
章
の
中
で
も
、
特
に
初
期
の
傑
作

に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
最
終
楽
章
は
、
躍
動

感
あ
る
ロ
ン
ド
主
題
が
軸
に
。
少
し
お
ど
け

た
主
題
と
力
強
い
主
題
の

2
つ
が
挟
み
込
ま

れ
る
。

穏
や
か
な
主
部
に
、
少
し
感
情
を
露
わ
に
す

る
中
間
部
を
置
い
た
第
2
楽
章
。
第

3
楽
章

は
ス
ケ
ル
ツ
ォ
だ
が
、
メ
ヌ
エ
ッ
ト
を
想
起
さ

せ
る
快
活
さ
。
最
終
楽
章
は
ロ
ン
ド
形
式
を

と
る
が
、
ソ
ナ
タ
風
の
複
雑
な
展
開
も
。
う

ご
め
く
低
音
か
ら

一
気
に
感
情
を
噴
出
さ
せ

る
ロ
ン
ド
主
題
を
枠
組
み
に
、
コ
ー
ダ
ヘ
向
け

て
息
詰
ま
る
畳
み
掛
け
が
な
さ
れ
る
。

一
方
、
第
8
番
卜
長
調
は
、
野
山
に
遊
ぶ

よ
う
な
、
浮
き
立
っ
た
気
分
に
あ
ふ
れ
る
。

第

1
楽
章
で
は
、
大
ら
か
な
第

1
主
題
は
、

少
し
厳
し
い
表
情
の
第
2
主
題
と
の
対
比
が

明
確
。
第
2
楽
章
は
、
穏
や
か
な
主
部
と
メ

ヌ
エ
ッ
ト
の
中
間
部
で
構
成
さ
れ
、
緩
徐
楽

章
と
舞
曲
楽
章
の
性
格
を
併
せ
持
つ
。
最
終

楽
章
は
ド
ロ
ー
ン
に
下
支
え
さ
れ
た
、
お
ど

け
た
ロ
ン
ド
主
題
が
大
枠
に
。
民
俗
舞
曲
風

に
愉
し
ん
だ
末
、
最
後
は
力
強
く
閉
じ
ら
れ

る
。

初
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....................................................................................... 

第4番イ短調作品23(1801年）
•••••· • ·• 曹曹.............................. ••••..••....•.•.•.••••• • .... 曹................

第5番へ長調「春」作品24(1801年）
......................、............................................................

第6番イ長調作品30-1(1803年）
・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・....

第7番ハ短調作品30-2(1803年）
....................................................... 曹...........................

第8番卜長調作品30-3(1803年）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 曹.........................曹・・・・・・・・・・・・

第9番イ長調「クロイツェル」作品47(1803年）

49 MOSTLY CI.ASSIC _・)'. • • ・ , • ← . . . ・' ..-, 

｀ 
, , -- ---. -・.. ,._~-'-• --←  ・-.. ,. ,,. ー・・ -, __ -一 ― .'. ←← .. ,. ← 會,.. . • · 



→ _ _. ・→ '"● ← . • · 貫→ ー·• ・ー・墨
生誕250年

BEET 

ベルギーのヴァイオリニスト、アルテュール ・グリュミオー (1921-86)

創
意
と
個
性
に
悩
ち
た
、
楽
聖
の
傑
作
群
と

し
て
、
結
実
す
る
こ
と
と
な
る
。

当
作
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
・
ソ
ナ
タ
と
し
て
は
初
め
て
、

4
楽
章
形

式
を
採
用
。
滋
表
を
突
く
転
調
な
ど
、
ベ

ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
独
特
の
技
法
も
登
場
す
る
。
さ

ら
に
、
楽
章
間
の
垣
根
を
越
え
て
、
共
通
の

素
材
を
用
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
曲
全
体
と

し
て
の
統

一
感
を
巧
み
に
醸
成
。
そ
の

一
方、

展
開
部
を
充
実
さ
せ
、
副
主
題
を
重
視
し
た

り
、
コ
ー
ダ
を
第
2
の
展
開
部
と
し
て
扱

っ

た
り
と
、
様
々
な
新
機
軸
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
第
1
楽
章
は
と
く
に
有
名
で
、
様
々
な
場

面
で

B
G
M
と
し
て
も
よ
く
使
わ
れ
る
。
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
に
よ
る
、
晴
れ
や
か
な
第
1
主

題
で
ス
タ
ー
ト
。
歓
声
を
上
げ
る
か
の
よ
う

な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
第
2
主
題
は、

8
分
音

符
で
利
音
を
刻
む
ピ
ア
ノ
の
下
支
え
で
、

一
気

に
大
空
へ
。
そ
の
浮
き
立
つ
気
分
は
、
同
時

期
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
15
番

《
田
園
》
第

1
楽
章
に
も
共
通
。
そ
し
て
、
第
1
主
題
の

「
2
分
音
符
＋
8
X
1
6
分
音
符
」
に
み
ら
れ
る
、

「長
い
音
符
＋
細
か
な
楽
句
」
と
い
う
第
1
の

素
材
や
、
再
現
部
直
前
に
現
れ
る
ト
リ
ル
音

型
に
よ
る
第
2
の
素
材
が
、
第
2
、
4
楽
章

な
ど
で
も
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

第
2
楽
章
は
、
特
殊
な
変
奏
曲
の
形
を
採

る
。
そ
の
軸
は
、
先
ほ
ど
触
れ
た
、
前
楽
章

の
第

1
の
索
材
に
基
づ
く
、

幸
福
感
に
満
ち

た
主
題
。
2
つ
の
変
奏
が、

2
つ
の
間
奏
を

ヴァイオリン・ソナタ
第5番「＃」
ロマン派を先取りする甘い楽想と、

全曲に満ち溢れた陽光で、

苦悩に満ちたイメージとは全く別の、

楽聖の魅力を示す佳品。

文寺西肇◎音楽ジャーナリスト

text by Hajime Teranishi 

隔
て
て
繋
が
れ
て
い
る
。

第
3
楽
章
は
、
複
合
一―一
部
形
式
を
採
る
ス

ケ
ル
ツ
ォ
。
や
は
り
第
1
素
材
の
イ
メ
ー
ジ
を

受
け
継
ぐ
主
部
と
、

3
度
や

5
度
の
平
行
音

階
に
よ
る
中
間
部
か
ら
成
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

エ
ン
特
有
の
リ
ズ
ム
遊
び
的
な
要
素
も
、
随

所
に
。
そ
し
て
、
ロ
ン
ド
形
式
を
採
る
最
終
楽
章

は
。
や
は
り
冒
頭
楽
章
の
イ
メ
ー
ジ
を
引
き

継
ぐ
主
題
が
軸
に
。
少
し
憂
い
を
帯
び
た
第

1
と
シ
ン
コ
ペ
ー
シ
ョ
ン
で
力
強
い
第
2
、
絶

妙
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
成
す
副
主
題
を
絡
め

つ
つ
、

冒
頭
楽
章
の
2
つ
の
素
材
も
巧
み
に

織
り
込
ん
で
、
大
ら
か
な
が
ら
も
、
緊
張
感

の
途
切
れ
な
い
音
楽
が
展
開
さ
れ
る
。

印

•アルテュール・グリュミオー（ヴァイオリン）
クララ・ハスキル（ピアノ）

ヴァイオリン・ソナタ第6、7番
〈録音 1957年〉

（ユニバーサル） UCCD-9812 ●エリザペス・ウォルフィッシュ（ヴァイオリン）

デイヴィッドブライトマン（フォルテピアノ）

ヴァイオリン・ソナタ第1-4番

〈録音2012年1月〉
(Nimbus) Nl6245 (2CD) 

• ロレンツォ・ガソト（ヴァイオリン）

ジュリアン・リペール（平行弦ピアノ）

ヴァイオリン・ソナタ第1、10番

〈録音：2017年12月〉
(Alpha) ALPHA-407 

-—_,,. ← ...... ← 9、-- _..__...  . . • ·· 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第

5
番
へ
長
調

《
春
》
は
、
ロ
マ
ン
派
を
先
取
り
す
る
甘
い
楽

想
と
、
全
曲
に
満
ち
溢
れ
た
陽
光
で
、

苦
悩

に
満
ち
た
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く
別
の
、
楽
聖

の
魅
力
を
示
す
佳
品
。
全

10
曲
の
ヴ

ァ
イ
オ

リ
ン
・
ソ
ナ
タ
の
中
で
も
、

第
9
番

《
ク
ロ
イ

ツ
ェ
ル
》
と
並
び
、

高
い
人
気
を
誇
る
。
《春
》

は
作
曲
者
に
よ
る
タ
イ
ト
ル
で
は
な
く
、
誰

が
名
付
け
た
か
も
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
の

楽
想
を
絶
妙
に
表
現
し
て
い
る
。

当
作
は
当
初
、
ソ
ナ
タ
第
4
番
イ
短
調
と

セ
ッ
ト
で
「
ピ
ア
ノ
フ
ォ
ル
テ
の
た
め
の
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
を
伴
っ
た

2
つ
の
ソ
ナ
タ
作
品

23
」
と
し
て
出
版
さ
れ
る
構
想
だ

っ
た
。
し

か
し
、

1
8
0
1
年
に
初
版
を
印
刷
す
る
際
、

単
純
な
工
程
の
手
違
い
に
よ
っ
て
、

2
つ
の
作

品
の
判
型
が
異
な

っ
て
し
ま
う
事
態
に
。
つ

じ
つ
ま
を
合
わ
せ
る
た
め
、
版
を
重
ね
た
際

に
、
第

4
番
だ
け
を

「作
品
23
」
に
。
こ
の

第
5
番
に
は
、
新
た
に
「
作
品
24
」
が
与
え

ら
れ
、
改
め
て
出
版
に
供
さ
れ
た
。

こ
の
作
品
は
、

1
8
0
0
年
か
ら
約
2
年

間
の

「実
験
的
ソ
ナ
タ
期
」
に
書
か
れ
て
い

る
。
こ
の
時
期
に
は
、
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
14

番

《
月
光
》
や
同
第
15
番

《
田
園
》
を
は
じ

め
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
、

こ伝
統
的
ク
な
枠

組
み
を
突
き
崩
し
て
ゆ
こ
う
と
、
形
式
や
展

開
法
な
ど
で
多
彩
か
つ
精
力
的
な
試
み
を
続

け
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
に
抽
出
さ

れ
た

ぷ夫
験
の
成
功
例
ク
が
、
中
期
以
降
の

．
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BEET 

当初、献呈されるはずだったジョージ・

オーガスタス ・ポルグリーン・ブリ ッジ

タワー。1803年5月24日、 ペートーヴ

ェンのピアノで公開初演した

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
9
番

「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
」

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
鍵
盤
楽
器
が
時
に
融
合
し
、
時
に
拮
抗
し
、

一
丸
と
な
っ
て
、
ひ
と
つ
の
音
楽
的
理
想
を
実
現
し
て
ゆ
く
点
に
お
い
て
、

器
楽
作
品
に
お
け
る
云
革
命
と
に
っ
た
と
言
っ
て
も
、
も
は
や
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

「
ほ
ぼ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
の
ご
と
く
、
極
め
て

協
奏
的
な
ス
タ
イ
ル
で
害
か
れ
た
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
オ
プ
リ
ガ
ー
ト
を
伴
う
ピ
ア
ノ
フ
ォ
ル

テ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
」
。
今
日
で
は
、

《
ク
ロ
イ

ツ
ェ
ル
・
ソ
ナ
タ
》
の
愛
称
で
知
ら
れ
る
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
第
9
番
イ
短
調

（作

品
47
)
の
初
版
譜
の
表
紙
に
は
、
作
曲
者
自
身

に
よ
り
、
イ
タ
リ
ア
語
で
記
さ
れ
て
い
る
。

は
ん
ち
ゅ
う

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
と
の
範
疇
の
み
な

ら
ず
、

古
今
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
の
中

で
も
、

「傑
作
中
の
傑
作
」
に
位
樅
付
け
ら
れ

る
当
作
は
、

1
8
0
3
年
に
完
成
。
当
初
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
名
手
で
、
ウ
ェ

ー
ル
ズ
公

の
首
席
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
を
務
め
て
い
た
、

ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・
ポ
ル
グ
リ
ー
ン
・

プ
リ

ッ
ジ
タ
ワ
ー

(1
7
7
9
ー
1
8
6
o
)
 へ

の
献
呈
を
想
定
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

実
際
に
、

自
節
諮
の
第
1
楽
章
提
示
部
に
は

「
ド
変
人
の
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
作
曲
家
に
し
て
混
血

児
の
た
め
に
作
曲
し
た
、
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
ソ
ナ
タ
」

と
の
、
少
々
下
品
な
タ
イ
ト
ル
が
イ
タ
リ
ア
語

で
棗
＂
き
こ
ま
れ
、
初
浙
も
プ
リ

ッ
ジ
タ
ワ
ー
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
作
仙
者
の
ピ
ア
ノ
に
よ
り
行

わ
れ
た
。
た
が
、
そ
の
後
、

2
人
に
わ
だ
か
ま

り

（
一
説
に
は
、
女
性
を
巡
る
ト
ラ
プ
ル
と
も
）

が
生
じ
た
た
め
、
結
局
、
フ
ラ
ン
ス
出
身
の
名

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
ロ
ド
ル
フ
・
ク
ロ
イ
ツ

ェ
ル

(1
7
6
6
i
1
8
3
1
)
に
献
呈。

1

8
0
5
年
に
出
版
さ
れ
た
。

し
か
し
、

当
作
の
成
立
に
は
、
さ
ら
な
る
伏

線
が
あ
る
。
第
1
、
2
楽
章
は
プ
リ

ッ
ジ
タ
ワ

ー
の
為
に
書
き
始
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
最
終

献呈されたロドルフ・クロイツェル。独

奏者として活躍する一方、パリ・オベラ

座管弦楽団のコンサートマスターから指

揮者に転向。パリ音楽院教授も務めた

文

寺

西

肇

◎
音
楽
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

text b
y
 H
a
i
i
m
e
 Teranishi 

楽
章
プ
レ
ス
ト
は
既
に
存
在
し
て
い
た
。
す
な

わ
ち
、

当
初
は
ソ
ナ
タ
第
6
番
イ
短
調

（作
品

3
0
1
1
、
1
8
0
3
年
）
の
最
終
楽
章
と
し
て

作

rul
さ
れ
た
の
だ
が
、

「
こ
の
作
品
に
は
、
余

り
に
輝
か
し
す
ぎ
る
」
と
の
理
由
で
、
作
曲
者

自
身
が
決
定
稿
に
あ
る
変
奏
曲
へ
と
差
し
替
え

た
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
前
提
が
な
け
れ
ば
、

稀
代
の
名
rlhは
誕
生
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
プ
リ
ッ
ジ
タ
ワ
ー
の
快
演
に
触
発

さ
れ
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
前
2
楽
章
は
、
彼

の
卓
越
し
た
技
法
と
音
楽
性
を
物
語
る
。
そ

れ
と
同
時
に
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
鍵
盤
楽
器
が

時
に
融
合
し
、
時
に
拮
抗
し
、

一
丸
と
な
っ
て、

ひ
と
つ
の
音
楽
的
理
想
を
実
現
し
て
ゆ
く
点
に

お
い
て
、
器
楽
作
品
に
お
け
る

＃
平
命
ク
だ
っ

た
と
言
っ

て
も
、
も
は
や
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

そ
の
第
1
楽
章
で
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
無

伴
奏
の
重
音
で
序
奏
を
弾
き
始
め
、
ピ
ア
ノ
が

こ
れ
に
応
え
る
。
こ
の
半
音
の
下
降
音
型
は
、

IUl
の
進
行
上
の
キ
ー
に
。
次
第
に
緊
張
感
を
増

し
て
、
プ
レ
ス
ト
の
主
部
に
入
る
と
、
ま
ず
カ

強
い
第
1
主
題
を
里
示
。
コ
ラ
ー
ル
風
の
涼
や

か
な
第
2
主
題
と
鮮
や
か
な
陰
影
を
成
し
、
緩

急
の
対
比
も
相
ま
っ
て
、
ソ
ナ
タ
形
式
で
息
詰

ま
る
展
開
を
見
せ
る
。

第
2
楽
章
は
、
滋
味
あ
ふ
れ
る
安
ら
か
な
旋

律
に
基
づ
く
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、
ロ
マ
ン

派
の
音
楽
を
も
先
取
り
。
こ
の
主
題
も
、
前
楽

章
と
同
様
、
半
音
に
よ
る
下
降
音
型
が
軸
に
。

リ
ズ
ム
変
化
や
転
調
で
巧
み
に
彩
り
を
変
え
つ

つ、

4
つ
の
変
奏
が
続
き
、
カ
デ
ン
ツ

ア
が
コ

ー
ダ
を
祁
き
出
す
。

最
終
楽
章
プ
レ
ス
ト
は
、
タ
ラ
ン
テ
ッ
ラ

（南

イ
タ
リ
ア
起
源
の

6
拍
子
の
急
速
な
民
俗
舞

曲
）。

ピ
ア
ノ
の
主
和
音
が
口
火
を
切
り
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
が
疾
走
を
始
め
る
と
、
ピ
ア
ノ
も

そ
れ
に
続
く
。
こ
こ
か
ら
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
真
骨
頂
。
静
謡
な
雰
囲
気
の
第
2
主
題
と

強
烈
な
対
比
を
成
し
つ
つ
、
骨
太
な
ソ
ナ
タ
形

式
で
畳
み
掛
け
て
ゆ
く
。
二
短
調
の
コ
ー
ダ
は
、

冒
頭
楽
章
で
強
調
さ
れ
た
同
じ
調
性
と
共
鳴

し
、
鼎
全
体
に
大
き
な
枠
組
み
を
形
創
る
。
初

●マキシム・ヴェンゲーロフ（ヴァイオリン）

イタマール・ゴラン（ピアノ）

パッハ：無伴奏パルティータ第2番、他

〈録音： 20 1 2 年 4月 5 日、ロンドン•ウイグモアホール•ライヴ〉
(Wigmore Hall Live) WHLIVE-0056 

●ダヴィド・オイストラフ（ヴァイオリン）

レフ・オポーリン（ピアノ）

ヴァイオリ ン・ソナタ第5番「{i」
〈録音： 1962年6月〉

（ユニバーサル） UCCP-7040 

. ---"'i 

●ヴィクトリア・ムローヴァ（ヴァイオリン）

クリスティアン・ペザイデンホウト（フォルテピアノ）

ヴァイオリン・ソナタ第3番

〈録音：2009年12月14-16日〉

(Onyx) ONYX-4050 
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BEET 
の
も
の
の
ピ
ア
ノ
に
、
繊
細
の
極
の
よ
う
な
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン

（①
の
3
曲
と
、
第
5
番

「春
」、

さ
ら
に
は
第
6
番
）、
一
転
ケ
ン
カ
を
売
っ
て
い

る
よ
う
に
攻
撃
的
な
「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
」
な
ど
、

こ
の
大
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
芸
風
の
広
さ
を

再
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
。
「
生
前
は

1
度
も
生

演
奏
し
た
こ
と
が
な
か

っ
た
」
と
い
う
第
10
番

も
意
外
に
良
い
。

グ
リ
ュ
ミ
オ
ー
と
ハ
ス
キ
ル
に
よ
る
演
奏
は

1
9
5
7
年
の
も
の
。
こ
れ
は
ア
ナ
ロ
グ
時
代

か
ら
愛
好
者
の
多
い
全
集
で
、
中
で
も
第
6

番
の
美
し
さ
は
格
別
だ
。
ま
た
ハ
ス
キ
ル
・
フ

ァ
ン

（と
い
う
人
た
ち
が
存
在
し
た
）
に
も
愛

聴
さ
れ
続
け
て
い
る
。
第
5
番

「春
」
冒
頭
な

ど
、
ボ
ウ
イ
ン
グ
の
素
晴
ら
し
さ
が
そ
の
ま
ま

記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
代
の
ア
ナ
ロ
グ
録

音
の
優
秀
さ
に
も
梵
く
。

現
役
奏
者
の
全
集
で
は
、
界
端
的
な
演
奏
な

が
ら
、
ム
タ
ー
と
オ
ー
キ
ス
に
よ
る
1
9
9
8

年
8
月
の
ラ
イ
ヴ
が
面
白
い
。
オ
ー
キ
ス
は
ソ

リ
ス
ト
と
し
て
は
無
名
だ
が
、
強
烈
な
変
化
球

を
次
々
繰
り
出
す
ム
タ
ー
に
ピ

ッ
タ
リ
合
わ
せ

て
い
て
ピ
ッ
ク
リ
し
て
し
ま
う
。

第
4
番
で
の
変
幻
す
る
音
色、

「
ク
ロ
イ
ツ

ェ
ル
」
の
攻
撃
性
と
突
然
の
ス
ロ
ー
カ
ー
プ
の

フ
ェ
イ
ン
ト
な
ど
、

全
体
を
リ
ー
ド
し
て
い
る

の
は
実
は
オ
ー
キ
ス
な
の
で
は
と
さ
え
思
わ
せ

る
。
ム
タ
ー
に
と
っ
て
初
期
か
ら
中
期
の
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
あ
く
ま
で
実
験
の
対
象
な
の

◎

個
性
の
強
い
ム
ク
ー
＆
オ
ー
キ
ス
、

ク
レ
ー
メ
ル
＆
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ

◎

「
正
統
的
演
奏
」
の

カ
ン
ト
ロ
フ
＆
上
田

か
も
し
れ
な
い
。

も
う
ひ
と
り
の
現
役
大
家
、
ク
レ
ー
メ
ル
は

ソ
リ
ス
ト
と
し
て
互
角
の
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
と
の

共
演
。
こ
れ
も
強
烈
な
演
奏
で
、
好
き
鎌
い
が

分
か
れ
そ
う
だ
。
と
に
か
く
ピ
ア
ノ
・
パ
ー
ト

す
ご

の
表
現
力
が
物
凄
い
。
さ
す
が
の
ク
レ
ー
メ
ル

も
「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
」
で
は
彼
女
に
押
さ
れ
気

味
と
は
い
え
、
聴
い
て
い
て
面
白
い
こ
と
は
確

か
。「
え
ッ
、
こ
の
ソ
ナ
タ
、
こ
う
い
う
血
だ

っ
た
の
？
」
と
い
う
瞬
間
の
連
続
だ
。

「
現
役
大
家
に
よ
る
正
統
的
演
奏」

と
し
て
、

カ
ン
ト
ロ
フ

（引
退
宜
言
し
た
が
、
昨
年
か
ら

ま
た
現
役
復
帰
し
て
い
る
）
と
上
田
晴
子
の
も

の
を
選
ん
で
み
た
。
全
て
「
引
退
」
以
前
の
演

奏
な
の
で
技
術
的
に
も
全
く
安
定
し
て
い
る
。

「春
」「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
」
は
も
ち
ろ
ん
、
第
6

番
や
第
10番
が
素
晴
ら
し
い
。

特
に
第

10
番
は
、

20
世
紀
後
半
ま
で
な
ぜ

か

丘駄
作
ク
扱
い
さ
れ
て
い
た
名
品
で
、

D
.

オ
イ
ス
ト
ラ
フ
や
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
だ
け
で
な
く
、

ス
タ
ー
ン
な
ど
も
全
曲
演
奏
チ
ク
ル
ス
を
除
い

て
演
奏
し
な
か

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

カ
ン
ト
ロ
フ
本
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
、

彼
は
こ
の
仙
の
美
し
さ
に
つ
い
て
熱
弁
を
振
る

っ
て
い
た
。
第
1
楽
章
な
ど
、

主
題
は
断
片
的

で
ほ
と
ん
ど
ポ
エ
ム
状
態
。
続
く
楽
章
も
謎
の

よ
う
。
こ
の
ソ
ナ
タ
の
成
立
が

「後
期
」
で
は

な
く

「中
期
」
だ
と
い
う
の
も
か
な
り
の
謎
だ
。

最
後
に
日
本
人
の
も
の
を
。
安
永
徹
（
ピ
ア

ノ
・
市
野
あ
ゆ
み
）
の
録
音
は
、
バ
ラ
売
り
の

途
中
で
リ
リ
ー
ス
が
途
絶
え
、
わ
り
あ
い
近
年
、

「全
集
」
の
形
態
で
は
な
い
が
全
曲
揃
っ
た
。

こ
の
中
で
は
第
4
番
に
注
目
。
こ
の
ソ
ナ
タ

の
第
1
楽
章
は、

詳
細
は
省
く
も
の
の
、
第
1

◎

第

4
番
に
注
目
し
た
い
安
永
＆
市
野

ギドン・クレーメル（左）＆マルタ・アルゲリッチ

◎

往
年
の
グ
リ
ュ
ミ
オ
ー
＆
ハ
ス
キ
ル

楽
章
後
半
の
リ
ピ
ー
ト
（
展
開
部
ブ
ラ
ス
再
現

部
）
を
そ
っ
く
り
敢
行
す
る
の
が
絶
対
に
正
し

い
。
安
永
盤
は
、
ほ
と
ん
ど
往
年
の
ス
ー
ク
盤

以
来
、
こ
れ
を
正
し
く
敢
行
し
た
も
の
だ

っ
た
。

近
年
は
む
し
ろ
こ
の
、

「
ス
ー
ク
、
安
永
形
態
」

（
？
）
こ
そ
が
常
識
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
問
題
の

第
10
番
の

ケボ
エ
ム
ク
の
不
思
議
感
覚
も
味
わ

い
深
い
。

「春
」
「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
」
（
第
7
番
）
「
ク

ロ
イ
ツ
ェ
ル
」
の
3
曲
だ
け
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
を
知
っ
て
通
り
す

ぎ
る
の
は
も

っ
た
い
な
い
。
し
つ
こ
い
よ
う
だ

が
、
近
年
急
激
に
単
独
演
奏
の
機
会
が
増
え
て

い
る
第

10
番
の

4
熙
の
解
明
も
浜
坦
半
ば
ク

と
言
っ
て
お
こ
う
。

初

｀ 
且凰 "■ ,.,. 

ジャン＝ジャック・カントロフ（左）＆上田晴子

ジャン＝ジャック・カントロフ（ヴァイオリン）

上田晴子（ピアノ）

収録：2008年

（コジマ） ALCD-7143=第1巻（第3、4、5番）

※第2巻（第6、7、8番）は ALCD-7155(2010年）、

第3巻（第1、2、9、10番ほか）はALCD-7230/31

(10年）として分売

アンネ＝ゾフィー・ムター（右）＆ランバー

ト・オーキス cDario Acosta/ DG 

アンネ＝ゾフィー・ムター（ヴァイオリン）

ランバート・オーキス（ピアノ）

収録 1998年、ライヴ

(DG) 4576192 

※4CD、輸入盤

譴ギドン・クレーメル（ヴァイオリン）
マルタ・アルゲリッチ（ピアノ）

収録： 1984、87、93、94年

(DG) 4823338 

※「クレーメル：ヴァイオリン・ソナタ室内

楽集」 (15CD)所収、輸入盤

•' 

往
年
の
巨
匠
た
ち
や
現
役
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・

ソ
ナ
タ

10
曲
に
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

そ
の
結
果
を
録
音
に
残
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
数

人
に
絞
っ
て
聴
い
て
み
よ
う
。

ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
、

D
・
オ
イ
ス
ト
ラ
フ
、
グ

リ
ュ
ミ
オ
ー
、
ム
タ
ー
、
カ
ン
ト
ロ
フ
、
安
永
徹
゜

他
に
も
第
4
番
に
画
期
的
な
解
釈
を
示
し
た
ス

ー
ク

（ピ
ア
ノ
は
パ
ネ
ン
カ
）、
あ
る
時
期

El

本
で
神
格
化
さ
れ
た
も
の
の
、
録
音
状
態
が
良

く
な
い
シ
ゲ
テ
ィ

（ア
ラ
ウ
）、
浙
奏
コ
ン
セ

プ
ト
が
不
明
な
仙
が
散
見
さ
れ
る
シ
ェ
リ
ン
グ

（
ヘ
プ
ラ
ー
）、
さ
ら
に
は
グ
リ
ュ
ミ
オ
ー
に
よ

る
2
度
目
の
名
盤
（
ア
ラ
ウ
）、
忘
れ
ら
れ
が

ち
な
ス
タ
ー
ン

（ザ
ー
キ
ン
）
、
ま
だ
ま
だ
現

役
の
パ
ー
ル
マ
ン

（ア
シ
ュ
ケ
ナ
ー
ジ
の
ピ
ア

ノ
が
断
然
い
い
）。

現
役
で
は
ー
・
フ

ァ
ウ
ス
ト
、
カ
ヴ

ァ
コ

ス

（実
演
よ
り
か
な
り
抑
制
さ
れ
て
は
い
る
が
、

猛
烈
に
攻
漿
的
な
、
と
ん
が

っ
た
演
奏。

そ
の

つ
ら

た
め
第

10
番
は
辛
い
）、
録
音
よ
り
¢
土ク

の

ほ
う
が
圧
倒
的
に
良
い
イ
ヴ
ラ
ギ
モ
ヴ

ァ
な
ど

ャッシャ・ハイフェッツ（ヴァイオリン）

エマニュエル・ペイ（ピアノ）

ブルック・スミス（ピアノ、第9番のみ）
収録： 1947、60年

(Sony) 88691915552 

※「ハイフェッツ• ブレイズ・ペートーヴェン」(7CO)所収
輸入盤、 RCA原盤

安永徹（左）＆市野あゆみ
cPAdamik 

安永徹（ヴァイオリン）

市野あゆみ（ピアノ）

収録：1994年

(Exton) OVCL-00457=第1巻（第1-3番）

※第2巻（第4、5番）はOVCL-00461(1995 

年）、第3巻（第6、7、8番）はOVCL-00462(96 

年）、第4巻（第9、10番）はOVCL-00463(98 

年）として分売

ふ息
〗昇

ダヴィド・オイストラフ（右）＆レフ・オポーリン

ダヴィ ド・オイストラフ（ヴァイオリン）

レフ・オポーリン（ピアノ）

収録： 1962年

(Decca) 4684062 

※4CD、輸入盤

指
揮
者
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
と
っ
て
の
「
交
響
曲
全
集
」
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
と

っ
て
の
「
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
全
集
」
と
同
様
、
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
全
集
」

を
残
す
の
は
ト
ッ
プ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
に
と
っ
て
の
大
き
な
夢
。
歴
代
の

名
手
、
現
役
バ
リ
バ
リ
の
奏
者
の
録
音
で
、
印
象
的
な
演
奏
を
振
り
返
る
。

し
た

た
ち

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
全
集
を

◎

今
後
も
全
曲
録
音
へ
の
挑
戦
は

続
く
だ
ろ
う

文

渡

辺

和

彦

◎
音
楽
評
論
家

text 
by~QN 

u
h
i
k
o
 
W
a
t
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Q
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第

10番
以
外
は

「
英
雄
交
響
曲
」
以
前
に
作
曲

名
盤
が
居
並
ん
で
い
る
。
後
続
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
に
よ
る
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
だ
ろ
う
。

そ
の
前
に
、
大
切
な
事
実
を
記
し
、
念
押
し

し
て
お
こ
う
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

・
ソ
ナ
タ
は
、

交
細
菰
皿
で
い
う
と
第
3
番
「英
雄
」
作
品
55
(l

8
0
4
年
初
演
）
前
後
に
、

全
10
仙
の
う
ち
の

第
9
番
イ
長
調
作
品
47
「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
」
ま

で
が
誕
生
し
て
い
る
。
最
後
の
第

10
番
卜
長
調

作
品
96
だ
け
が
そ
の
9
年
後
、

1
8
1
2
年
作
。

た
だ
し
こ
の
時
期
で
さ
え
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
晩
年
ま
で
、
ま
だ
か
な
り
の
時
間
が
あ
る
。

大
ま
か
に
分
け
て
全

10
曲
は
、

①

「
作
品

12
」
と
し
て
出
版
さ
れ
た
最
初
の
3
曲

(
1
7

9
7
?
i
9
8
?
）。
②
第
4
番
イ
短
調
作
品
23

と
第
5
番
へ

長
調
「
春
」
作
品

24
(1
8
0

0
¥
0
1
)、
③

「
作
品
30
」
(
1
8
0
1
¥
0
2
)

と
し
て
出
た
第
6
番
イ
長
調
、
第
7
番
ハ
短
調
、

第
8
番
卜
長
調
の
3
鼎
゜
④
第
9
番
イ
長
調
「
ク

ロ
イ
ツ
ェ
ル
」
作
品
47
(1
8
0
3
)、
⑤

益
5

◎

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
主
導
の

ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ

高
の
曲
ク
と
い
っ
て
良
い
第
10
番
卜
長
調
作
品

9
6
(
1
8
1
2
)
、
以
上
の
5
つ
に
分
類
で
き
る
。

「ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
神
様
」
こ
と
ヤ
ッ
シ
ャ
・

ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ

(
1
9
0
1
i
8
7
0
72
年
引
退
）

に
よ
る
も
の
は
、

当
初
は
「
全
集
」
と
し
て
企

画
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
録
音
は
1

9
4
7
年
か
ら
60
年
ま
で
の
期
間
で
、
共
演
者

も
エ
マ
ヌ
エ
ル
・
ベ
イ
と
プ
ル

ッ
ク
・
ス
ミ
ス

の
2
人
に
分
か
れ
て
い
る
。

予
想
通
り
、
こ
れ
は
徹
底
し
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
主
祁
の
浙
奏。

「
こ
う
い
う
の
、
い
い

の
？
」
と
い
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
「
ク
ロ
イ

ッ
ゴ
ル
」
を
聴
く
と
、
共
演
者
も
そ
れ
な
り
に

頑
張

っ
て
い
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
聴
く
と

い
う
よ
り
、
明
ら
か
に
「
神
様
」
に
よ
る
再
現

技
術
を
聴
く
演
奏
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
遥
仰

道
ク
と
し
て
退
け
る
意
見

（か
つ
て
日
本
は
そ

れ
が
主
流
だ

っ
た
）
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

◎

芸
風
の
広
さ
を
示
す
オ
イ
ス
ト
ラ
フ

も
う
ひ
と
り
の
神
様
、

D
・
オ
イ
ス
ト
ラ
フ

(
1
9
0
8
i
7
4
)
の
も
の
は
、
オ
ボ
ー
リ
ン
の

ピ
ア
ノ
が
右
端
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
左
に
き

っ

ち
り
分
か
れ
て
聴
こ
え
る
困
っ
た
種
類
の
；
＾

テ
レ
オ
録
音ク

な
の
が
難
点
。
収
録
は
1
9
6

2
年
パ
リ
。
ア
ナ
ロ
グ
時
代
ま
で
は
「
フ
ィ
リ

ッ
プ
ス
」
レ
ー
ベ
ル
で
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
た

が、

実
際
に
は
当
時
の
ソ
連
と
関
係
が
密
接
だ

っ
た
シ
ャ
ン
・
デ
ュ
・
モ
ン
ド

（人
民
の
声）

社

と
ソ
連
チ
ー
ム
に
よ
る
共
同
録
音
だ

っ
た
。

演
奏
そ
の
も
の
は
、
オ
ボ
ー
リ
ン
の
無
骨
そ
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BEET 

臼一
フランスのチェロ奏者で作曲家

ジャン＝ルイ・デュポール

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
チ
ェ
ロ
を
独
奏
楽
器
と

す
る
室
内
楽
曲
を

9
つ
作
曲
し
た
。
前
・
中
・

後
期
に
そ
れ
ぞ
れ
仙
を
も
の
し
、
ソ
ナ
タ
と
変

奏
曲
の

2
系
統
に
作
品
を
残
し
た
。
随
所
に

新
機
軸
を
盛
り
込
み
、
「
傑
作
の
森
」
と
呼
ば

れ
る
時
期
に
も
っ
と
も
傑
出
し
た
作
品
を
古

い
た
。
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
歩
み
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
作
曲
史
の
縮
図
と
な
っ
て
い
る
。

彼
が
世
に
送
り
出
し
た
最
初
の
チ
ェ
ロ
・
ソ

ナ
タ
は
作
品
5
の
2
曲
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

1
7
9
6
年
5
月
、
長
い
楽
旅
の
最
終
目
的
地

ベ
ル
リ
ン
で
、
チ
ェ
ロ
愛
好
家
で
あ
る
プ
ロ
イ

セ
ン
王
に
聴
か
せ
る
た
め
、
こ
の
ソ
ナ
タ
を
作

仙
し
た
。
加
え
て
作
曲
家
の
創
作
意
欲
を
刺

激
し
た
の
は
、
宮
廷
チ
ェ
ロ
奏
者
で
御
前
浙
奏

の
共
演
者
で
も
あ
っ
た
ジ
ャ
ン
11

ル
イ
・
デ
ュ

ポ
ー
ル
だ
。
当
代

一
の
演
奏
家
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
に
、
チ
ェ
ロ
奏
法
の
最
先
端
を
教
え
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
作
品
5
で
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア

ノ
を
対
等
に
扱
っ
て
い
る
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・

ソ
ナ
タ
で
弦
楽
器
と
ピ
ア
ノ
と
が
対
等
に
な
る

の
は
、
中
期
の
「
ス
プ
リ
ン
グ
・
ソ
ナ
タ
」
か

ら
。
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
で
は
そ
れ
が
最
初
か
ら

実
現
し
て
い
る
。

作
曲
家
は
ベ
ル
リ
ン
滞
在
時
、
作
品
5
に

加
え
ヘ
ン
デ
ル
の

「
見
よ
、
勇
者
は
帰
る
」
に

よ
る

12
の
変
奏
曲

W

o
o
 45
と
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
「
娘
で
も
女
で
も
」
に
よ
る
12
の
変
奏

鼎

作

品
66
を
書
い
た
。

1
7
9
8
年
の

「総

合
音
楽
新
聞
』
に
は
作
品
66
へ
の
批
評
が
残

、

）

し

i

る
。
日
く
、
終
仙
の
転
調
が
「
深
み
に
欠
け
る
」

と
の
こ
と
。
実
際
は
こ
の
転
調
こ
そ
、
作
曲
家

の
個
性
の
発
露
だ

っ
た
。
半
音
ず
つ
音
を
上
げ

な
が
ら
ぬ
る
り
と
転
調
し
て
い
く
さ
ま
は
大

胆
だ
。
少
し
特
殊
な
の
は
1
8
0
1
年
の
チ
ェ
ロ
・

ソ
ナ
タ
作
品
1
7
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
が
、

前
年
に
書
い
た
ホ
ル
ン
・
ソ
ナ
タ
を
、
チ
ェ
ロ

用
に
仕
立
て
直
し
た
。
同
じ
こ
ろ
作
鼎
家
は
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
恋
を
矧
る
殿
方
に
は
」
に

よ
る
7
つ
の
変
奏
曲

W
o
0
4
6
も
古
き
上
げ

こ
。
t
 チェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
作
品
69
は
1
8
0
7
年

か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
曲
。「
傑
作
の
森
」
の

た
だ
な
か
に
あ
る
作
品
だ
。
作
仙
の
経
緯
は

わ
か
っ
て
い
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ェ
ロ
奏
法

の
開
拓
、
緻
密
な
ピ
ア
ノ
書
法
の
推
進
、
両

者
の
大
胆
な
統
合
。
作
仙
家
の
こ
の
時
期
の

充
実
し
た
仕
事
ぶ
り
を
、
作
品
69
は
く
つ
き

り
と
映
し
出
し
て
い
る
。

こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
最
後
を
締
め
く
く
る
の

は、

2
つ
の
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
作
品
1
0
2
だ
。

『総
合
音
楽
新
聞
』
に
は
「
こ
れ
ま
で
に
書
か

れ
た
中
で
も
っ
と
も
奇
妙
な
も
の
」
と
の
評
も

チ
ェ
ロ
と
い
う
古
く
て
新
し
い
題
材
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に

と
っ
て
、
実
験
的
な
手
法
を
試
し
熟
成
さ
せ
、
み
ず
か
ら
の

個
性
を
発
揮
さ
せ
る
の
に
都
合
の
よ
い
題
材
だ
っ
た
。

残
る
。
2
曲
は
お
よ
そ
対
照
的
。
ハ
長
調
の
ほ

う
は
作
仙
者
に
よ
っ
て
「
ピ
ア
ノ
と
チ
ェ
ロ
の

た
め
の
自
山
な
ソ
ナ
タ
」
と
注
釈
が
な
さ
れ
て

い
る
。
全
体
が
ひ
と
つ
の
幻
想
曲
の
よ
う
な
作

り
。
こ
れ
は
当
時
と
し
て
は
目
新
し
く
、
音

楽
史
か
ら
す
れ
ば
先
祖
返
り
し
た
ス
タ
イ
ル

だ
。一

方
、
二
長
調
ソ
ナ
タ
は
古
典
的
な
3
楽

章
制
。
し
か
も
、
作

rth家
は
こ
の
作
品
で
初

め
て
、
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
に
ア
ダ
ー
ジ
ョ
を
加

え
た
。
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
音
楽
の
運
び
も
目

立
つ
。

こ
れ
も
、
当
時
の
耳
に
は
新
奇
で
あ
り
、

●チェロ・ソナタ

第1番へ長調 Op.5-1(1796年）

第2番卜短調 Op.5-2(1796年）

第3番イ長調 Op.69(1808年）
．．．．．．．．．．．．．．．．． 

第4番ハ長調 Op.102-1(1815年）
．．．．．．．．．．．．．．． 

第5番二長調 Op.102-2(1815年）
........................ .. 

モーツァルトの「魔笛」の「娘でも女でも」の

主題による12の変奏曲へ長調 Op.66
（チェロ、ピアノ）(1796年）

ヘンデルの「ユダ・マカペアjの「見よ勇者

は帰る」の主題による12の変奏曲卜長

調 Wo045(チェロ、ピアノ）(1796年）

モーツァルトの「魔笛」の「恋を知る男たち

は」の主題による7つの変奏曲変ホ長調
Wo046(チェロ、ビアノ）(1801年）
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先
祖
返
り
の

一
手
で
も
あ
る
。

チ
ェ
ロ
と
い
う
古
く
て
新
し
い
題
材
は
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と

っ
て
、
実
験
的
な
手
法
を
試

し
熟
成
さ
せ
、
み
ず
か
ら
の
個
性
を
発
揮
さ

せ
る
の
に
都
合
の
よ
い
題
材
だ
っ
た
。

印

• チェロとピアノのための作品全集
チェロ・ソナタ第1~5番

ピエール・フルニエ（チェロ）

フリードリヒ・グルダ（ピアノ）

(Regis) RRC-2092 

生を""

t!J ●浜松市楽器博物館コレクションシリーズ 45ペートーヴェンチェロとクラヴィーアのための作品全集I
-1810年のワルターとともに～

モーツァルト 「魔笛」の「娘でも女でも」の」：：題による 12 の変奏~,,など
変奏111131111、ホルン・ソナタ作品17(チェロとピアノ編）、他

花崎薫（チェロ）、小倉貴久子（フオルテピアノ）

(Hamamatsu Museum of Musical Instruments) LMCD-1973-74 

• チェロとピアノのための作品全集
チェロ・ソナタ第1~5番
ジャン＝ギアン・ケラス（チェロ）
アレクサンドル • メルニコフ（ピアノ）
(Harmonia Mundi) 

HMC-90218384D1 

.... • ~ 鴫l重" ~--+- 疇.._ 

チ
ェ
ロ
作
品
ー
ソ
ナ
タ
と
変
奏
鼎
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●弦楽四重奏曲
．．．．．．．．．．．．．．． 

■第1番へ長調作品18-1
作曲・・・1799年2~4月
第 1楽章 Allegrocon brio 
第2楽章 Adagioaffettuoso ed 

appassionato 
第3楽章 Scherzo:Allegro molto 
第4楽章 Finale:Allegro 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ................ .. 

■第2番卜長調作品18-2
作曲・・・1799年4~6月
第1楽章 Allegro

第2楽章 Adagiocantabile -Allegro 
第3楽章 Scherzo.Allegro 

第4楽章 Allegromolto quasi presto 

{

弦
楽
四
重
奏
曲
に

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
！

弦楽四重奏曲第1番（作
品18-1)の初期稿を捧げ

た神学者でヴァイオリニ

ストのカール ・アメンダ

(1771-1836)。難聴の

ことも手紙で打ち明ける

ほど、ペートーヴェンが

心を許した親友だった

． 
ペートーヴェンの弦楽四

重奏曲の初演を多く行っ

た四重奏団、シュバンツ

ィヒ・カルテットを率い

たイグナツ・シュパンツ

ィヒ (1776-1830)

■第3番二長調作品18-3
作曲・・・1798年夏~99年1月
第1楽章 Allegro

第2楽章 Andantecon moto 
第3楽章 Allegro

第4楽章 Presto

■第4番ハ短調作品18-4
作曲・・・1799年夏～秋

第1楽章 Allegroma non tanto 
第2楽章 Scherzo.Andantequasi 

Allegro 

第3楽章 MenuettoAllegretto 
第4楽章 Allegro
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

■第5番イ長調作品18-5
作曲…1799年6~8月
第1楽章 Allegro

第2楽章 Menuetto

第3楽章 Andantecantabile 
第4楽章 Allegro

■第6番変口長調作品18-6
作曲…1800年6~9月前

第1楽章 Allegrocon brio 
第2楽章 Adagioma non troppo 

第3楽章 Scherzo,Allegro 

第4楽章 LaMalinconia, Adagio -
Allegretto quasi Allegro 

.............................................................. 

出版・・・1801年

献呈 •••フランツ・ヨーゼフ・フォン・
ロブコヴィッツ侯爵

弦
楽
四
重
奏
曲
の
歴
史
に
お
い
て
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
が
占
め
る
重
さ
は
、
交

評
仙
や
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
の
そ
れ
と
比
べ
て
も

は
る
か
に
大
き
い
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
弦
楽

四
重
奏
曲
の
前
で
は
、
完
成
さ
れ
た
美
し
さ

を
持
つ
ハ
イ
ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
弦
楽
四

重
奏
曲
で
さ
え
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
弦
楽

四
重
奏

llh
に
至
る
準
備
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
す
ら
思
え
て
く
る
ほ
ど
な
の
だ
。

そ
れ
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
に
と
っ
て
も
、

弦
楽
四
重
奏
曲
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
そ
れ

ま
で
の
作
風
の
集
約
を
行
っ
た
り
、
未
来
を

暗
示
す
る
実
験
的
試
行
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り

込
ん
だ
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
身
の
創

作
活
動
に
お
け
る
結
節
点
を
形
作
る
特
別
の

性
格
を
持
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
最
初
の
弦
楽
四

重
奏
曲
に
取
り
組
む
に
は
、
人
並
み
外
れ
た

同
時
に
使
命
感
を
も
っ
て
新
し
い
飛
躍
を
試

み
る
年
と
み
な
し
て
い
た
よ
う
な
の
だ
。

ま
ず
彼
が
実
行
し
た
の
は
、
以
前
に
も

ハ

イ
ド
ン
の
作
品
（
作
品
2
0
1
1
)
で
行
っ
た
よ

う
に
、
パ
ー
ト
譜
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
た

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
弦
楽
四
煎
奏
曲
（
卜
長
調

K
3
8
7
、
イ
長
調
K
4
6
4
)
を
総
譜
の

状
態
に
し
て
筆
写
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

こ
に
は
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
対
す
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
慎
重
な
態
度
が
示
さ
れ
て
い
る
と
同

時
に
、
ハ
イ
ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
弦
楽
四

重
奏
曲
に
対
す
る
彼
の
高
い
評
価
を
感
じ
な

い
訳
に
は
い
か
な
い
。

お
そ
ら
く
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
そ
の
堅

固
で
揺
る
ぎ
の
な
い
形
式
的
完
成
度
の
高
さ

と
、
そ
れ
と
は

一
見
相
反
す
る
と
さ
え
思
わ

れ
る
音
楽
的
表
情
の
柔
軟
さ
の
絶
妙
な
調
和

に
、
心
か
ら
魅
了
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
後
た
だ
ち
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
弦
楽
四

重
奏
曲
の
創
作
に
向
か
う
が
、
そ
れ
は
決
し

て
平
坦
な
道
筋
で
は
な
か
っ
た
。
多
難
な
プ

ロ
セ
ス
を
経
て

1
8
0
0
年
12
月
半
ば
に
や

っ
と
完
成
を
見
た

6
曲
は
、
だ
か
ら
こ
そ
他

の
作
鼎
家
の
「
作
品
l
」
や
「
処
女
作
」
と

し
て
の
弦
楽
四
重
奏
曲
と
は
お
よ
そ
比
較
に

伝
統
的
な
枠
組
み
の
中
に

い
か
に
革
新
的
イ
デ
ー
を
持
ち
込
み
得
る
か
？

ー
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
弦
楽
四
菫
奏
曲
作
品
18
ー

作
品

18
の

6
曲
は
、
明
ら
か
に
伝
統
に
立
脚
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
も
、

そ
れ
を
意
図
的
に
分
解
し
た
り
再
構
成
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
し
い
世
界
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
実
験
的
な
精
神
が
充
満
し
て
い
る
。

周
到
な
準
備
を
必
要
と
し
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
が
初
め
て
の
弦
楽
四
重
奏
曲
集
に
取
り

組
ん
だ
の
は
、

1
7
9
8
年、

28
歳
に
な
ろ

う
と
す
る
年
で
あ
る
。
す
で
に
ウ
ィ
ー
ン
に

出
て

6
年
、
彼
は
秀
で
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し

て
も
、
ま
た
将
来
有
望
な
若
手
作
曲
家
と
し

て
も
、
す
で
に
そ
の
名
を
確
立
し
て
い
た
。

当
時
、
若
手
作
鼎
家
が
弦
楽
四
重
奏
曲
を

「作
I
I
n
l
l
l

」
と
し
て
世
に
問
い
、
音
楽
家
と
し

て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
が

―
つ
の
パ
タ
ー
ン
に

さ
え
な

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
「
作
品

1
」
を
ピ
ア
ノ
三
重
奏
鼎
と
い
う
マ
イ
ナ
ー

な
訓
集
で
発
表
し
、

「作
品
18
」
で
や
っ
と
弦

な
ら
な
い
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
生
み
出
さ

れ
た
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
こ
の
「
作
品
18
」
が
内
包
し
て

い
た
歴
史
的
、
音
楽
的
意
味
と
は
い
っ
た
い

何
だ
ろ
う
。
筒
潔
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
あ

く
ま
で
伝
統
的
な
枠
組
み
を
守
り
な
が
ら
、

そ
の
中
に
い
か
に
革
新
的
イ
デ
ー
を
持
ち
込

み
得
る
か
と
い
う
、
困
難
極
ま
り
な
い
試
み

文
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学
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楽
四
重
奏
鼎
で
の
デ
ビ
ュ

ー
を
果
た
す
な
ど
、

極
め
て
異
例
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ

れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
い

わ
ゆ
る
泄
の
常
道
を
歩
も
う
と
は
し
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

を
実
行
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
彼
が
こ
れ
ら

6rihを
手
懸
け

た
1
8
0
0
年
当
時
に
は
、
ハ

イ
ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
飯

れ
た
弦
楽
四
重
奏
仙
群
に
よ
っ

て
、
す
で
に
古
典
的
な
弦
楽
四

重
奏
訓
の
正
し
い
ス
タ
イ
ル
と

い
う
も
の
が
完
全
に
確
立
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
と
い
う
作
血
家
は
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
加
え
ね
ば
気
が
済
ま
な

い
作
曲
家
な
の
で
あ
る
。
「
作
品
18
」
で
彼
が

目
指
し
て
い
た
の
は
、
単
に
ウ
ィ
ー
ン
古
典

派
の
書
法
の
獲
得
と
言
う
点
に
と
ど
ま
ら
ず
、

弦
楽
四
重
奏
曲
と
い
う
曲
種
を
今
後
さ
ら
に

ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
べ
き
か
の
パ

ー

ス
ペ
ク
テ
イ
ヴ
を
示
す
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
ま
ず
作
品
の
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
化
が

注
猛
深
く
避
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
見

ら
れ
る
。
例
え
ば
全

6
曲
の
第
1
楽
章
の
在

り
方
―
つ
を
み
て
も
、
ソ
ナ
タ
形
式
に
よ
る
と

い
う
以
外
、
そ
の
性
格
、
テ
ン
ポ
、
拍
子
な

ど
の
ど
れ
を
見
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
が
示

す
個
性
の
多
様
さ
は
際
立
っ
て
い
る
。
緩
徐

楽
章
に
見
ら
れ
る
多
様
で
級
密
に
計
算
さ
れ

た
情
感
の
表
現
も
、
か
つ
て
無
か
っ
た
よ
う

な
深
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
れ
ら

6llh
は
、
明
ら
か
に
伝
統

に
立
脚
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
も
、

そ
れ
を
意
図
的
に
分
解
し
た
り
再
構
成
し
た

り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
世
界
を
切

り
開
こ
う
と
す
る
実
験
的
な
精
神
が
充
満
し

て
い
る
。
単
な
る
伝
統
の
墨
守
で
も
、
ま
た

単
な
る
伝
統
を
無
視
し
た
革
命
的
行
為
で
も

そ
れ
は
弦
楽
四
重
奏
曲
が
ど
う
し
て
も
克

{

徹
底
的
に
ハ
イ
ド
ン
と

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
か
ら
学
ぶ

服
せ
ね
ば
な
ら
な
い
重
要
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ

る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
意
識
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
自
分
の
理
想
と
、
現
実
の
自
分
の
作
曲

技
量
と
の
間
に
ま
だ
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
存

在
す
る
こ
と
を
自
覚
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
何
よ
り
も
こ
の
重
要
な
ジ
ャ

ン
ル
で
の
失
敗
は
、
自
粒
心
の
高
い
彼
に
は

絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

そ
れ
に
彼
は

18
世
紀
が
終
わ
り
を
告
げ
る

1
8
0
0
年
頃
を
自
分
の
人
生
に
お
け
る

一
っ

の
節
目
と
見
据
え
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
そ
の
年
を
過
去
の
自
分
を
総
括
し
、

な
く
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
伝
統
を
尊
重
し
な

が
ら
も
、
い
か
に
革
新
的
で
あ
り
得
る
か
の

困
難
き
わ
ま
り
な
い
実
験
な
の
で
あ
っ
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
「
作
品
18
」
に
お
い
て
、

こ
の
実
験
を
明
確
に
意
識
し
た
時
点
に
お
い

て
、
弦
楽
四
重
奏
曲
の
作
曲
は
、
単
な
る
作

曲
技
術
的
な
問
題
で
済
ま
せ
ら
れ
る
ア
ル
テ

イ
ザ
ン
（
職
人
）
的
制
作
で
は
な
く
、
ま
さ

に
人
間
が
自
ら
の
骨
身
を
削
っ
て
対
象
に
人

魂
し
て
い
く
芸
術
行
為
に
転
換
し
た
の
で
あ

る
。言
業
を
変
え
て
い
え
ば
、
単
に
従
来
の
よ

う
に
消
毀
さ
れ
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、

一

っ
―
つ
が
い
つ
ま
で
も
輝
き
を
失
う
こ
と
の
無

い
確
固
と
し
た
芸
術
作
品
と
し
て
の
性
格
を

備
え
る
作
品
を
生
み
出
す
と
い
う
行
為
に
変

わ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
創
作
姿
勢
の
変
化
や
そ
の
結

果
と
し
て
の

「
芸
術
作
品
」
と
い
う
概
念
が
、

弦
楽
四
重
奏
曲
と
い
う
ま
さ
に
か
け
が
え
の

な
い
ジ
ャ
ン
ル
で
確
立
さ
れ
た
こ
と
は
重
大

で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
重
要
ジ
ャ
ン
ル
の
作

品
が
、
先
骰
作
曲
家
達
の
よ
う
に
決
し
て
量

産
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
故
な
き
こ
と
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

作
品
18
の
6
曲
は
、
単
に
新
し
い
弦
楽
四

重
奏
曲
へ
の
道
を
開
い
た
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
作
曲
と
い
う
行
為
が
彼
自
身
の
中
で

大
き
く
意
味
転
換
を
果
た
し
た
と
い
う
点
で

も
重
要
な
意
味
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

初

・
■

弦
楽
四
重
奏
曲
を

よ
り
高
次
の
「
芸
術
作
品
」
に

{

満
を
持
し
て
作
曲
に
取
り
か
か
っ
た

弦
楽
四
重
奏
曲

アルバン・ペルク・カルテット

1970年代から21世紀初頭の弦楽四重奏団の

世界をリード、ベートーヴェンは常に彼らの中心

レパートリーだった

ハイドンらによる18世紀後半の弦楽四重奏の様子。

彼の「ロシア四重奏曲」（作品33〈第37-42番〉、

1778-81年）を高く評価したモーツァルトは1785

年に「ハイドン ・セット」 (K.387、421、428、458、

464、465〈第14-19番〉）を発表、ハイドンから絶

賛される。それらの傑作を徹底的に研究、十数年

たって書かれたベートーヴェンの作品18も、同じく

6曲で1セットという形を取る。この時代、まさにウ
ィーン古典派の弦楽四重奏の“黄金期＂だ

< 弦楽四重奏曲作品18全曲

アルバン・ペルク四重奏団

収録 · 1ese年 、 ウィーン • ライヴ

（ワーナー） WPCS-28059 (第6番）
28061 (第1番）、 28062(第2、5番）

28063 (第3番）、 28064(第4番）
※EMI原盤

ペルリン四重奏団

（ズスケ・カルテット・ペルリン）

収録.1967-80年

（キング） KICC-1334 (第6番）、 1335(第4、5番）

1339 (第1番）、1340(第2番）、 1341(第3番）
※ドイツ・シャルブラッテン原盤

． メロス四重奏団

収録： 1983-86年

（ユニバーサル） UCCG9627 /34 
※弦楽四重奏曲全集(8CD)所収、 DG原盤、廃盤

＜
岬ヽ
一ヽ
・

ブダペスト四重奏団

収録：1958 -61年
(Sony) 88697776782 

※弦楽四重奏曲全集(8CD)所収、輸入盤

イタリア四重奏団

収録： 1967-75年

(Decca) 4540622 

※弦楽四重奏曲全集(10CD)所収
輸入盤
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ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、

自
ら
の
作
品
に
ど
の

よ
う
な
番
号
を
付
け
る
か
に
非
前
に
ナ
ー
ヴ

ァ
ス
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
実
は
作
曲
家
に
と
っ

て
記
念
碑
的
な
意
味
を
持
つ

「
Op
.
1

（作

品
1
)」
が
、
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
と
い
う
い
さ

さ
か
マ
イ
ナ
ー
な
鼎
種
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
は

い
か
に
も
象
徴
的
で
あ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
作
曲
家
と
し
て
祉
に
出

よ
う
と
目
論
ん
で
い
た
時
代
に
、
最
も
重
要
な

室
内
楽
と
し
て
泄
の
注
目
を
集
め
て
い
た
編
成

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
弦
楽
四
重
奏
曲
で
あ
っ

た
。
し
か
し
並
外
れ
た
自
信
と
き
わ
め
て
強
い

芸
術
家
意
識
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
彼
に
し
て
み

れ
ば
、
他
の
並
の
作
仙
家
た
ち
と
同
様
の
や
り

方
を
と
る
こ
と
は
自
雌
心
が
許
さ
な
か

っ
た
に

違
い
な
い
。

そ
れ
に
彼
自
身
を
気
鋭
の
作
曲
家
と
印
象

付
け
る
た
め
に
は
、
何
と
し
て
も
先
盟
の
ハ
イ

ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
、
例
え
部
分
的
で
あ

る
に
せ
よ
超
え
出
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
こ
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
が
、
作
曲

活
動
を
始
め
て
以
来
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て
い

た
室
内
楽
作
品
で
あ
っ
て
、
同
時
に
自
身
が
ア

ン
サ
ン
プ
ル
の
要
と
し
て
参
加
で
き
る
曲
種
で

あ
る
ピ
ア
ノ
三
重
奏
鼎
だ
っ
た
の
だ
。
こ
の
ピ

ア
ノ
三
重
奏
仙
と
い
う
曲
種
は
、

当
時

「ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
と
チ

ェ
ロ
の
伴
奏
を
持
つ
ピ
ア
ノ
・

ソ
ナ
タ
」
と
し
て
構
想
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

曲
想
も
ま
た
軽
快
で
俊
雅
な
趣
を
持
つ
こ
と
が

圧
倒
的
に
多
か
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
で
、
ハ
イ
ド
ン

や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
弦
楽
四
重
奏
鼎
の
よ
う
な

完
成
度
の
高
い
作
品
を
残
さ
な
か
っ
た
ジ
ャ
ン

ル
で
あ
っ
た
。

-

し
か
し
そ
れ
こ
そ
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ね

ら
い
目
で
あ
っ
た
。
彼
は
い
わ
ば
未
完
成
と
も

い
え
る
分
野
で
、
今
ま
で
に
な
い
恨
界
を
打
ち

出
そ
う
と
決
心
し
た
の
だ
。

結
果
的
に
こ
の
「

Op
.
1
」
の
3
曲
で
は
、

こ
の
鼎
種
が
当
時
持
っ
て
い
た
家
庭
音
楽
的
な

娯
楽
的
色
彩
は
随
分
後
退
し
、
ハ
イ
ド
ン
を
鷲

か
し
、
目
を
背
け
さ
せ
る
よ
う
な
大
胆
で
思
い

が
け
な
い
新
し
さ
に
満
ち
た
、
い
わ
ば
芸
術
的

な
香
り
の
標
う
新
し
い
世
界
が
生
み
出
さ
れ
た

の
だ
っ
た
。
要
す
る
に
彼
は
「
Op
.
1
」
と
い

う
新
人
作

IUI家
と
し
て
重
要
な
位
置
づ
け
を

持
つ
作
品
群
で
、
音
楽
に
お
け
る
娯
楽
か
ら
芸

術
へ
の
転
換
と
い
う
彼
自
身
の
方
向
性
を
は

っ
た
ん

き
り
と
打
ち
出
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
い
わ
ば
端

それぞれが傑出したソリストであるP.ス＇ー カ
ーマン（ヴァイオリン）、J.デュ＝プレ（チェロ）、
D. パレンポイム（ピアノ）によるトリオ。ペート

ーヴェンのピアノ三重奏曲全集も録音している

●ピンカス・ズーカーマン（ヴァイオリン）

ジャクリーヌ・デュ・プレ（チェロ）

ダニエル・バレンポイム（ピアノ）

収録： 1969-72年
(EMI) 7044342 

※ピアノ三重奏曲ほかの全集(9CD)

所収、輸入盤

• スーク・トリオ
収録： 1983、84年

（コロムピア） COC0-70917 (第1、2番）
※COC0-70918 (第3、4番）は廃盤

圏● トリオ・ワンダラー
収録：2010-11年
（キングインターナショナル） KKC-5635/38 
※ピアノ三重奏曲全集(4CD)

Ha「moniaMundi原盤

_.., ..... 

生誕250年

BEET 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
作
品

1

ー
端
悦
す
べ
か
ら
ざ
る
新
人
作
曲
家
と
し
て
の
名
乗
り
ー

作
曲
家
な
ら
ば
誰
も
が
思
い
入
れ
が
強
い
こ
と
で
あ
ろ
う

「
O
P
.
1
（
オ
ー
バ
ス
・
ワ
ン
）
」
（
作
品

1
)
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
初
め
て
自
作
に
番
号
を
付
け
た

3
曲
の
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
で
、
彼
は
何
を
し
よ
う
と
し
た
の
か
？

文

中
村
孝
義
0
大
阪
音
楽
大
学
名
誉
教
授
•
音
楽
学

te
xt b
y
 T, Q
K
Q
 yo
s
h
i
 N
a
k
a
m
u
r
 Q 

げ
い悦
す
べ
か
ら
ざ
る
新
人
作
曲
家
と
し
て
の
名
乗

り
を
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

た
だ

3
種
の
個
性
的
な
楽
器
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
、
し
か
も
相
応
の
存
在
感
を
示
し
な
が
ら

音
楽
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
に
と
っ
て
も
、
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
く
、

「
O
p
.
1
」
を
発
表
し
た
4
年
後
の
1
7
9
8
年

に
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
と

い
う
や
や
変
則
的
な
編
成
の
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲

(OP
.
11
)
を
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
音
楽

内
容
的
に
は
、
い
さ
さ
か
の
後
退
が
見
ら
れ
る
。

要
す
る
に
「
O
p
.
1
」
と
し
て
世
間
を
驚
か

か
っ
こ
う

す
う
え
で
は
非
常
に
恰
好
な
存
在
で
あ
っ
た
ピ

ア
ノ
三
重
奏
曲
と
い
う
曲
種
も
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
に
と
っ
て
、
結
果
的
に
は
他
の
ジ
ャ
ン
ル

に
比
べ
て
、
さ
ほ
ど
創
作
意
欲
を
か
き
立
て
ら

れ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
は
な
か

っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
ジ
ャ
ン
ル
が
、
各
楽
器
そ
れ
ぞ
れ
が
最

高
の
能
力
を
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
そ

れ
ら
が

―
つ
の
よ
り
大
き
な
精
神
的
世
界
へ
と

し
ゅ
う
れ
ん

収
敏
し
て
い
く
究
極
の
形
を
持
つ
ジ
ャ
ン
ル
ヘ

ま
と

と
線
め
上
げ
ら
れ
る
た
め
に
は
、

1
8
1
1
年

の

「
O
p
.
9
7
」
の

《
大
公
》
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲

の
誕
生
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
初

●ピアノ三重奏曲............. 

■第1番変ホ長調作品1-1
作曲…1792年(94~ 95年に改訂）
第1楽章 Allegro
第2楽章 Adagiocantabile 

第3楽章 Scherzo.Allegro assai 
第4楽迂 Finale.Presto 

■第2番卜長調作品1-2
作曲・・・1793~ 95年
第 1楽章 Adagio-Allegro vivace. 

第2楽章 Largocon espressione 
第3楽章 Scherzo.Allegro 

第4楽章 Finale.Presto 

■第3番ハ短調作品1-3
作曲…1793~ 95年
第 1楽章 Allegrocon bno 

第2楽章 Andantecantabile con 
Variazioni 

第3楽章 Minuetto.Quasi allegro 

第4楽章 Finale.Prestissimo 

初演・・・1795年
出版・・・1795年

献呈・・・カール・アロイス・フォン・

リヒノフスキー侯爵

■第4番 変口長調「街の歌」作品11
作曲・・・1797年(98年に編曲）

第1楽章 Allegrocon brio 
第2楽章 Adagio

第3楽章 Ternacon variazioni 
(Pria ch'io l'impegno: Allegretto) 

出版・・・1798年

献呈・・・マリア・ヴィルヘルミーネ・トゥン
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UDISC 

生誕250年

BEET 
ペートーヴェン：ピアノ三重奏曲第1&2番

スークトリオ

(DENON) COC0-70917 

ペートーヴェン：弦楽三重奏曲全集

アンネ＝ゾフィームター（ヴァイオリン）

ブルーノ • ジュランナ（ヴィオラ）
ムスティスラフロストロポーヴィチ（チェロ）

(DG) 4777430 (2CD) 

．
 

ペートーヴェン：ピアノと管楽器のための五重奏曲

モーツァルト：ピアノと管楽器のための五重奏曲

アンサンブル・ディアーロギ

（キングインターナショナル） KKC-5976 

ペートーヴェン：七重奏曲変ホ長調

ハウスムジーク

（ワーナー） WPCS-16247 

マンドリンとフォルテピアノのための作品集

（ペートーヴェン／フンメル／レオーネ、ほか）

アンナ・トルゲ（マンドリン）

ゲラルド・ハンピッツァー（フォルテピアノ）

(CPO) 555112 

ペートーヴェン：

2本のオーポエとイングリッシュホルンのための
三重奏曲「お手をどうぞ」による変奏曲、他

アンサンブルゼフィロ

(OHM) 88697126112 

‘ 
/
 / 

老
齢
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
「
若
々
し
さ
」

と
は
い
か
な
る
も
の
か
、
な
ど
と
い
っ
た
こ

と
を
定
義
づ
け
て
み
た
く
も
な
る
も
の
で
あ

る
。
思
う
に
、
若
々
し
さ
と
は
、
既
存
の
ル

ー
ル
に
必
死
に
沿
お
う
と
し
つ
つ
、
そ
の
ど

こ
か
に
疑
い
を
つ
ね
に
も
ち
続
け
る
こ
と
。

そ
ん
な
ル
ー
ル
を
ア
タ
マ
か
ら
信
じ
込
ん
で

い
た
り
、
も
う
こ
れ
で
よ
か
ろ
う
と
安
住
し

て
い
た
り
す
る
と
、
み
る
み
る
う
ち
に
老
い

る
。ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
若
き
日
の
作
品
が
、

妙
に
み
ず
み
ず
し
い
の
は
、
や
は
り
敷
か
れ

た
レ
ー
ル
の
上
を
進
も
う
と
し
つ
つ
も
、
ど

う
も
自
分
の
や
り
た
い
音
楽
と
は
な
ん
か
違

う
ぞ
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

第
2
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
な
る
こ
と
を
願

っ
た
父
か
ら
厳
し
く
ピ
ア
ノ
を
指
導
さ
れ
た

少
年
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
。
作
仙
家
を
志
し
、

ハ
イ
ド
ン
に
学
ぶ
た
め
に
ウ
ィ
ー
ン
ヘ
と
やベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
若
き
日
の
作
品
が
、
妙
に
み
ず
み
ず
し
い
の
は
、

や
は
り
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
の
上
を
進
も
う
と
し
つ
つ
も
、

ど
う
も
自
分
の
や
り
た
い
音
楽
と
は
な
ん
か
違
う
ぞ
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

こ
の
時
期
の
室
内
楽
に
は
、
ま
だ
開
花
し
な
い
ゆ
え
に
匂
い
立
つ
、

み
ず
み
ず
し
い
ば
か
り
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

イングリッシュホルン（コーラングレ）

ホ
長
調
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
同
名
曲
と
同

じ
編
成
と
調
性
、
そ
し
て
第
1
楽
章
が
序
奏

が
付
い
た
ソ
ナ
タ
形
式
、
第

3
楽
章
の
ロ
ン

ド
形
式
に
も
共
通
点
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
に
し
て
は
息
の
長
い
旋
律
を

用
い
る
な
ど
、
こ
の
と
き
す
で
に
亡
く
な
っ

て
い
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
品
へ
の
オ
マ

ー
ジ

ュ
と
も
い
え
る
。

デ
ィ
ス
ク
で
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
品
と
カ

ッ
プ
リ
ン
グ
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
聴
き
比

べ
て
み
る
と
、
同
じ
よ
う
な
年
齢
で
魯
い
た

の
で
あ
る
も
の
の
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
い
や

ら
し
い
く
ら
い
に
完
成
度
の
高
い
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
作
品
に
比
べ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
品

の
じ
つ
に
若
々
し
い
こ
と
に
駕
く
。
す
べ
て

を
や
り
切
れ
て
い
な
い
が
、
や
り
た
い
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
、
と
い
う
意
気
が
如

実
に
伝
わ
っ
て
く
る
キ
ュ

ー
ト
な

一
品
だ
。

っ
て
来
た
青
年
は
、
す
で
に
ピ
ア
ノ
の
名
手

と
し
て
盛
名
を
馳
せ
る
存
在
に
は
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
作
皿
家
と
し
て
認
め
て
も
ら

う
に
は
、
伐
族
の
サ
ロ
ン
で
よ
り
注
目
を
集

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
は
、
持
ち
前
の
ピ
ア
ノ
の
腕
前
を
生

か
せ
る
作
品
。
ま
た
、
貴
族
た
ち
が
好
む
曲
、

当
時
流
行
し
て
い
た
デ
イ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン

ト
風
の
作
品
を
書
く
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。
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自
ら
が
弾
い
た
と
い
う
ピ
ア
ノ

・
パ
ー
ト
は

と
く
に
雄
弁
に
書
か
れ
て
い
る
。

・・

人
気
の
高
か
っ
た
七
重
奏
曲

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
、
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
、
ホ
ル
ン
、

フ
ァ
ゴ

ッ
ト
と
い
う
編
成
で
古
か
れ
た
七
重

奏
鼎
変
ホ
長
調
は
、
当
時
も
っ
と
も
人
気
の

高
か
っ
た
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
品
だ
。
6
楽

平
の
デ
イ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
様
式
。
ホ
ル

ン
や
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
と
相
性
の
い
い
オ
ー
ボ
エ

で
は
な
く
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
使
い
、
さ
ら
に

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
加
え
て
低
音
部
を
充
実
さ

せ
る
な
ど
、
小
管
弦
楽
と
い
っ
て
い
い
ス
ケ

ー
ル
感
を
も
つ
。
サ
ロ
ン
風
の
極
雅
さ
の
な

か
に
、
鋭
い
リ
ズ
ム
や
鮮
や
か
な
展
開
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
常
識
に
囚
わ
れ
な
い
エ
ッ
セ
ン

1
7
9
4
年
に
作
曲
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
三
重

奏
曲
第

1
i
3
番
は
、

「
作
品
番
号

1
」
。
つ

ま
り
、
彼
に
と

っ
て
最
初
に
出
版
に
漕
ぎ
着

け
た
記
念
す
べ
き
作
品
だ
。
弦
楽
四
重
奏
曲

や
交
評
曲
を
思
わ
せ
る

4
楽
章
構
成
で
、
最

初
の

2
訓
は
メ
ヌ
エ
ッ
ト
で
は
な
く
ス
ケ
ル

ツ
ォ
楽
章
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
ら
し
さ
が
す
で
に
出
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
と
い
え
ば
、
ピ
ア

ノ
を
中
心
に
弦
楽
器
が
華
や
か
な
彩
り
を
加

え
る
と
い
う
も
の
だ
が
っ
た
が
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
そ
れ
に
飽
き
足
ら
ず
、
シ
ン
フ
ォ

ニ
ッ
ク
な
広
が
り
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
も
つ
。

三
重
奏
曲
と
い
え
ば
、
弦
楽
三
重
奏
曲
も

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
初
期
を
代
表
す
る
作
品
だ
。

l
7
9
4
年
作
鼎
の
弦
楽
三
重
奏
曲
第
1
番

（
作
品

3
)
は
、
全

6
楽
章
か
ら
な
る
デ
ィ

ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
風
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を

思
わ
せ
る
典
雅
な
メ
ロ
デ
ィ
が
印
象
的
だ
が
、

そ
の
分
、
展
開
の
ゴ
ツ
さ
が
目
立
っ
て
し
ま

う
と
こ
ろ
も
。
4
年
後
に
作
曲
さ
れ
た
作
品

9

（
弦
楽
三
璽
奏
曲
第

2
¥
4
番
）
は
、

一

転
し
て

4
楽
章
形
式
で
、
後
の
弦
楽
四
重
奏

曲
を
思
わ
せ
る
も
の
に
変
化
し
て
い
る
。
こ

こ
の
時
期
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
変
わ

っ
た
楽
器
、

ま
た
は
あ
ま
り
前
例
の
な
い
編

成
の
室
内
楽
も
残
し
て
い
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

ャ
ー
だ
っ
た
の
だ
。

た
と
え
ば
、
マ
ン
ド
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の

二

重
奏
仙
。
ア
ン
ダ
ン
テ
と
変
奏
二
長
調

(
W

0
0
4
4
b
)
や
、
マ
ン
ド
リ
ン
・
ソ
ナ
チ
ネ

ハ
長
調

(
W
o
o
 44a)
な
ど
の
作
品
が
あ
る
。

マ
ン
ド
リ
ン
は
ト
レ
モ
ロ
奏
法
を
使
わ
ず
、

ま
る
で
小
型
の
リ
ュ
ー
ト
の
よ
う
だ
が
、
ピ

ア
ノ
（
当
然
、
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
が
望
ま
し
い
）

の
評
き
が
ぽ
よ
ぼ
よ
と
心
地
良
く
溶
け
合
う

し
ょ
う
し
ゃ

滴
洒
な
作
品
。
ベ

ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
は
な
か
な

か
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
で
も
あ
っ
た
。

ほ
か
に
変
わ
り
種
楽
器
と
し
て
は
、
フ
レ

ー
テ
ン
ウ
ー
ア

（
カ
ラ
ク
リ
時
計
）
の
た
め

の
5
つ
の
小
品

(W

o
o
 33)
が
あ
る
。
機

械
仕
掛
け
で
自
動
演
奏
す
る
小
型
オ
ル
ガ
ン

の
た
め
に
書
か
れ
た
作
品
で
、
最
近
で
は
木

管
ア
ン
サ
ン
プ
ル
な
ど
の
編
仙
で
も
演
奏
さ

●●

変
わ
っ
た
楽
器
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

ス
が
詰
ま

っ
て
い
る
。

れ
る
こ
と
も
。

2
本
の
オ
ー
ボ
エ
と
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ホ

ル
ン
の
た
め
の
三
重
奏
曲
（
作
品

87)
と
い

う
編
成
も
変
わ
っ
て
い
る
。
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
ホ
ル
ン
は
大
型
の
オ
ー
ボ
エ
だ
か
ら
、
ほ

ぽ
オ
ー
ボ
エ

三
重
奏
曲
と
い

っ
て
い
い
。

1

7
9
4
年
の
作
品
で
、
オ
ー
ボ
エ
奏
者
で
作

曲
家
で
も
あ
っ
た
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ト
リ
ー
ベ
ン

ゼ
ー
と
の
出
会
い
に
よ
り
作
ら
れ
た
作
品
だ

と
い
う
。
同
質
の
楽
器
が
絡
み
合
う
、
弦
楽

三
重
奏
曲
の
ス
タ
イ
ル
を
管
楽
器
に
当
て
は

め
、
清
爽
な
作
品
に
仕
上
げ
て
い
る
。
同
時

期
に
は
、
同
じ
編
成
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
ド
ン
・

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」
の
「
お
手
を
ど
う
ぞ
」
に

よ
る
変
奏
曲
も
書
か
れ
た
。

こ
う
し
た
室
内
楽
作
品
は
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
な
っ
た
弦
楽
四
重
奏
曲
を
例
外
と
し
て
、

中
期
以
降
は
ほ
と
ん
ど
書
か
れ
な
く
な
っ
た
。

必
死
に
貴
族
た
ち
に
取
り
入
ろ
う
と
し
な
が

ら
も
、
自
ら
の
音
楽
ス
タ
イ
ル
を
着
実
に
固

め
て
い
っ
た
時
期
の
様
々
な
カ
タ
チ
を
し
た

作
品
た
ち
。
後
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
ロ

マ
ン
派
へ
の
扉
を
開
く
わ
け
だ
が
、
こ
の
時

期
の
室
内
楽
に
は
、
ま
だ
開
花
し
な
い
ゆ
え

に
匂
い
立
つ
、
み
ず
み
ず
し
い
ば
か
り
の
ロ

マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

5
作品を書くきっかけとなったオーポエ奏

者で作曲家のヨーゼフ・トリーペンゼー

(1772 ~ 1846) 
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室
内
楽

創
作
前
期
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
形

態
の

の
頃
か
ら
ス
ポ
ン
サ
ー
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
、
自
分
の
道
を
歩
み
始
め
た
と
い
う
こ
と

な
の
だ
ろ
う
。
ス
ケ
ー
ル
感
の
あ
る
第
2
番、

闊
達
な
第
3
番
、
そ
し
て
立
体
的
で
、
ハ
短

調
と
い
う
彼
に
と
っ
て
は
特
別
な
調
性
で
書

か
れ
た
第
4
番
。

こ
の
時
期
に
は
、

管
楽
器
を
含
ん
だ
、
比

較
的
規
模
の
大
き
な
室
内
楽
も
多
数
作
ら
れ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
も
貨
族
た
ち
の

う
た
げ
宴
を
彩
る
た
め
に
作
曲
さ
れ
た
も
の
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
は
後
に
交
評
曲
を
作
曲
す
る
と

き
に
、
大
き
な
経
験
と
し
て
生
か
さ
れ
た
に

違
い
な
い
。

ピ
ア
ノ
と
管
楽
器
の
た
め
の
五
重
奏
訓
変

．
~・
ピ
ア
ノ
と
管
楽
器
の
た
め
の

五
重
奏
曲

31歳のころのベートーヴェン

.t
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲

弦
楽
三
重
奏
曲

●テータ
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・.............................................................................................................
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.. ● ● ● ● ................................................................................... . 
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•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.............
ピアノと管楽器のための五重奏曲変ホ長調 Op.16(1796年）
•• ••••• ••• ••••••••• ••••• •••••••••• ・・・・・・・..・・・・・・.................•• •••• ••••• ••• •••••••••••••••• •• • •••• •• •••••••••••••••• ••••• •••••••• •• • •••• •••• •••••• 
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............ ● .................................................................................................. . 

弦楽三重奏曲第3番二長調 Op.9-2(1798年）
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................................................................................................ 
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BEET 

クリスティアン・ゴ／ドロープ・ネーフェ

疇•

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
音
楽
は
、
幼
少
期
に
受

け
た
教
育
と
彼
自
身
が
生
来
持
つ

£革
新
性
ク

に
よ
っ
て
初
期
の
段
階
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
。

彼
は

9
歳
に
な
る
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ゴ

ッ

ド
ロ
ー
プ

・
ネ
ー
フ
ェ

(
1
7
4
8
1
9
8
)
に

師
事
し
、
ピ
ア
ノ
と
作
曲
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
ネ
ー
フ
ェ
の
指
淋
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
音
楽
の
根
幹
を
成
す
も
の
と
な
る
。

ネ
ー
フ
ェ
の
下
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
最
初

に
書
い
た
の
が
「
《
ド
レ
ス
ラ
ー
の
行
進
曲
》

の
主
題
に
よ
る
9
つ
の
変
奏
曲
」

(
W
0
0
6
3
)

で
、
こ
の
鼎
の
調
は
ハ
短
調
。
こ
れ
は
の
ち
の

彼
の
重
要
な
作
品
（
「
悲
伯
」
ソ
ナ
タ
や
「
運
命
」

交
押
鼎
な
ど
）
に
も
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
す

で
に
創
作
の
最
初
期
か
ら
自
分
の
丘
炉
を
見

出
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

続
い
て
、
真
の
意
味
で
五
収
初
の
ク
ピ
ア
ノ
・

ソ
ナ
タ
で
あ
る
「
選
帝
侯
ソ
ナ
タ
」

(
W
o
o

47)
を
書
く
が
、
こ
こ
で
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は
す
で
に
革
新
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
特
に
第
2
番
に
は
当
時
ま
だ
め
ず

ら
し
い

b
4
つ
の
へ
短
調
を
用
い
て
お
り
、
第

1
楽
章
が
序
奏
を
伴
っ
た
ソ
ナ
タ
形
式
で
書
か

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ピ
ア

ノ
・
ソ
ナ
タ
第

14
番

(
K
.
4
5
7
)
の
よ
う

に
異
質
な
ソ
ナ
タ
か
ら
受
け
た
影
評
や
後
の

「
悲
恰
」
を
予
感
さ
せ
る
の
だ
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と

っ
て
変
奏
訓
と
い
う

ス
タ
イ
ル
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
ソ
ナ
タ
の

中
に
組
み
込
ん
だ
も
の
や
、
中
期
以
降
の
作
品

は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
初
期
に
も
多

く
の
主
題
を
も
と
に
変
奏
曲
を
書
い
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
あ
ま
り
浙
奏
さ
れ
な
い

状
況
に
あ
る
。
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
も
作
品

番
号
を
与
え
て
い
な
い
。
こ
れ
は
人
半
が
他
人

（
パ
イ
ジ
ェ
ッ
ロ
や
サ
リ
エ
リ
、
グ
レ
ト
リ
な
ど
）

や
民
謡
を
主
題
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
が
大 エルンスト・クリストフ ・ドレスラー

(1734-79) 

見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
初
期
作
品
で
も
既
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

ょ革
新
者
ク
と
し
て
の
存
在
感
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

き
な
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

書
法
の
面
で
も
、
作
品
番
号
を
与
え
ら
れ
た

変
奏
曲
と
比
較
す
れ
ば
小
節
構
造
は
規
則
的

で
あ
り
、
旋
律
の
発
展
の
手
法
や
転
調
な
ど
は

古
典
的
で
は
あ
る
が
、

《
創
作
主
題
に
よ
る

6

つ
の
や
さ
し
い
変
奏
鼎
》
(W
o
o
 77)
は
旋

律
主
題
の
ほ
か
に
バ
ス
主
題
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
中
期
の
傑
作
、
「
《
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
創
造

物
》
の
主
題
に
よ
る

15
の
変
奏
曲
と
フ
ー
ガ
」

(Op.35)
な
ど
の
作
品
に
通
じ
る
変
奏
手
法

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
「
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
創
造
物

i
」
に

つ
い
て
は
自
作
の
同
名
の
バ
レ
エ
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
主
題
と
す
る
作
品
だ
が
、
主
題
と
15
の
変

奏
の
前
後
に
す
で
に
変
奏
曲
と
し
て
の
機
能
を

持
つ
序
奏
、
そ
し
て
最
後
に
は
フ
ー
ガ
が
骰
か

れ
て
お
り
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
斬
新
な
試

み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
曲
に
も
や
は
り
ネ
ー
フ
ェ
の
指

尊
の
影
評
が
見
え
て
く
る
の
だ
。
ネ
ー
フ
ェ
は

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
徹
底
的
に
ハ
ッ
ハ
の
「
平

均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
血
集
」
を
弾
か
せ
、
さ
ら

に
通
奏
低
音
の
教
育
も
行
っ
て
い
る
。
バ
ス
主

題
へ
の
強
い
志
向
の
陰
に
は
幼
少
期
の
教
育
の

初
期
ヒ
ア
ノ
作
品

ー

基
礎
を
創
り
上
げ
た
ネ
ー
フ
ェ
の
教
育

= " .... ~ . 一
-==..--=.,:.,:. _,--

成
果
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
近
い

時
期
に
書
か
れ
た
「
7
つ
の
バ
ガ
テ
ル
」

(Op.

33)
は
転
調
や
リ
ズ
ム
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
面
白

さ
が
特
徴
的
で
、

「
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

の
遺
書
』
を
書
い
た
あ
と
の
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

が
創
作
の
迄
莉
し
い
道
ク
を
目
指
し
て
行
っ
た

様
々
な
試
み
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
見
過

ご
さ
れ
が
ち
な
初
期
作
品
で
も
既
に
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
i

革
新
者
ク
と
し
て
の
存
在
感
を
示

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

5

•アルフレッド・ブレンデル

「変奏曲、バガテル集」
ェロイカ変奏Jill
「エリーゼのために」、デイアベリ変奏1111
アンダンテ・ファヴォリ、他

(Brilliant Classics) BRL-95425 

-

• イエネ・ヤンドー 一--・・

ピアノ・ソナタ集 Vol.JO
3つの選帝侯ソナタ

ピアノ・ソナタ第 15番「llll.11」、 他
(NAXOS) 8.550255 

• スヴャトスラフ・リ ヒテル
ピアノ協奏Jill第3番
アンダンテ ・ファヴォリ

リッカルドムーティ（指揮）

フィルハーモニア管

（ワーナー）WPC-S28081 

●データ

ドレスラーの行進曲による9つの変奏曲 ハ短調
Wo0.63 (1782年）

3つの選帝侯ソナタ woo47 (1783年）
.......................... 

創作主題による6つの易しい変奏曲卜長調
Wo0.77 (1800年）
.................................. 
「プロメテウスの創造物」の主題による15の変奏

曲とフーガ変ホ長調 Op.35(1802年）
......................... .. 

ピアノのための7つのバガテル Op.33(1802年）

--・-

文

長

井

進

之

介

◎
音
楽
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ト
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u
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こ
に
声
の
入
る
余
地
は
な
か
っ
た
。

新
し
い
市
民
理
念
は
産
業
革
命
の
進
展
と

並
走
し
な
が
ら
、
そ
の
裏
面
に
膨
張
す
る
都
市

む
し
ば

と
そ
れ
に
蝕
ま
れ
る
自
然
と
の
対
立
を
隠
し
て

い
た
。
こ
の
対
立
は
現
在
も
な
お
拡
大
進
行
中

だ
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
理
念
の
構
築
と
完

成
に
か
ま
け
る
あ
ま
り
、
裏
面
に
眼
を
と
ど
か

せ
る
ま
で
に
到
ら
な
か

っ
た
。

彼
に
と
っ
て
「
自
然
」
は
ハ
イ
ド
ン
の

《
天

地
創
造
》
や

《
四
季
》
と
お
な
じ
よ
う
に
神
の

よ

み

む

く

嘉
す
る
創
造
物
で
あ
っ
て
、
純
粋
無
垢
な
も
の

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
彼
の
ゲ
レ
ル
ト
の
詩
に

よ
る
歌
曲

〈自
然
に
お
け
る
神
の
栄
光
〉
や
〈神

の
力
と
摂
理
〉
に
接
す
る
と
、
自
然
と
神
と
人

間
の

一
体
化
す
る
崇
高
な
喜
び
が
ほ
と
ば
し
り

出
て
い
る
。

し
か
し
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
に
眼
を
転
ず
る
と
、

彼
に
そ
の

一
体
化
の
喜
び
は
な
い
。
人
間
は
無

垢
な
自
然
と
汚
染
の
増
し
て
ゆ
く
都
市
の
あ
い

だ
で
引
き
裂
か
れ
る
ば
か
り
。
そ
れ
を
つ
な
ぎ

と
め
、
両
者
の
調
和
を
図
ろ
う
と
す
る
努
力
が

彼
の
リ
ー
ト
の
中
心
に
な
り
、
も
は
や
そ
こ
に

神
の
姿
は
見
当
た
ら
な
い
。

と
は
い
え
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
い
つ
も
自

然
を
神
に
結
び
つ
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

《
田
園
交
評
曲
》
は
身
近
な
自
然
の
牧
歌
の
息

吹
に
ふ
れ
る
喜
び
に
満
ち
、
ゲ
ー
テ
の
詩
に
よ

る

〈5
月
の
歌
〉
や

〈新
し
い
愛
、
新
し
い
生
〉、

ヘ
ル
ダ
ー
の
詩
に
よ
る

〈ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の

歌
〉、
ザ
ウ
タ
ー
の
詩
に
よ
る

〈う
ず
ら
の
嗚

き
声
〉
な
ど
は
素
直
に
自
然
の
美
し
さ
を
受
け

入
れ
、
ハ
イ
ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ら
の
ウ
ィ

ー
ン
情
緒
の
伝
統
を
引
き
つ
い
で
い
る
。

.
"•
独
特
な
「
自
然
」
と
の
向
か
い
方

こ
れ
ら
の
リ
ー
ト
は
貨
族
や
当
時
増
え
は
じ

め
て
い
た
中
産
階
級
の
邸
宅
を
飾
る
風
景
画
と

呼
応
し
て
、

室
内
の
サ
ロ
ン
で
演
奏
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
自
然
の
書
き
割
り
風
の
た
た
ず
ま
い

に
ロ
コ
コ
の
香
り
を
ふ
り
撒
き
、
可
愛
ら
し
い

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
に
仕
上
が

っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
リ
ー
ト
は
田
園
風
景
を
室
内
で
疑

似
化
、
装
飾
化
す
る
役
目
を
担
う
。一

方
で
オ

ペ
ラ
や
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
ア
リ
ア
を
室
内
用
に
ア
ち
ま
た

リ
エ
ッ
タ
11

リ
ー
ト
と
し
て
縮
小
し
た
り
、
巷

の
流
行
歌
を
な
ぞ
っ
た
り
、
童
謡
や
民
謡
、
バ

ラ
ー
ド
と
結
び
つ
き
も
し
た
。
宗
教
的
、
倫
理

•
•

リ
ー
ト
の
世
界
で
も

多
様
な
試
み
を
行
う ー

6つの歌曲（作品48)は17世紀
半ばに活躍したドイツの詩人、ク

リスティアン・ゲレルト (1715-
69)の詩を用いた

的
な
戒
め
の
器
に
も
、
哲
学
的
、
思
索
的
な
瞑

想
や
野
句
の
対
象
に
も
な
り
、
多
様
な
可
能
性

こ
ん
と
ん

の
混
沌
と
し
た
渦
を
生
み
出
し
て
い
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
リ
ー
ト
は
そ
の
い
ず
れ

の
持
ち
味
に
も
ふ
れ
、
メ
タ
ス
タ
ー
ジ
ョ
の
イ

タ
リ
ア
語
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
る

《
4
つ
の
ア
リ

エ
ッ
タ
と

1
つ
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
》
は
オ
ペ
ラ
・

ア
リ
ア
の
リ
ー
ト
化
の
試
み
そ
の
も
の
。
前
述

し
た

〈自
然
に
お
け
る
神
の
栄
光
〉
を
含
む

《
ゲ

レ
ル
ト
の
6
つ
の
歌
曲
》
は
宗
教
的
、
倫
理
的

な
枠
組
み
を
も
ち
、
イ
タ
リ
ア
の
詩
人
カ
ル
パ

ー
ニ
の
詩
に
よ
る

〈
こ
の
暗
い
墓
の
な
か
で
〉

や
ハ
ウ
ク
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
詩
に
よ
る

〈諦
め
〉、
ヘ

ル
テ
ィ
の
詩
に
よ
る

〈暖
き
〉
な
ど
は
哲
学
的
、

思
索
的
な
心
情
の
吐
露
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い

る
。一
方
、
ゲ
ー
テ
の
詩
に
よ
る

〈
の
み
の
歌
〉

や

〈
マ
ー
モ
ッ
ト
〉、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
の
詩
に

よ
る

〈
ウ
リ
ア
ン
の
世
界
旅
行
〉
な
ど
風
刺
の

強
い
作
品
は
巷
の
街
角
で
耳
に
す
る
ざ
れ
歌
を

努
堀
と
さ
せ
、
〈酒
宴
の
歌
〉
や

〈ポ
ン
チ
の
歌
〉

は
民
謡
の

一
形
態
と
し
て
居
酒
屋
で
の
ど
ん
ち

ゃ
ん
さ
わ
ぎ
と
同
調
す
る
。
祖
国
解
放
軍
を
励

ま
す
軍
歌
も
進
ん
で
手
が
け
た
。

■主な歌曲
► ゲレルトの詩による6 つの歌 作品 48
1798~ 1802年、C.F.ゲレルト詩................................ 

► 8 つの歌曲 作品52
•第 1 曲〈ウリアンの世界旅行〉
1790年以前作？、Mクラウデイウス詩

•第4 曲〈5 月の歌〉 1796年以前作、ゲーテ詩
• 第7 曲〈-<-モット〉 1790年頃作、ゲーテ詩

► 6 つの歌作品 75
•第 2曲〈新しい愛、新しい生〉
1797 /98年作、ゲーテ詩

第3曲〈のみの歌〉 1809年作、ゲーテ詩

► 〈ナイチンゲールの歌〉 Wo0141
1813年作、J.G.ヘルダー詩.................................... 

► 〈うすらの鳴き声〉 Wo01 29
1802年作、S.F.ザウター詩

·············· • 
► 4つのアリエッタと 1 つのデュエッ ト 作品82
1809~ 10年作,P. メタスタージオ詩.............................................................. 

► 〈この暗い墓のなかで〉 Wo0133
1807年、G.カルバーニ詩

．．．．．．．．．．．． ............... 

► 〈諦め〉 Wo01 49
1816~ 17年、 P.v.ハウクヴィッツ詩

► 〈嘆き〉 Wo0113
1790年、 L.ヘルティ詩
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

► 〈酒宴の歌〉 Wo0 1 09
1791 /92年作？、詩不詳

► 〈ポンチの歌〉 Wo0111
1791 /92年作？、詩不詳
レ・............ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ..•.•••..•....•. 

► 〈アデライーデ〉作品46
1795、96年作曲？、 F.v.マッテイソン詩

.. .......... 

► 連作歌曲集《逼かな恋人に》作品98
1816年作曲、Aヤイテレス詩
..... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

► 〈やさしい愛〉 Wo0 1 23
1795年作曲、K.F.ヘルロゼー詩

ド
イ
ツ
・
リ
ー
ト
と
い
う
と
、
わ
た
し
た
ち

は
ま
ず
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
つ
い
で
シ
ュ
ー
マ
ン

や
プ
ラ
ー
ム
ス
、
さ
ら
に
ヴ
ォ
ル
フ
や
マ
ー
ラ

l
、
R
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ヘ
と
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
、

そ
の
源
流
は
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
に
あ
る
と
思
い
を

は馳
せ
る
。

ド
イ
ツ
・
リ
ー
ト
の
誕
生
し
た
日
は
象
徴
的

に
、
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
の

〈糸
を
紡
ぐ
グ
レ
ー
ト

ヒ
ェ
ン
〉
の
作
曲
さ
れ
た
1
8
1
4
年
10
月
19

日
に
特
定
で
き
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
ほ
ど
こ

の
リ
ー
ト
は
画
期
的
で
、
ド
イ
ツ

・
リ
ー
ト
の

未
来
を
決
定
づ
け
た
。

と
は
い
え
、
そ
れ
ま
で
に
ド
イ
ツ
・
リ
ー
ト

が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
く
に
ラ
イ
ヒ

ャ
ル
ト
や
ツ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
、
ベ
ル
リ
ン
・
リ

ー
ト
楽
派
は
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
無
数
に

手
掛
け
、
ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
に
到
っ
て
は
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
の

6
0
0
曲
を
大
幅
に
上
ま
わ
る
1
5

0
0
曲
に
も
お
よ
ぶ
膨
大
な
リ
ー
ト
を
「
址
産
」

し
た
ほ
ど
だ
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
詩
の
朗
読
に

愛
の
歌
は
「
純
愛
」

さ
ら
に
は
「
讃
歌
」
に
…

＼
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
歌
曲
の
魅
力
と
個
性
＼

彼
は
生
涯
を
か
け
、
ソ
ナ
タ
形
式
の
形
を
借
り
て
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
理
念
を
築
こ
う
と
し
た
。

リ
ー
ト
で
も
お
な
じ
よ
う
に
も
っ
と
も
理
想
的
な
愛
の
形
姿
を
追
い
求
め
、

「
無
垢
な
自
然
」
と
「
純
な
愛
」
の
結
び
つ
き
を
円
環
的
な
調
和
で
実
現
し
よ
う
と
し
た
。

そ
こ
で
視
野
に
入
っ
て
く
る
の
が
シ
ュ

ー
ベ

ル
ト
の
先
樅
格
に
あ
た
る
ハ
イ
ド
ン
や
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
ら
、
ウ
ィ
ー
ン
古

典
楽
派
の
面
々
。
彼
ら
は
リ
ー
ト
と
ど
う
向
き

合
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
ハ
イ
ド
ン
は
当
時
の

あ
る
楽
長
兼
作
鼎
家
の
リ
ー
ト
に
眼
を
通
し
た

と
き
、
こ
ん
な
程
度
な
ら
自
分
の
方
が
ず
っ
と

よ
い
作
品
が
作
れ
る
、
腕
に
も
の
を
見
せ
て
や

る
と
い
う
競
争
意
識
か
ら

36rlhか
ら
な
る
歌
曲

集
を
も
の
し
た
。

ま
た
イ
ギ
リ
ス
を
訪
問
し
た
と
き
、
当
地
の

女
性
詩
人
の
詩
に
付
鼎
し
た
の
は
よ
い
が
、
そ

れ
も
相
手
に
好
意
以
上
の
気
持
ち
を
抱
い
た
の

が
原
因
と
い
う
。
ど
ち
ら
も

「不
純
」
な
動
機

が
か
ら
ん
で
真
の
自
発
性
に
疑
問
が
残
る
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
30
曲
あ
ま
り
の
リ
ー
ト
を

残
し
て
い
る
が
、
依
頼
さ
れ
て
（
仕
方
な
く
？
）

手
掛
け
た
機
会
作
品
も
少
な
く
な
い
。
ゲ
ー
テ

の
詩
と
は
矧
ら
ぬ
ま
ま

〈す
み
れ
〉
に
鼎
を
つ

け
た
り
、

〈夢
の
姿
〉
に
到
っ
て
は
他
人
に
「
著

作
権
」
を
譲
っ
て
、
長
い
あ
い
だ
こ
の
人
物
のあき

作
と
さ
れ
て
い
た
り
、
そ
の
無
頓
着
ぶ
り
は
呆

れ
る
ば
か
り
。
リ
ー
ト
の
作
曲
に
さ
ほ
ど
重
き

を
お
い
て
い
な
か

っ
た
の
は
明
ら
か
だ
が
、
ど

れ
も
珠
玉
の
か
が
や
き
を
放
っ
て
い
る
の
は
さ

す
が
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
！
と
言
う
べ
き
か
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
な
る
と
事
情
は
や
や
複

雑
だ
。
昨
年
の
本
誌
12
月
号
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
声
楽
曲
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
た
お
り
、

彼
は
交
騨
曲
や
弦
楽
四
重
奏

dll、
ピ
ア
ノ
・
ソ

ナ
タ
な
ど
、
ソ
ナ
タ
形
式
を
メ
イ
ン
と
す
る
器

か
お

楽
作
曲
家
と
し
て
の
貌
が
大
き
く
、
声
楽
曲
は

サ
プ
の
地
位
に
甘
ん
じ
て
い
る
、
で
も
他
の
ジ

ャ
ン
ル
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
数
屈
を
誇
っ
て
い

る
と
述
べ
た
。
そ
の
点
も
う

一
度
お
さ
ら
い
し

て
み
よ
う
。

彼
は
声
楽
曲
と
し
て
カ
ン
タ
ー
タ
や
カ
ノ

ン
、
合
唱
曲
を

1
2
0
曲
ほ
ど
残
し
て
お
り
、

そ
れ
に
宗
教
曲
も
加
わ
る
。
ま
た
ハ
イ
ド
ン
が

イ
ギ
リ
ス
系
の
民
謡
の
編
曲
を
多
数
作
曲
し
た

な
ら

の
を
倣
う
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
楽
諮
出
版
涸

.
"•
他
ジ
ャ
ン
ル
よ
り
も

数
が
多
く
、
多
彩
な
声
楽
曲

67 MOSTLY r.l.ASSIC 

の
依
頼
を
受
け
て
1
3
0
曲
近
く
の
編
曲
に
と

り
組
ん
だ
。
そ
れ
を
機
に
自
ら
進
ん
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
陸
各
国
の
民
謡
の
編
曲
を
40
曲
以
上
も

手
掛
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
ハ
イ
ド
ン
と
同
様
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
、
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
を
伴
奏
と
す
る
作
品
群

で、

当
時
の
裕
福
で
教
養
あ
る
市
民
の
サ
ロ
ン

目
当
て
だ
っ
た
が
、
技
術
的
に
か
な
り
高
度
だ

っ
た
た
め
売
れ
行
き
は
か
ん
ば
し
く
な
か
っ
た

ら
し
い
。

歌
曲
は
と
い
う
と
80
曲
あ
ま
り
を
も
の
し
て

い
る
。
だ
が
交
評
曲
な
ど
の
純
粋
器
楽
に
く
ら

べ
て
影
が
薄
い
。
最
後
の
交
評
曲
に
声
を
と
り

入
れ
た
大
胆
さ
か
ら
す
る
と
首
を
傾
げ
た
く
な

る
ほ
ど
だ
。
そ
れ
に
は
当
時
の
時
代
環
境
が
か

か
わ

っ
て
い
る
。
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
を

脱
し
て
新
し
い
市
民
社
会
を
生
み
出
そ
う
と
す

る
ヒ
ュ

ー
マ
ン
な
理
念
は
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
を

引
き
起
こ
し
た
が
、
ウ
ィ
ー
ン
古
典
楽
派
は
そ

の
理
念
を
ソ
ナ
タ
形
式
で
表
そ
う
と
し
た
。
そ

・・

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
以
前
の
た
ど

ド
イ
ツ
・
リ
ー
ト
を
辿
る
と

•
•

ウ
ィ
ー
ン
古
典
楽
派
の
リ
ー
ト

ー
ハ
イ
ド
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

毛
の
生
え
た
程
度
、
現
在
で
は
見
る
影
も
な
い
。

18世紀の終わりから19世紀初頭に
かけて活躍したペルリン・リート楽

派の作曲家たち。ヨハン・フリード

リヒ・ラィヒャルト(1752-1814)
（上）とカール・フリードリヒ・ツェ

ルター(1758-1832)。共にリー
トを多数書いたことで知られる

生誕250年

BEET 

ペートーヴェンの次の世代

の作曲家フランツ • シュー
ペル ト(1797-1828)。
ドイツ・リートに新たな可

能性を見いだし、このジャ

ンルの頂点に立った

に
向
か
い
、

文
喜
多
尾
道
冬
◎
音
楽
評
論
家

text b
y
 M
i
c
h
i
f
u
y
u
 Kitao 

闊OSTLYCUSSIC 66 



生誕250年

BEET 
UDISC り,,, "''" 

-~'''""""、’’
員II

●歌曲全集

ヘーター • シュライアー（テノール）

ヴァルターオルペルツ（ピアノ）、ほか

収録： 1968年
(Berlin Classics) BC90672 
※3CD、輸入盤
Deutsche Schallplatten原盤

●歌曲全集

ヘルマン • ブライ（バリ トン）

レオナー ド • ホカンソン（ピアノ）、ほか

収録：1987~89年
(Capricco) C5140※3CO、輸入盤

●歌曲集 （「アデライーデ」「遥かな

恋人に」「希望に」、ほか）

ディー トリ ヒ • フィ ッシャー＝デイー

スカウ（バリトン）

ジェラルドムーア（ピアノ）

収録：1965年
(Orfeo) C1405018※輸入盤

●歌曲集 （「アデライーデ」、歌曲集

作品48、ほか）

シュテファン • ゲンツ（バリ トン）
ロ ジャー • ヴィニョールズ（ピアノ）

収録：1998年
(Hyperion) CDA67055※輸入盤

●歌曲集 . -・ 
（「アデライーデ」「希望に」、ほか）

イリスフェルミリオン（メゾ・ソブラノ）

ベーター • シュタム（ピアノ）

収録： 1997年
(Cpo) 999 436-2※輸入盤

●民謡編曲集（アイルランドの歌、

ウェールズの歌、スコットランドの歌）

リン・ドーソン（ソブラノ）

アリーダシャット（ヴァイオリン）

ヤープテア・ リンデン（チェロ）

バールト ファン・オールト（ピアノ）

リリース：2009年
(Be「l1nClassics) 0016392BC 

●民謡編曲全集

ド ロテ • ヴオールゲムー ト（ソブラノ）
ブラームス・ トリオ、 ほか

収録： 1972, 79、2007年
(Brilliant) 94925※6CD、輸入盤

彼
は
多
く
の
主
題
や
題
材
を
わ
ず
か

80
鼎

の
リ
ー
ト
に
ま
ん
べ
ん
な
く
盛
り
こ
ん
だ
。
そ

の
た
め

「歌
」
の
焦
点
が
ぽ
や
け
、
散
漫
な
印

象
を
与
え
か
ね
な
い
。
だ
が
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
は
試
作
風
な
が
ら
も
時
代
を
画
そ
う
と
す
る

彼
の
リ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
の
爪
あ
と
を
残
し

て
い
る
。

・ー●断
然
、
数
が
多
い
「
愛
」
の
歌

ー
〈
ア
デ
ラ
イ
ー
デ
〉
、
連
作
歌
曲
集

《
は
る
か
な
恋
人
に
》
ほ
か
ー

リ
ー
ト
の
永
遠
の
主
題
で
あ
る

「愛
」
に
も

も
ち
ろ
ん
深
く
か
か
わ
り
合
う
。
彼
の
リ
ー
ト

は
焦
点
が
定
ま
ら
な
い
と
前
述
し
た
が
、
数
で

は
愛
の
歌
が
断
然
ト
ッ
プ
を
占
め、

重
要
な
位

置
を
占
め
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
な
か
で

も
マ
テ
ィ
ソ
ン
の
詩
に
よ
る

〈ア
デ
ラ
イ
ー
デ
〉

ゃ
ャ
イ
テ
レ
ス
の
詩
に
よ
る
連
作
歌
鼎
集

《
は

る
か
な
恋
人
に
》、
ヘ
ル
ロ
ゼ
ー
の
詩
に
よ
る

〈や
さ
し
い
愛
〉
な
ど
は
彼
の

「愛
」
の
リ
ー

ト
を
代
表
し
今
で
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

〈
ア
デ
ラ
イ
ー
デ
〉
は
ウ
ィ
ー
ン
情
緒
の
伝

統
を
引
き
な
が
ら
も
、
作
lUl当
初
は
自
ら
カ
ン

タ
ー
タ
と
銘
打
っ
た
ほ
ど
規
模
が
大
き
く
、
リ

ー
ト
を
超
え
、
オ
ペ
ラ
・
ア
リ
ア
の

一
面
も
内

包
し
て
い
る
。
そ
し
て
古
典
楽
派
の
堅
固
な
器

楽
的
枠
組
み
を
も
っ
と
同
時
に
、
シ

ュ
ー
ベ
ル

ト
の
出
現
を
予
感
さ
せ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
流
麗

さ
と
親
密
な
自
然
観
に
よ

っ
て
、
ウ
ィ
ー
ン
古

典
楽
派
か
ら
ロ
マ

ン
派
に
移
行
す
る
十
字
路

●

0
理
念
化
、
夢
想
化
し
て
い
っ
た

彼
の
る
愛
々

ペートーヴェンの歌曲で一際よ

く知られる 〈アデライーデ〉 の詩

の作者、フリードリヒ ・フォン

マティソン (1761~1831), 

口
U

鬱ジ

「3つの歌」（作品83)などは、

ヨハン・ヴォルフガング・フォン・

ゲーテ(1749~ 1832)の詩を

採用、実際に交流もあった

連作歌曲集「はるかな恋人に」 の

詩を書いたアロイス・イシドア・

ャイテレス(1794-1858)

に
位
置
し
、
両
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
色
合
い
を

一

身
で
体
現
す
る
稀
有
な
傑
作
に
仕
上
が
っ
て
い

る
。
こ
の
道
を
さ
ら
に
歩
ん
で
ゆ
け
ば
豊
か
な

「歌
」
の
源
泉
を
見
出
し
た
は
ず
だ
が
、
こ
れ

も
そ
の
入
り
口
に
爪
あ
と
を
残
す
だ
け
に
と
ど

ま
っ
た
。

連
作
歌
曲
集

《
は
る
か
な
恋
人
に
》
は
ツ
ィ

ク
ル
ス
形
式
の
歌
曲
集
の
先
鞭
を
つ
け
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
と
し
て
の
面
目

が
リ
ー
ト
の
分
野
に
も
及
ん
だ
こ
と
を
示
す
重

要
な
作
品
だ
。
こ
こ
で
は

6llh
の
リ
ー
ト
が
切

れ
目
な
く
連
鎖
し
、

全
体
は
調
性
的
に
も
堅
固

な
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
円
環
的
に
構
成
さ
れ
て

い
る
。
だ
が
こ
の
円
環
は
有
機
的
な
肉
付
け
を

得
る
よ
り
は
抽
象
的
な
仙
線
を
描
く
。

そ
れ
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

「愛
」
と
の
向

き
合
い
方
に
由
来
し
よ
う
。
当
時
の
市
民
革
命

は
過
去
の
因
習
か
ら
「
愛
」
を
解
放
し
た
は
ず

だ
っ
た
。
し
か
し
現
実
が
そ
れ
に
素
直
に
し
た

が
っ
て
く
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
彼
は
新
し

い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

「純
な
愛
」
を
夢
見
な

が
ら
、

実
生
活
で
は
つ
い
ぞ
そ
の
愛
に
恵
ま
れ

な
か

っ
た
。

そ
の
た
め
に
彼
の
愛
は
理
念
化
、
夢
想
化
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
現
実
の
愛
は
純
粋
さ
を
失
い

や
す
い
。
そ
れ
に
気
づ
け
ば
な
お
さ
ら
現
実
と

か
け
離
れ
た

「純
な
愛
」
に
の
め
り
こ
ん
で
ゆ

く
ほ
か
な
い
。
愛
は
彼
の
手
の
届
か
ぬ

「純
愛
」

に
と
ど
ま
り
、
彼
の
愛
の
歌
は
理
想
の
相
手
へ

の
一
ji
的
な

「讃
歌
」
の
形
を
と
る
。

〈
や
さ
し
い
愛
〉
に
も
こ
の

「讃
歌
」
が
刻

印
さ
れ
、
「
讃
歌
」
が
彼
の
愛
の
歌
の
プ
ラ
ン

ド
に
な
る
。
「希
望」

や

「憧
れ
」
を
主
題
と

す
る
歌
鼎
も
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
加
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

彼
は
生
涯
を
か
け
、
ソ
ナ
タ
形
式
の
形
を
借

り
て
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
理
念
を
築
こ
う
と
し
た
。

リ
ー
ト
で
も
お
な
じ
よ
う
に
も
っ
と
も
理
想
的

な
愛
の
形
姿
を
追
い
求
め
、

「
無
垢
な
自
然
」

と

「純
な
愛
」
の
結
び
つ
き
を
円
棗
的
な
調
和

で
実
現
し
よ
う
と
し
た
。

現
代
の
わ
た
し
た
ち
は

「愛
」
と
い
う
と
エ

ロ
ス
と
の
結
び
つ
き
し
か
頭
に
な
い
。
だ
が
彼

の
ア
ガ
ペ
ー
の

「愛
」
は
わ
た
し
た
ち
に
も
う

一
度

「純
な
愛
」
の
再
考
を
迫
る
。
こ
の
ア
ガ

ペ
ー
は
後
に

《
第
九
》
で
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
市
民

理
念
と
と
も
に
「
友
愛
」
に
昇
華
さ
れ
、

楽
曲

的
に
は
器
楽
と
歌
の
融
合
に
よ

っ
て
理
想
的
、

調
和
的
な
「
讃
歌
」
を
生
み
出
す
原
動
力
に
な

っ
た
。

印
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生璽250年

BEET 
ッ
セ
ル
に
は
ボ
ン
時
代
の
旧
友
の
何
人
か
が

奉
職
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
新
天
地
で

作
曲
家
と
し
て
の
新
し
い
人
生
を
歩
み
た
い

と、

一
時
期
本
気
で
考
え
た
よ
う
で
、
早
く

も

1
8
0
8
年

11
月

1
日
付
で

2
人
の
友
人

に
宛
て
た
書
簡
に
、
カ
ッ
セ
ル
行
き
を
決
意

し
た
よ
う
な
文
面
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
イ
グ
ナ
ー
ツ
・
フ
ォ
ン
2

グ
ラ
イ

ヒ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
男
爵

(
1
7
7
8
i
l
8

2
8
)
に
宛
て
「
私
は
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン

王
か
ら
宮
廷
楽
長
へ
の
就
任
要
請
と
い
う
す

ば
ら
し
い
申
し
出
を
受
け
取
っ
た
」
と
あ
り
、

も
う
ひ
と
り
、
交
評
血
第

4

番
の
献
呈
者
で
あ
る
フ
ラ
ン

ツ
・
ヨ
ア
ヒ
ム
・
オ
ッ
ペ
ル
ス

ド
ル
フ
伯
爵
に
宛
て
て
は
「
私

は
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

ー
レ
ン
国

王
付
き
宮
廷
楽
長
と
し
て
就

し
ょ
う
へ
い

任
要
請
を
受
け
、
こ
の
招
聘

に
従
う
つ
も
り
で
す
」
と
書

い
て
い
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

12
月

の
人
失
敗
に
終
わ
っ
た
演
奏

会
の
後
悔
を
引
き
ず
り
な
が
ら
新
年
を
迎
え
、

信
頼
で
き
る
友
人
で
あ
る
ア
ン
ナ
・
マ
リ
ー
・

フ
ォ
ン
・
エ
ア
デ
デ
ィ
ー
伯
爵
夫
人
や
グ
ラ
イ

ヒ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
男
爵
に
カ
ッ
セ
ル
行
き
を

相
談
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
ウ

ィ
ー
ン
の
音
楽
愛
好
貴
族
界
で
は
、
な
ん
と

し
て
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
ウ
ィ
ー
ン
に
留
め

ょ
う
と
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
懇
請
す
る
中
で
、

3
人
の
買
族
が
総
額

4
0
0
 
0
フ
ロ
ー
リ
ン

の
終
身
年
金
を
支
払
う
と
い
う
こ
と
で
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
説
得
し
た
の
で
あ
る
。

懇
請
は
単
に
金
銭
的
支
援
と
い
う
だ
け
で

ベートーヴェンの相談相手のひと

り、イグナーツ・フォン・グラィヒェ

ンシュタイン男爵 (1778-1828)

ペートーヴェンの音楽の理解者で

あり、よき相談相手だったアンナ・

マリー ・フォン・エアデディー伯爵

夫人 (1779~ 1837) 

4
つ
の
契
約
条
件
を
箇
単
に
示
せ
ば

●●
芸
術
パ
ト
ロ
ン
と
芸
術
家
の
社
会
的
地
位

s「
ハ
イ
ド
ン
は
芸
術
家
で
は
な
く
職
人
」

パ
ト
ロ
ン
と
は
支
援
者
、
後
援
者
で
あ
る

が
、
音
楽
史
や
美
術
史
な
ど
で
は
国
王
と
か

教
皇
、
大
貰
族
、
富
裕
者
が
そ
れ
に
あ
た
り
、

才
能
あ
る
音
楽
家
や
美
術
家
を
支
援
す
る
こ

と
を
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
ュ
と
い
う
。
し
か
し
、
大

ま
か
に
言

っ
て
、

18
冊
紀
と

19
泄
紀
の
パ
ト

ロ
ネ
ー
ジ
ュ
に
は
本
質
的
な
相
違
が
あ
る
。

例
え
ば
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ハ
イ
ド
ン

(
1
7
3

2
¥
1
8
0
9
)
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
貸
族
エ

ス
テ
ル
ハ
ー
ジ
家
と
の
関
係
は
、
表
向
き
は
エ

ス
テ
ル
ハ

ー
ジ
家
の
宮
廷
楽
団
楽
長
と
領
主

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
雁
用
の
形
態
で
あ
っ
て
、

廂
い
主
と
使
用
人
の
関
係
に
あ
る
。

1
7
6

1
年
に
ハ
イ
ド
ン
が
エ
ス
テ
ル
ハ
ー
ジ
家
の
副

楽
長
と
し
て
扉
用
さ
れ
た
と
き
の

14
項
目
か

ら
な
る
契
約
書
に
も
、
ハ
イ
ド
ン
は
エ
ス
テ
ル

ハ
ー
ジ
家
の
従
僕
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い

て
、
日
常
の
業
務
に
関
す
る
細
則
が
並
ん
で

い
る
。
要
す
る
に
、
大
の
音
楽
愛
好
家
で
あ
っ
た

エ
ス
テ
ル
ハ
ー
ジ
侯
に
と
っ
て
ハ
イ
ド
ン
は
芸

術
家
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

artist)

で
は
な
く
、

音
楽
を
作
り
演
奏
す
る
職
人
（
ア
ル
テ
イ
ザ

ン
a
r
t
i
s
a
n
)

と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ザ
ル
ッ
プ
ル
ク
大
司
教
コ
ロ
レ
ー
ド
の
感

覚
も
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

(
1
7
5
6
ー
91)
が

神
猷
で
天
才
で
あ
る
と
し
て
も
、
戦
人
と
し

て
の
宮
廷
楽
団
員
の
ひ
と
り
と
見
て
い
た
の

で
あ
る
。
J
.
S
・
バ
ッ
ハ

(1
6
8
5
¥
l

7
5
 o)
の
ケ
ー
テ
ン
時
代

(
1
7
1
7
¥

23)
に
し
て
も
ラ
イ
プ
チ
ヒ
時
代

(1
7
2

3
¥
5
0
)
に
し
て
も
、
領
主
や
教
会
、
あ
る

い
は
市
や
街
、
さ
ら
に
は
同
業
種
組
合
な
ど

の
組
織
に
扉
わ
れ
た
身
分
で
あ
っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
音
楽
愛
好

貴
族
と
の
関
係
は
本
質
的
に
異
な
る
芸
術

パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
ュ
の
形
を
示
し
て
い
る
。
例

は
な
く
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
活
に
と
っ
て
、

16
年
間
も
住
み
伯
れ
た
第
二
の
故
郷
と
も
言

っ
て
良
い
ウ
ィ
ー
ン
を
離
れ
、
進
行
す
る

一
方

の
難
聴
の
病
を
抱
え
な
が
ら
小
さ
な
田
舎
町

の
宮
廷
楽
長
な
ど
を
務
め
て
も
最
高
の
栄
誉

を
受
け
ら
れ
る
保
証
も
な
い
、
と
誠
心
誠
意

説
得
し
て

4
つ
の
条
件
を
害
き
込
ん
だ
契
約

書
を
交
わ
し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
ウ
ィ
ー
ン

に
引
き
留
め
た
の
で
あ
る
。

0
物
価
の
高
い
ウ
ィ
ー
ン
の
現
状
を
鑑
み

年
額
4
0
0
 
0
フ
ロ
ー
リ
ン
を
貴
族
が

分
担
支
給
す
る
。

R

演
奏
旅
行
の
自
由
を
保
証
し
、
個
人
の

収
益
活
動
を
妨
げ
な
い
。

R

将
来
ウ
ィ

ー
ン
宮
廷
作
曲
家
に
就
任

し
、
こ
の
年
金
に
見
合
う
報
酬
を
得
る

よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
年
金
支
給
を
辞

退
す
る
。

0
復
活
祭
前
の
日
曜
日
に
ア
ン

・
デ
ア

・

ウ
ィ
ー
ン
劇
場
を
自
作
に
よ
る
演
奏
会

で
使
う
権
利
を
持
つ
。

オランダ出身のオーストリアの外交官

で宮廷図書館長、ゴットフリート・ヴァ

ン・スヴィーテン男爵 (1733~1803)。

心酔したバッハやヘンデルの楽譜を多

数収集・所有して、ハイドン、モーツァ

ルト、ペートーヴェンらを支援、ウィー

ン古典派音楽の大恩人である
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•
•

音
楽
家
と
パ
ト
ロ

ン

の
関
係
の
変
化
は

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
か
ら

ナポレオンの実弟ジェローム・ポナバルト（左）が支配していた

ヴェストファーレン王国の首都カッセルの「宮廷楽長」のオファ

ーをペートーヴェンは受けていた。もしかしたら彼の人生は…

ー
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
周
り
の
音
楽
愛
好
貴
族
た
ち
ー

新
し
い
芸
術
家
に
は

新
し
い
。
ハ
ト
ロ
ネ

ベートーヴェンのバトロンは第一にベートーヴェンの音楽の

理解者、賛美者であり、少なからず音楽を嗜むか、

あるいは腕達者のアマチュア音楽家であったことだ。

誰もがベートーヴェン音楽の賛美者であった。

ジュ
を
！

文

平

野

昭

◎
音
楽
学
・
評
論
家

text b
y
 
Aki~a 

H
i~a 

no
 

え
ば
、

1
8
0
8
年
暮
れ
の

12
月
22
日
に
は
、

交
押
曲
「
ハ
短
調
」
と
交
評
曲
「
へ
長
調
」
（
田

園
）
と
ピ
ア
ノ
協
奏
仙
第

4
番
、
合
唱
幻
想

曲
等
の
初
演
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
失
敗
（
練

習
不
足
）
が
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
よ
り
ふ
た
月
ほ
ど
前
の

10
月
頃
に
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
北
西
ド
イ
ツ
内
に
建
国

さ
れ
た
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
王
国
か
ら
、
そ

の
首
都
で
あ
る
カ
ッ
セ
ル
の
宮
廷
楽
長
と
し

て
高
報
酬
で
の
就
任
要
請
を
受
け
取
っ
て
い

た
の
だ
。

す
で
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
周
囲
を
占
領
し
て

い
た
地
域
を
プ
ロ
イ
セ
ン
が
放
棄
し
た
の
で

1
8
0
7
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
っ
て
樹
立

さ
れ
た
新
興
国
で
、
国
王
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
実
弟
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
即
位
し

て
い
た
。
カ
ッ
セ
ル
の
宮
廷
に
楽
団
が
組
織

さ
れ
、
最
初
は
高
名
な
オ
ペ
ラ
作
鼎
家
フ
リ

ー
ド
リ
ヒ
・
ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト

(
1
7
5
2
i
1

8
1
4
)
が
楽
長
に
就
任
し
て
い
た
。
た
だ
、

ラ
イ
ヒ
ャ
ル
ト
は
こ
の
宮
廷
楽
長
職
に
情
熱

が
持
て
ず
、

08
年
秋
に
は
休
職
し
て
旅
に
出

て
い
た
（
結
局
は
ウ
ィ
ー
ン
に
数
力
月
滞
在

し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
も
親
交
し
た
よ
う

だ
が
、
カ
ッ
セ
ル
宮
廷
楽
長
を
辞
し
た
彼
は
、

ハ
レ
近
郊
の
住
み
恨
れ
た
ギ
ー
ビ
ッ
ヒ
シ
ュ
タ

イ
ン
に
帰
国
し
て
い
る
）
。

ウ
ィ
ー
ン
よ
り
も
は
る
か
に
生
ま
れ
故
郷

の
ボ
ン
や
ケ
ル
ン
に
近
く
、
ま
た
、
東
に
ラ
イ

プ
ツ
ィ
ヒ
、
西
に
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、
北
に

ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
、
そ
し
て
南
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
・
ア
ム

・
マ
イ
ン
が
ほ
ぼ
等
距
離
に
あ
る
カ

●●
雇
用
関
係
や
主
従
関
係
で
は
な
い

新
し
い
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ

ュ

こ
れ
こ
そ
新
し
い
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
ュ
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
雇
用
関
係
や
主
従
関
係
は
な

い
。
ハ
イ
ド
ン
の
エ
ス
テ
ル
ハ
ー
ジ
侯
爵
家
の

副
楽
長
就
任
時
の
契
約
書
に
は
、
エ
ス
テ
ル

ハ
ー
ジ
家
以
外
の
た
め
の
作
曲
を
禁
止
す
る

と
か
、
宮
廷
楽
団
の
楽
団
員
の
指
導
や

H
常

生
活
の
管
理
、
宮
廷
楽
団
の
楽
譜
と
楽
器
の

管
理
、
侯
爵
の
昼
食
時
に
は
次
の
間
に
控
え
、

音
楽
演
奏
の
所
望
が
あ
る
場
合
に
は
演
奏
す

る
。
賓
客
を
招
い
た
宮
廷
内
の
演
奏
会
で
は

白
靴
下
、
白
リ
ン
ネ
ル
、
か
つ
ら
を
つ
け
制

そ
ろ

服
を
着
用
し
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
全
体
が
揃
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
等
々
の

一
切
の
責
任

が
ハ
イ
ド
ン
に
負
わ
さ
れ
て
い
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
パ
ト
ロ
ン
は
第

一
に
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
音
楽
の
理
解
者
、
賛
美
者

た
し
な

で
あ
り
、
少
な
か
ら
ず
音
楽
を
嗜
む
か
、
あ

る
い
は
腕
達
者
の
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
で
あ
っ

た
こ
と
だ
。
カ
ー
ル

・
リ
ヒ
ノ
ウ
ス
キ
ー
侯
邸

の
金
曜
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
、
リ
ヒ
ノ
ウ
ス

キ
ー
侯
夫
人
の
姉
妹
を
妻
に
し
た
ラ
ズ
モ
フ

ス
キ
ー
伯
爵
は
自
ら
弦
楽
四
重
奏
の
第

2
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
を
務
め
た
音
楽
家
だ
。

し
ば
し
ば
夕
飯
に
誘
わ
れ
泊
ま
る
こ
と
も

あ
っ
た
ヴ
ァ
ン

・
ス
ヴ
ィ
ー
テ
ン
男
爵
邸
に
は

バ
ッ
ハ
と
ヘ
ン
デ
ル
の
豊
か
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
あ
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と
っ
て
は
宝
の

山
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
唯

一
の
作
曲
の
弟
子

ル
ド
ル
フ
大
公
は
ピ
ア
ノ
演
奏
で
も
作
曲
に

お
い
て
も
傑
出
し
た
才
能
を
発
揮
し
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
音
楽
パ
ト
ロ
ン
は
他
に

も
多
く
い
る
が
、
誰
も
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
音

楽
の
賛
美
者
で
あ
っ
た
。

田

． 
． 

•
•

「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を

ウ
ィ
ー
ン
に
留
ま
ら
せ
よ
う
！
」
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